


面積…26.44k㎡

人口…116,395人（前月比-52）

　男…  55,601人

　女…  60,794人

世帯…  48,961　　

　（平成25年6月30日現在）
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8/2９（木）、峰塚公園にて、夏期巡回
「ラジオ体操・みんなの体操会」が行
われます（P3）。同公園では朝早くか
ら、大勢の人がいろんな地域より集ま
り、太極拳、ラジオ体操、わっはっは体
操などが行われています。撮影当日、
早朝から皆さんに元気をいただきま
した。毎朝、高鷲方面から訪れる方も
いるそうです。

　７月７日七夕の日に古市駅

東広場にて「はびきの七夕祭」

を初開催し、夏の夕暮れを皆

様とともに楽しく過ごすことが

できました。お越しいただい

た皆様、ご協力いただいた皆

様に、心よりお礼申し上げます。

　祭の当日、市内14幼稚園

8保育園の園児たちの、願い

を書いた短冊や色とりどりの

笹飾りがいっぱいにあふれ、

広場はいつもとは違う趣ある表情を見せてくれました。

　古来からたくさんの人々 が行き交ったであろう竹内街道と東高野街

道が交差する古市に今なお残る歴史的風土の中で、この広場を中心

に新たな賑わいが生まれ、人と人とが出会い、それがまちの「成長」

につながればと思っています。

　地元地域の方々にも、広場のさまざまな方法でのご利用ご提案を期待

しています。

羽曳野市長  北川 嗣雄

古市駅東広場「はびきの七夕祭」

人が集い、出会う場所

駐日オーストリア大使が来阪
　関西を拠点に日本とオーストリア両国間
の文化、経済の交流活動に努められてい
る「関西日墺協会」の総会に出席し、ベル
ンハルド・ツィムブルク駐日オーストリア大
使とご歓談させていただきました。
　当市とウィーン13区の友好都市提携は
平成27年に20年の節目を迎えます。さ
らなる交流のご協力を快く受けてください
ました。
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はびきの中学生study-Ｏ

『わからない』を『わかる』に変える！

予習に！復習に！テスト勉強に！！自学自習の習慣づくりに活用！

　10年ぶりに、夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会（株式会社かんぽ生命保険
･ＮＨＫ・NPO法人 全国ラジオ体操連盟主催）が羽曳野市にやってきます。
　当日は、6：30から10分間、会場の様子が全国に「NHKラジオ第１放送」で生放
送されます。テレビやラジオでもおなじみの、多胡 肇 先生の指導により、放送終
了後には「ワンポイントレッスン」も開催されます。記念品も用意しています。お
ひとりで、また、ご家族やお友達とご一緒にお越しください。

夏期巡回「ラジオ体操・みんなの体操会」

日　時  ８月２９日（木） ６：００までに集合
場　所  「峰塚公園」
※雨天時は「峰塚中学校体育館」で行いますので、上靴の用意をお願いします。
また、この場合会場が狭小になりますので、入場を制限させていただく場合がありますが、ご了承ください。
　　　　　※駐車場に限りがありますので、徒歩・自転車等でのご来場をお願いします。
問合せ　社会教育℡課　　電話０７２－９５８－１１１１　　（4451）

すがすがしい朝の空気をいっぱい吸って、楽しく体操をしましょう。

日　時  ８月２９日（木） ６：００までに集合
場　所  「峰塚公園」

※雨天時は「峰塚中学校体育館」で行いますので、上靴の用意をお願いします。また、
　雨天時の会場へのご入場は制限させていただく場合がございます。
※駐車場に限りがありますので、徒歩・自転車などでお越しください。

問合せ　
羽曳野市教育委員会　生涯学習室　
社会教育課 ☎958－1111（内線4450）

ＮＨＫ公開番組

『ベストオブクラシック』
観覧者募集

 第一線で活躍する演奏家のコンサートをたっぷりと楽しんでいただく、クラシック
音楽番組の公開収録を行います。この機会にぜひ、心安らぐひとときを！

日　時：9 月 22 日（日）　開場：14:30　開演：15:00　終演予定：17:00
会　場：羽曳野市立生活文化情報センター（ＬＩＣはびきの）
　　　　〒 583-0854　羽曳野市軽里１－１－１
　　　　交通／近鉄南大阪線「古市駅」下車徒歩約１０分
主　催：ＮＨＫ大阪放送局、羽曳野市
出　演：川田 知子（バイオリン）　中野 振一郎（チェンバロ）
入場料：無料（要事前申込）
問合せ：羽曳野市役所 電話：072-947-3801 直通（平日・月～金／ 9:00 ～ 17:30）
　　　　ＮＨＫ大阪放送局  電話：06-6941-0431（平日・月～金／ 10:00 ～ 18:00）

放送日は未定＜ NHK ーＦＭ（全国放送）＞ ※ＢＳプレミアム「クラシック倶楽部」としても放送予定
ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

申込方法 は「郵便往復はがき（私製をのぞく）」
に必要事項を記入してお申し込みください。

※申込締切は8月29日（木）必着です。

※�応募多数の場合は抽選で入場整理券（１枚で

２人入場可）をお送りします。

※�記入に不備があった場合は、無効となります

のでご注意ください。小学校就学前のお子様の入場はご遠慮ください。

※はがきへの、シール、紙貼り、修正ペンでの訂正は、印刷の際に支障をきたしますのでご遠慮願います。

※インターネットオークション等での転売を目的としたお申し込みは固くお断りいたします。

　なお、売買を目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。

あて先：〒583-8585�羽曳野市誉田4-1-1�羽曳野市�市長公室�政策推進課「ベスト�オブ�クラシック」係
▲中野 振一郎

▲川田 知子
ｃ Junichi Ohno

撮影：稲見伸介
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　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、８月 16 日（金）から羽曳野市ウェブサイト

に掲載する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。インターネットの閲覧ができない方は、

市役所および支所で案内を配布しますのでご利用ください。案内を郵便で請求する場合は、

下記案内請求先あての封筒（大きさは問いません。）に「職員採用試験実施案内請求」と朱書し、

必ず返信用封筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し 140 円切手を貼った封筒（角

形２号封筒〔33cm × 24cm 程度〕））を同封して郵送してください。

案内請求先　〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1 羽曳野市役所市長公室人事課

　　（受験できる人）

　　　○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人

　　　○ 自力で通勤が可能で、職務遂行能力について介護者を必要としない人

　　　○活字印刷文による出題に対応できる人

案内配布場所　市役所３階人事課および支所
案内配布期間　8 月 16 日㈮ ～ 9 月 5 日㈭ 9:00 ～ 17:30
郵送受付期間　8月22日㈭ ～8月30日㈮（同日消印有効）
持参受付期間　8 月 26 日㈪ ～ 9 月 5 日㈭ 9:30 ～ 17:00
試験日　　　　9 月 22 日㈰　（1 次試験）
問合せ　　羽曳野市 市長公室 人事課　
　　　　　☎ 072-958-1111( 内 3420・3421)

  

配

布

場

所

 住　　所 署　　所　　名
藤井寺市青山 3-613-8 　同消防本部総務課
藤井寺市国府 1-1-8 　　　　藤井寺分署
柏原市河原町 1-90 　　　　柏原出張所
柏原市国分本町 2-5-5 　　　　国分出張所
羽曳野市羽曳が丘 4-14-18 　　　　羽曳野出張所
羽曳野市島泉 8-8-2 　　　　高鷲出張所

◇問合せ　藤井寺市青山 3-613-8　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部　総務課　人事係（TEL 072-958-9926）

※詳しくはウェブサイトをご覧ください。

柏原羽曳野藤井寺消防組合
◇採用人員　消防吏員Ａおよび消防吏員Ｂ　2 人程度
◇受験資格　消防吏員Ａ【昭和 63 年 4 月 2 日から平成 4 年
　　　　　　4 月 1 日までに生まれ、平成 26 年 3 月までに
　　　　　　大学を卒業（見込み）の人】
　　　　　　消防吏員Ｂ【平成 2 年 4 月 2 日から平成 8 年
　　　　　　4 月 1 日までに生まれ、平成 26 年 3 月までに高校・
　　　　　　短期大学・高等専門学校を卒業（見込み）の人】
◇試験要綱配布場所　右表のとおり
◇試験要綱配布期間    8 月 12 日㈪ ～ 9 月 5 日㈭まで
◇願書受付期間　8 月 19 日㈪ ～ 9 月 5 日㈭  平日 9:00 ～ 17:00
◇願書受付場所　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部　総務課
◇試験日　　　　1 次試験：9 月 22 日㈰【筆記試験・体力試験】
　　　　　　　　2 次試験：10 月末予定※ 1 次試験合格者を対象
　　　　　　　　に 2 次試験【面接、論文、健康診断など】

職種（試験区分）採用予定人員 受　験　資　格

事務職初級 １人程度

昭和 58 年４月２日～平成
8 年 4 月 1 日生まれ　身体
障害者手帳の交付を受けて
いる人で、高等学校卒業程
度の学力を有する人

職種（試験区分） 採用予定人員 受　験　資　格

事務職上級 8 人程度
昭和 58 年４月２日～平成４年４月１日生まれ　学校教育法による大学（短期大学除く）を卒業するか、
平成 26 年３月 31 日までに卒業見込みの人

事務職上級
（社会福祉）

2 人程度
昭和 53 年４月２日～平成４年４月１日生まれ　社会福祉士資格又は精神保健福祉士資格を有してい
るか、平成 26 年３月 31 日までに取得見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人

技術職上級
（建築）

2 人程度
昭和 53 年４月２日以降生まれ　一級建築士免許を有しているか、平成 26 年 3 月 31 日までに取得
見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人

技術職上級
（土木）

2 人程度
昭和 53 年４月２日以降生まれ　１級土木施工管理技士資格又は２級土木施工管理技士資格を有して
いるか、平成 26 年３月 31 日までに取得見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人

幼稚園教諭・保育士 2 人程度
昭和 58 年４月２日～平成６年４月１日生まれ　幼稚園教諭免許と保育士資格の両方を有しているか、
平成 26 年 3 月 31 日までに両方の資格を取得見込みの人

●�有資格者などを対象とした採用

●�身体障がい者を対象とした採用

※�試験の内容については一切お答えできません。２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせします。
　土・日曜の案内配布および持参受付は行っていません。
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ご長寿をお祝いします 

日付　10 月 25 日㈮

会場　ホテル・アゴーラリージェンシー堺

　　　　※ 各集合場所よりバスにて送迎

対象　市内居住で住民登録し、過去に申請がなく

① 昭和 38 年 10 月１日以前に婚姻届を提出した方。

② 実際に婚姻してからの年数が 50 年以上であるこ

とを証明できる夫婦

平成25年４月１日以前から本市に住民登録があり、９月１日（基準日）に引き
続きお住まいの方が対象です。対象者には９月初旬にご案内を送付します。

対象年齢 支給額
�満101歳以上（大正元年【明治45年】９月１日以前生まれ） ５万円

�満100歳（大正元年【明治45年】９月２日～大正２年９月１日生まれ）10万円

�満88歳（大正13年９月２日～大正14年９月１日生まれ） ２万円

�満77歳（昭和10年９月２日～昭和11年９月１日生まれ） １万円

【９月11日㈬】　　
９:30��～�陵南の森
13:00～丹治はやプラザ
15:30～�MOMOプラザ

◆ 羽曳野市敬老会を開催します！

��第１部　式典

��第２部　アトラクション

�○�こっこ（マジックショー）
　　※羽曳野市伊賀出身

�○�水木ケイ（歌謡ショー）

�○�二葉由紀子・羽田たか志（夫婦漫才）

�○�ザ・ぼんち（漫才）

◆ 敬老祝金を支給します （表参照）

式次第

日時・会場

◆ 羽曳野市金婚祝賀会 10/25 ㈮ 　会場…ホテル・アゴーラリージェンシー堺
申 込　福祉支援課、支所、MOMO プラ

ザ、丹治はやプラザ、石川プラザ、人

権文化センターにある申請書に記入の

上、婚姻日が証明できる書類 ( 戸籍謄

本など )とともに福祉支援課 ( 市役所別

館４番窓口 ) へ提出。　

締切　9 月13 日㈮　　　

◆ 敬老祝品を贈呈します
　　　（新 70 歳の方 : 古希のお祝い）

　対象者は８月１日時点で本市に居住して

おり、かつ住民登録している満７０歳の方

（昭和１７年８月２日～昭和１８年８月１日

生）。８月中旬から９月下旬までにお送り

します。

※�各会場での所要時間は概ね

２時間を予定しております。

ぜひお越しください !

　大プールとファミリープールがあり、
　家族そろって楽しめます。

期　間：8 月 31 日 ( 土 ) まで

時　間：① 9:30 ～ 11:30　  ② 12:00 ～ 14:00

　　　　③ 14:00 ～ 16:00   ④ 16:00 ～ 18:00

料　金：１回あたり、大人 200 円、中学生以下 100 円

住　所：西浦 1047 番地 

   　※盗難防止のため、貴重品を持参しないでください。

【設備】
☆25ｍプール   25ｍ×20ｍ 　水深1.1ｍ～1.3ｍ 

                         ※ 一部身長制限あり
☆リバープール　水深 0.6 ｍ 
☆子どもプール　水深 0.6 ｍ～ 0.7 ｍ 

☆幼児プール　　水深 0.3 ｍ～ 0.4 ｍ 

☆更衣ロッカー　880 個（有料 100 円） 
☆駐車場　　　　40 台

        ※市民体育館駐車場も一部利用可 

☎ 958-1111（内線 1215）FAX956-0730
問合せ：福祉支援課

二
葉
由
紀
子
・
羽
田
た
か
志

ザ・ぼんち

【９月12日㈭】　��
10:00～�市民会館
13:00～�石川プラザ

市民プール をご利用ください！
問合せ：市民プール　☎957-1119
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竹内街道・横大路（大道）
１４００年記念

竹内街道・横大路（大道）
１４００年記念

■応募作品
①街道沿いの１０市町村内（大阪市・堺市・松原市・羽曳野
市・太子町・葛城市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日
香村）で撮影した作品であれば、被写体は問いません。
（ただし大阪市は中央･天王寺･阿倍野･住吉･東住吉区。
堺市は堺･北区を基本とします。）
②過去１年以内に応募者本人が撮影し未発表のものに限
ります。
③デジタル画像はＡ４版カラープリント（光沢紙）でご応募
ください（なお、画像処理したものは応募できません）。
④日付などの情報は写真に入れないでください。 

■応募作品数　　おひとり２作品まで 
■応募受付期間
　平成２５年９月２日（月）～１０月４日（金）まで【当日消印有効】 

■表彰・商品
　大賞：ニコンCOOLPIX L26（１作品）
　特別賞：沿道市町村厳選物産詰め合わせ（３作品）
　入選：表彰のみ（複数作品）

■応募作品の帰属 
　応募作品の著作権およびその他の関係する権利は、当実
行委員会および構成する１２府県市町村に無償で移転、
帰属し、当実行委員会および構成団体が広報などに使用
することがありますので、予めご了承ください。 

■肖像権 
　被写体として人物が入る場合は、本人の承諾を得た上で
ご応募ください。肖像権侵害などの責任につきましては、当
実行委員会では負いません。

■データの提出 
　入賞作品については、当実行委員会からの通知後、JPEG
データをご提出願います。 
　【写真データは1,536×2,048ピクセル以上（約300万
画素以上）のサイズを推奨。提出時の画像の容量は3MB
以内。ファイル形式は「.jpg/.JPG/.JPEG」】

■作品の返却 
　応募作品の返却は致しませんので、ご了承ください。

■作品審査および授賞式 
・審査は、当実行委員会の会長・副会長および大阪市学芸
員で行います。 
・審査に関する質問などはお受けしかねますのでご了承く
ださい。 
・また、受賞作品はおひとり１作品までとさせていただき
ます。 
・授賞式は平成２５年１１月頃大阪市内にて行う予定です。 
・受賞発表は、当実行委員会ウェブサイトで行います。また、
受賞者ご本人には郵送および電話でお知らせします。 

■応募方法 
写真および応募用紙に必要事項をご記入の上、郵送
で応募してください。（応募用紙は主要公共施設の他、
市ウェブサイトに掲載しています。）
なお、取得した個人情報につきましては当実行委員会に
て厳正に管理し、このコンテストに係る業務以外で使用
することは致しません。 

■応募先/問合せ 
○奈良県内での作品
〒634-0111　明日香村大字岡55
　明日香村　企画政策課
　☎ 0744-54-2001(代表)　
○大阪府内での作品
〒559-0034　住之江区南港北2-1-10 ATC ITM棟6階
　大阪市　建設局総務部企画課    
　☎ 06-6615-6573(直通)

■主催
竹内街道・横大路～難波から飛鳥へ日本最古の官道（大道）
～1400年活性化実行委員会（大阪府・奈良県・大阪市・
堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城市・大和高田市・
橿原市・桜井市・明日香村） 

■協賛　(株)ニコンイメージングジャパン
■協力　大阪芸術大学 

◎問合せ　政策推進課 ☎９５８－１１１１（内線３５１１）

～訪ねたくなる街道、
　　　日本最高（最古）の感動（官道）を～
～訪ねたくなる街道、
　　　日本最高（最古）の感動（官道）を～

竹内街道・横大路（大道）デジタルフォトコンテスト竹内街道・横大路（大道）デジタルフォトコンテスト

　大阪市・堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城
市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日香村をつ
なぐ日本最古の官道（大道）難波大道～竹内街道
～横大路～下ツ路（山田路） を巡り、訪ねてみた
くなるような、まちの魅力を写真に収めてご応募
ください！

　大阪市・堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城
市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日香村をつ
なぐ日本最古の官道（大道）難波大道～竹内街道
～横大路～下ツ路（山田路） を巡り、訪ねてみた
くなるような、まちの魅力を写真に収めてご応募
ください！
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読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～ お は な し 会お は な し 会

 

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

㈯

ノーベル平和賞で世の中がわかる

バスガエル

バスガエルとは、カ
エルのバスガイド
のこと。いろんな所
に行けて、お給料が
良くて、自慢ののど
を披露できる、カエ
ルたちみんなの憧
れの職業なのです。

サリー・ジョーンズの伝説

嵐の夜に生まれたゴ
リラの女の子・サリ
ーは、ある日密猟に
あい、遠くイスタンブ
ールまで売られてい
きますが･･･。波乱万
丈、読み応えたっぷ
りのゴリラの一代記。

                  ヤコブ・ヴェゲリウス／著
            オスターグレン晴子／訳 福音館書店

池上 彰／著 マガジンハウス

※図書館は月末日を除き、日曜・祝日
　も平常どおり開館しています。
※野々上東ブックステーションは3月
　末日をもって閉館しました。

子どもたちや高齢者の方に、楽しいおはな
しを届けるボランティアの入門講座です。

日時　1/24、2/14、2/28、3/14、3/28の
         各木曜日(10：00～12:00)
場所　中央図書館　会議室
講師　岸下　良子氏
　　（おはなしボランティアはびきの）
定員　１５人（先着順）
　参加ご希望の方は１月２２日（火）までに、
中央図書館へ電話またはご来館の上、お申
し込みください。

開館時間…10:00～18:00(※中央図書館は10:00～20:00)

丹比図書館 18：30 『大型紙芝居など』

8月  4日㈰   陵南の森図書館 14：00
8月10日㈯   羽曳が丘図書館 15：00
8月11日㈰   陵南の森図書館 14：00(こわいおはなし会)
8月14日㈬   東部図書館       10：30
8月17日㈯   陵南の森図書館 15：00
8月17日㈯   古市図書館       15：00
8月18日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 
                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
8月24日㈯   羽曳が丘図書館 15：00
8月25日㈰   陵南の森図書館 14：00
8月11日㈰、25日㈰
                  中央図書館       13:30

夏休みの手作りあそび

講師　おはなしの森の皆さん
日時　5月27日・6月3日・10日・24日㈪10:00～　
　　　12:00（４回の連続講座のため、全て参加ください）
場所　ＬＩＣはびきの　２階　中会議室Ｂ
定員　20人（先着順・定員になりしだい締め切り）
申込　中央図書館にて受付（電話可）
主催　羽曳野市立図書館、羽曳野市子ども文庫連絡会

★中央図書館、東部図書館、丹比図書館の休館
　5月20日㈪～5月24日㈮、5月30日㈭～31日㈮　
★陵南の森図書館、羽曳が丘図書館の休館
　5月25日㈯～５月31日㈮　
★古市図書館、ブックステーションはびきのコロセアムの休館
　5月30日㈭～31日㈮

絵本よみます会
日時　8月24日㈯ 10:00～  場所　陵南の森図書館

　「じゃばら豆本を作ろう！」
日時　8月18日㈰　①14:00～　②15:00～
場所　中央図書館　多目的室
対象　市内在住の小学生優先 各10人
申込　同図書館カウンターにて先着順(受付中)

戸田 和代／作 シゲリ カツヒコ／絵
                                 佼成出版社

夏休み子ども１日図書館員！　～募集～
場所　①中央図書館・陵南の森図書館 　②丹比・羽曳が丘・東部図書館
日時　①8月20日（火）～22日（木）間のいずれか１日　定員各6人
　　　②8月21日（水）　定員2人
対象　市内在住の小学校４～６年生　
申込　8月5日（月）10:00より 募集先図書館にて受付（電話不可）
　　　※申し込みは本人か保護者のみ。※初参加優先、抽選の場合あり。

ブックステーションはびきのコロセアム臨時休館のおしらせ
市議会議員選挙の期日前投票所となるため、9月3日（火）～6日（金）まで休館させていただきます。

8月31日㈯、ＬＩＣはびきの内の電気設備点検のため、図書館のサーバが停止します。この日
はインターネットサービスがご利用いただけませんので、あらかじめご了承ください。

サラダボール
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竹内街道・横大路（大道）
１４００年記念

竹内街道・横大路（大道）
１４００年記念

■応募作品
①街道沿いの１０市町村内（大阪市・堺市・松原市・羽曳野
市・太子町・葛城市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日
香村）で撮影した作品であれば、被写体は問いません。
（ただし大阪市は中央･天王寺･阿倍野･住吉･東住吉区。
堺市は堺･北区を基本とします。）
②過去１年以内に応募者本人が撮影し未発表のものに限
ります。
③デジタル画像はＡ４版カラープリント（光沢紙）でご応募
ください（なお、画像処理したものは応募できません）。
④日付などの情報は写真に入れないでください。 

■応募作品数　　おひとり２作品まで 
■応募受付期間
　平成２５年９月２日（月）～１０月４日（金）まで【当日消印有効】 

■表彰・商品
　大賞：ニコンCOOLPIX L26（１作品）
　特別賞：沿道市町村厳選物産詰め合わせ（３作品）
　入選：表彰のみ（複数作品）

■応募作品の帰属 
　応募作品の著作権およびその他の関係する権利は、当実
行委員会および構成する１２府県市町村に無償で移転、
帰属し、当実行委員会および構成団体が広報などに使用
することがありますので、予めご了承ください。 

■肖像権 
　被写体として人物が入る場合は、本人の承諾を得た上で
ご応募ください。肖像権侵害などの責任につきましては、当
実行委員会では負いません。

■データの提出 
　入賞作品については、当実行委員会からの通知後、JPEG
データをご提出願います。 
　【写真データは1,536×2,048ピクセル以上（約300万
画素以上）のサイズを推奨。提出時の画像の容量は3MB
以内。ファイル形式は「.jpg/.JPG/.JPEG」】

■作品の返却 
　応募作品の返却は致しませんので、ご了承ください。

■作品審査および授賞式 
・審査は、当実行委員会の会長・副会長および大阪市学芸
員で行います。 
・審査に関する質問などはお受けしかねますのでご了承く
ださい。 
・また、受賞作品はおひとり１作品までとさせていただき
ます。 
・授賞式は平成２５年１１月頃大阪市内にて行う予定です。 
・受賞発表は、当実行委員会ウェブサイトで行います。また、
受賞者ご本人には郵送および電話でお知らせします。 

■応募方法 
写真および応募用紙に必要事項をご記入の上、郵送
で応募してください。（応募用紙は主要公共施設の他、
市ウェブサイトに掲載しています。）
なお、取得した個人情報につきましては当実行委員会に
て厳正に管理し、このコンテストに係る業務以外で使用
することは致しません。 

■応募先/問合せ 
○奈良県内での作品
〒634-0111　明日香村大字岡55
　明日香村　企画政策課
　☎ 0744-54-2001(代表)　
○大阪府内での作品
〒559-0034　住之江区南港北2-1-10 ATC ITM棟6階
　大阪市　建設局総務部企画課    
　☎ 06-6615-6573(直通)

■主催
竹内街道・横大路～難波から飛鳥へ日本最古の官道（大道）
～1400年活性化実行委員会（大阪府・奈良県・大阪市・
堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城市・大和高田市・
橿原市・桜井市・明日香村） 

■協賛　(株)ニコンイメージングジャパン
■協力　大阪芸術大学 

◎問合せ　政策推進課 ☎９５８－１１１１（内線３５１１）

～訪ねたくなる街道、
　　　日本最高（最古）の感動（官道）を～
～訪ねたくなる街道、
　　　日本最高（最古）の感動（官道）を～

竹内街道・横大路（大道）デジタルフォトコンテスト竹内街道・横大路（大道）デジタルフォトコンテスト

　大阪市・堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城
市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日香村をつ
なぐ日本最古の官道（大道）難波大道～竹内街道
～横大路～下ツ路（山田路） を巡り、訪ねてみた
くなるような、まちの魅力を写真に収めてご応募
ください！

　大阪市・堺市・松原市・羽曳野市・太子町・葛城
市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日香村をつ
なぐ日本最古の官道（大道）難波大道～竹内街道
～横大路～下ツ路（山田路） を巡り、訪ねてみた
くなるような、まちの魅力を写真に収めてご応募
ください！
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テニスなどのラケットスポーツで、主に肘外側
の上腕骨外側上顆やその近くに、時には内側の
内側上顆やその近くに疼痛と圧痛をきたすもの
を言います。
　手関節の屈伸運動、前腕の回外、回内運動を繰
り返すことにより、前腕伸筋群や屈筋群の起始
部である上腕骨外側上顆や内側上顆の骨膜・筋・
腱に過大な負荷（牽引力）が反復、加わって、その
部に微細な断裂と炎症が起こります。
　外側型と内側型があり、テニスプレーのみで
なく、ボーリングやゴルフなど、また手首の背屈
運動を反復する仕事に従事している人で、外側
の痛みを訴える上腕骨外側上顆炎を指すことも
あります。
　外側型の発症率は内側型の５～８倍といわ
れ、テニス上級者では内側型の発症率が高いと
されています。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）

　夏はプールの水が耳に入り外耳炎や中耳炎を発症し、耳
がつまった感じになることがよくあります。耳掃除で耳垢
を奥に押し込んでしまった時や風邪で鼻づまりが強い時
に、鼻を強くかんだり鼻をすすったりして発症する耳管狭
窄症もつまった感じを生じる代表的な例です。
　しかし、耳のつまり感「耳閉感」には他の病気が隠されて
いることがあり注意が必要です。
　最近、耳鼻科医が注目している疾患に低音障害型急性感
音性難聴があります。聞こえの神経が障害され、文字通り低
音が聞こえにくくなりますが、聴力低下の程度は少なく、
「耳閉感」という不快感が主な症状です。介護疲れや仕事の
ストレス、育児の悩みなどある方に発症しやすいので、別名
ストレス型難聴とも呼ばれます。女性に多く、繰り返し発症
することが特徴です。
　同様にストレスがきっかけで発症し、めまいを主な症状
とするメニエール病に移行することもあります。ストレス
の絶えることのない日々ですが、耳の健康に気を付けて、暑
い夏を乗り切っていただきたいと思います。

しまだ耳鼻咽喉科　島田　健一

かかりつけ        メール
耳はストレスのバロメーター

ひとくちコラム東洋医療東洋医療
テニス肘（１）

国民年金

　国民年金のお支払方法を口座振替にすると、振替方法に
よっては保険料の割引があり、納め忘れもありません。また
60歳以上の任意加入の際は原則、口座振替での支払いと
なります。（銀行名・支店名・口座番号・金融機関届印が必
要です。）
※10月から翌年3月の6ヵ月前納をご希望の方は、8月まで
に申し込みが必要です。

口座振替を利用した場合

○　毎月納付の翌月末振替
通常の納付で、割引はありません。

○　毎月納付の当月末振替
当月分の保険料を当月末に納付します。
50円の割引があります。

○　６ヵ月前納
上半期（4～9月分）は4月末に、下半期（10～3月分）は
10月末に納付します。1,030円の割引があります。

○　１年前納
１年分を4月末に一括して納付します。
*来年度分の１年前納をご利用される方は、 翌年２月末
日までにお申し込みが必要です。

　口座振替の申込用紙は市役所の年金担当窓口にご
用意しておりますが、提出先は年金事務所、または引き
落としを希望される銀行の窓口へお願いします。

　申込用紙は市役所の年金担当窓口にご用意しております
が、申し込みはご自身で年金事務所へ提出（郵送可）していた
だくことになっております。毎月納付には割引はございませ
ん。前納は６ヵ月（４月末と１０月末）と１年の２種類で、現金納
付と同じ割引額（6ヵ月:730円、1年:3,200円）になります。
　引落日はクレジット会社によって異なりますので、ご利用
のクレジット会社へお問い合わせください。６０歳以上の任
意加入の方もクレジット納付がご利用できます。納付方法の
変更を希望される方は年金事務所または市役所年金窓口
へお問い合わせください。

国民年金のお支払は口座振替が便利で有利 クレジットカードでの納付について

保健福祉部保険年金課
天王寺年金事務所

☎958-1111（内線 1720） FAX 956-1419
☎06-6772-7531 FAX 06-6772-3338

天王寺年金事務所　06－6772－7531（代）
平　　日　8：30～17：15（月曜日は19：00まで延長）
第２土曜　9：30～16：00
※電話は自動音声案内になっています。案内が出ま
したら、次の番号を選んでください。
　年金の加入や保険料に関するお問い合わせ　 ２
電話は日頃より大変混み合っています。かかりにくい
ときは何度かおかけ直し願います。

７月の所得状況届をまだ提出していらっしゃらない方へ
　２０歳前障がいの障害基礎年金などを受給してお
られる方は７月が所得状況届（はがきまたは診断書
など）の提出月で、提出が遅れると一時的に年金が停
止されることもあります。まだの方は至急にご提出し
てください。



きらきら シニア

◆申し込みは、地域包括支援室の窓口または電話で受け付けます。
◆応募多数の場合は抽選になります。

きらきら シニアきらきら シニア

●介護予防できらきらシニア ～介護予防事業参加者募集！！～ ●

●認知症知っとこ～座（講座）参加者募集● 平成25年度　
いきいき介護フォーラム

～地域で支える認知症～　速報

●認知症サポーターになりませんか？？●

～羽曳野市地域包括支援センターからのお知らせ～
このページの問合せ先 ： 地域包括支援センター　市役所別館 １ 階　②番窓口

TEL.947-3825　FAX.950-1030　メール chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jp

～羽曳野市地域包括支援センターからのお知らせ～
このページの問合せ先 ： 地域包括支援センター　市役所別館 １ 階　②番窓口

TEL.947-3825　FAX.950-1030　メール chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jp

　認知症高齢者グループホームの主催で、教室、相談会を開いています。
介護の必要な家族がおられる方はもちろん、介護や認知症について興
味のある方、知りたい方などふるってご参加ください。　お申し込みは、
各主催者へ直接ご連絡ください。

　認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者です。
「認知症サポーター養成講座」を受講し、自分のできる範囲で活動をしていただ
きます。何か特別なことをする人ではありません。自分自身の問題と認識し、友人
や家族に学んだ知識を伝えること、認知症の人やその家族の気持ちを理解しよ
うと努めることもサポーターの活動です。
　認知症サポーターには、「認知症の方を応援します」という意思を示す目印である
「オレンジリング」をお渡しします。

○認知症サポーターとは？

○認知症サポーター養成講座の受講方法
　羽曳野市内にお住まいの方でしたらどなたでも受講できます。年齢制限はありません。
　概ね10人以上のグループでお申し込みをしていただき、会場もご用意ください（民家などでもかまいません）。講座へは、
羽曳野市のキャラバン・メイト（認知症サポーター養成講座の講師役）が出向きます。

主 催 者
日 時
開催場所
標 題
申 込
問 合 せ

：　グループホームみやび／グループホームみやびのもり
：　9月7日（土） 10:00～10:40
：　西浦文化会館
：　認知症の基本理解講座と相談会

：　電話950-0382

介護予防筋力トレーニング教室 ひざ・腰すこやか運動教室 
　高齢者用トレーニングマシンを使って、安全に筋力アップ
を行う教室です。教室終了後は、フォローアップ教室に参加し
てトレーニングを続けていただきます。

●対象者　 ・65歳以上の要支援・要介護認定を受け 
　　　　　  ていない方（運動制限のない方）
　　　　    ・教室の全日程に参加できる方
●日　時　　9月2日（月）～10月3日（木）
　　　　　　  週2回（月・木）の全8回　14：00～15：30
●場　所　　高年生きがいサロン6号館（羽曳が丘3-1-13）
●持　物　　タオル・飲み物（お茶か水）・筆記用具
　　　　　　上履き （スリッパは不可）
●定　員　　15人程度
●締　切　　8月12日（月）

　今年度は、「若年性認知症を知ろう」をテーマにい
きいき介護フォーラムを開催します。

日　時　 11月30日（土）　10：00～16：00
場　所　 LICはびきの
内　容　 若年性認知症当事者の講演、介護体験など
　　　　 ほかにもいろいろな企画が目白押し・・・

詳細は、追って掲載しますのでお楽しみに！
この機会に、認知症の人や家族にとってやさし
いまちづくりのこと、一緒に考えてみませんか？

●対象者　　65歳以上の市民（運動制限のない方）
●日　時　　9月3日～10月22日（毎週火曜日）
　　　　　　14：00～15：30　全8回
●場　所　　羽曳野市役所別館　2階
　　　　　　健康ライフ訓練室（誉田4-1-1）
●持　物　　タオル・飲み物（お茶か水）・筆記用具
　　　　　　上履き（スリッパは不可）
●定　員　　20人程度
●締　切　　8月12日（月）

　腰痛・膝痛を和らげたい方にぴったり。道具を使わずに家
でできる運動を中心に学びます。
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子育て支援センター
支援センターでは、子育ての輪を広げ、安心して子育てができる地域づくりを目指しています。センターに親子で集まって楽しく学び、友だちの輪を広げましょう。

はびきのファミリー・サポート・センター　子育て支援センターふるいち内（TEL：FAX956-4943）

　センターに登録している協力会員の方を紹介しています。美容院へ行く少しの時間子どもさんをお預かりしたり、保育園や幼稚園の送迎のお
手伝いなどを行っています。保育園の一時保育などとは違って、ボランティアの方のお宅で預かります。
近所に親戚の方など子育てのお手伝いを頼める人がいない時に、地域にお知り合いの方がいると安心です！（利用料１時間700円）
くわしくはお問合せください。

子育てでお困りのことはありませんか？
子育てのお手伝いをしてくださる地域のボランティアさんを紹介しています！

子育て支援センターふるいち
（古市４－２－９　TEL 958-3308・FAX 958-3350）

○『みんなの広場』
○『よちよち広場』
○『わんぱく広場』

○サークル活動支援

○ベビーマッサージ

○あそびの広場

○おでかけ広場

○ふるいち支援センター
夏まつり

○おはなしの広場

月・水・金曜日…10：00～11：30（祝日を除く）就学前の子どもとその保護者
火曜日……10：00～11：30（祝日を除く）ゼロ歳から１歳半未満の親子
木曜日……10：00～11：30（祝日を除く）１歳半以上の親子
(対象以外のごきょうだいの方は『みんなの広場』に来てね。)
※事業の都合で各「広場」中止の時もありますので、ご了承ください。
月曜～金曜日（祝日を除く）の１０:００～１２:００、１４：００～１６：００で
サークル活動の為の部屋貸し出しとサークル支援を行っています。部屋
貸し出しには「サークル登録」が必要です。
『ベビーマッサージ』で赤ちゃんとの絆をぐーんと深めよう！
【日　時】　9月11日（水）　10：00～11：30
【場　所】　子育て支援センターふるいち（古市みらい館）
【講　師】　矢場　清栄氏（助産師）
【対　象】　Ｈ24年12月1日からＨ25年4月30日生まれの子どもとその保護者 10組
【申込方法】　8月26日（月）14：00～8月30日（木）12：00まで
　　　　　子育て支援センターふるいち☎（958-3308）まで
　　　　　応募者多数の場合は抽選になります。
※「ふるいち」「むかいの」両方に申し込みは不可。どちらかひとつに応募してください。
【内　容】　親子ふれあいあそび
【日　時】　8月12日（月）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　子育て支援センターふるいち（古市みらい館）
【対　象】　就学前の子どもとその保護者
子ども達が安全にのびのびとあそべる場所へセンター職員が出向きます。
親子で一緒にあそびませんか？
【内　容】　保育園のプールであそぼう！
【日　時】　8月7日（水）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　下開保育園（古市1394番地・現地集合現地解散）※雨天中止
【持　物】　水着またはＴシャツとパンツ・着替え・タオル・お茶またはお水
　　　　　・濡れた服を入れる袋
　　　　　保護者もプールの入れるような服装（短パンまたは水着）
　　　　　※オムツではプールに入れませんので、水着かパンツを着用して下さい。
　　　　　（おやつやオモチャは持ってこないでね）
【対　象】　就学前の子どもとその保護者
【協　力】　羽曳野市下開保育園
親子で夏の半日をいろいろな遊びのコーナーなどで楽しみましょう。
【日　時】　8月20日（火）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　古市みらい館および古市幼稚園園庭
【対　象】　就学前の子どもとその保護者
【協　力】　センター登録サークル・地域のボランティアの方々
パネルシアターや大型絵本の読み聞かせを親子で一緒に楽しみましょう。
【日　時】　8月26日（月）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　子育て支援センターふるいち（古市みらい館）
【対　象】　就学前の子どもとその保護者
【協　力】　おはなしボランティアはびきの

※駐車スペースはございません。徒歩や自転車でお越しください。

子育て支援センターむかいの
（向野523　TEL・FAX 953-6361）

○みんなの広場

○サークル活動支援

○ベビーマッサージとふれあい遊び教室（2回コース）

○双子ちゃん三つ子ちゃんよっといで！

○おはなしの広場

○よっといで！3才児

月・水・木曜日（祝日を除く）の10：00～11：30でお庭やお部屋を開放し
ています。親子で気軽に遊びに来て下さい。

月曜～金曜日（祝日を除く）の10：00～12：00でサークル活動の為の部
屋貸し出しとサークル支援を行なっています。部屋貸し出しには「サーク
ル登録」が必要で、使用予約は使用月の２カ月前の１日から受付をして
います。　

赤ちゃんとの絆をうんと深める『ベビーマッサージ』やふれあい遊びを
体験しませんか。
1回目　9月 6 日（金）10：00～11：30
　　　  赤ちゃんの育ちとふれあい遊び　　センター職員
2回目　9月13日（金）10：00～11：30
　　　  ベビーマッサージ実技　講師　矢場清栄氏（助産師）
【場　所】　支援センター　むかいの
【対　象】　H24年12月1日からH25年4月30日生まれの子どもとその保護者 10組
【申込方法】　8月26日（月）14：00～8月30日（金）12：00まで
　　　　　子育て支援センターむかいの☎（９５３－６３６１）または窓口にて受付。
　　　　　応募者多数の場合は抽選になります。
※「ふるいち」「むかいの」両方に申し込みは不可。どちらかひとつに応募してください。

双子や三つ子の子育てをしているお母さん！悩みを共感し合いながら、
一緒に子育てをしませんか？子育ての先輩の意見が聞ける場です。
【日　時】　8月8日（木）10：30～12：00　当日自由参加
【場　所】　子育て支援センター　むかいの
【協　力】　双子サークル「ジェミニクラブ」
次回は　9月5日（木）開催予定

親子でパネルシアターや絵本を楽しみましょう！
【日　時】　8月26日（月）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　子育て支援センター　むかいの
【対　象】　就学前の子どもとその保護者

年齢の近い子どもたちが集まって遊び、親子でお友達をつくりましょう。
【内　容】　保育園の大きいプールを借りて、大胆に遊ぼう！
【日　時】　8月30日（金）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　子育て支援センター　むかいの
【対　象】　開催日までに3歳を迎えた子どもとその保護者
【持　物】　水着（水遊び用の紙パンツは不可）・着替え・タオル・お茶
　　　　　・保護者もプールに入れるような服装（短パンまたは水着）
※雨天の場合は室内でリズム遊びをします。

子育ての援助をしてほしい人（依頼会員）と子育ての援助をしたい人（協力会員）とが相互援助活動をする会員組織です。（有償ボランティア活動です）
ファミリー・サポートは地域で子育てを助け合う会員制の組織です。

羽曳野市こども家庭サポーターの会が
市役所別館２階プレイルームで
毎月1回、第２木曜日におこなっています。

こども家庭サポーター電話相談

保健福祉部子育て支援課

(直接相談においでいただいても結構です。)

受付時間は月曜から金曜の9：00から17：30です。
（祝日と12月29日～1月3日を除く）　☎957-6000まで

相 談 日
受付時間

8月8日（木）・9月12日（木）
14：00～16：00　

児童虐待の疑いなど
「おかしい」と思ったら

こどものこと、家庭のこと、

１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください

話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います

☎072-957-6000

相談の日時、電話番号はおまちがいなく
※8月はこども電話相談になります。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　TEL 957-7517）

＊すこやか広場

　9月の予定

8月9日（金）　MOMOプラザ　夏祭り
10：15～11：30の間で、好きな時間にお越しください。

9月 5 日（木）　サロン（ひよこ）（3カ月から1歳まで対象）
9月11日（水）　サロン（りす）（1歳前後から1歳半まで対象）
9月19日（木）　1歳親子教室（平成23年4月生まれ～平成24年3月生ま
　　　　　　　れのお子様対象）
9月25日（水）　2～3歳親子教室（平成21年4月生まれ～平成23年3月
　　　　　　　生まれのお子様対象）

病後児保育病後児保育 　通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集団生活が困難な期間、
看護師や保育士が一時的に保育します。当日利用可能です。

ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり　TEL 937-0016 FAX 937-5716

月曜日～金曜日　9：00～17：00まで（電話可）予約受付時間

30分：300円　延長利用負担金

利用時間

通 常 保 育…8：00～18：00まで
　　　　　　（ただし、7：30～8：00　18：00～19：00まで延長可能）
当 日 保 育…9：00～17：30まで（延長不可）
土曜日保育…8：00～17：00まで（当日利用および延長不可）
　　　　　　※ただし、保育園通園児童のみ

＊送迎は、相談に応じます。　※ 詳しくはお問い合わせください。

利用負担金
0歳～学童　一人日額1，000円
ただし、非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要） 二人目以降のこどもは半額

　妊娠・出産・育児期に何らかの支援が必要な家庭に、支援者が訪問するサービスです。
「育児不安がある」、「育児ストレスが高い」、「家事に困った」などで支援を希望される方に対してその必
要性を判断し、支援の内容、期間、方法など具体的なサービスを決定したうえで、訪問支援を開始します。
利用料は無料です。詳しくは下記までお問い合わせください。

子育て支援課 TEL 958-1111　（内線1221・1253）

養育支援訪問事業
8月14日(水)～8月16日(金)まで
休園させていただきます。

休園日のお知らせ

＊8月の子育てサロン・親子教室はお休みです。

園庭開放にお越しの方は、出来るだけ公共の交通機関を使ってご来園ください。
（駐車スペースを数台設けていますが、台数に限りがありますので乗り合わせてお越しください。
なお駐車できない場合もございますのでご了承ください）
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子育て支援センター
支援センターでは、子育ての輪を広げ、安心して子育てができる地域づくりを目指しています。センターに親子で集まって楽しく学び、友だちの輪を広げましょう。

はびきのファミリー・サポート・センター 子育て支援センターふるいち内（TEL：FAX956-4943）

　センターに登録している協力会員の方を紹介しています。美容院へ行く少しの時間子どもさんをお預かりしたり、保育園や幼稚園の送迎のお
手伝いなどを行っています。保育園の一時保育などとは違って、ボランティアの方のお宅で預かります。
近所に親戚の方など子育てのお手伝いを頼める人がいない時に、地域にお知り合いの方がいると安心です！（利用料１時間700円）
くわしくはお問合せください。

子育てでお困りのことはありませんか？
子育てのお手伝いをしてくださる地域のボランティアさんを紹介しています！

子育て支援センターふるいち
（古市４－２－９　TEL 958-3308・FAX 958-3350）

○『みんなの広場』
○『よちよち広場』
○『わんぱく広場』

○サークル活動支援

○ベビーマッサージ

○あそびの広場

○おでかけ広場

○ふるいち支援センター
夏まつり

○おはなしの広場

月・水・金曜日…10：00～11：30（祝日を除く）就学前の子どもとその保護者
火曜日……10：00～11：30（祝日を除く）ゼロ歳から１歳半未満の親子
木曜日……10：00～11：30（祝日を除く）１歳半以上の親子
(対象以外のごきょうだいの方は『みんなの広場』に来てね。)
※事業の都合で各「広場」中止の時もありますので、ご了承ください。
月曜～金曜日（祝日を除く）の１０:００～１２:００、１４：００～１６：００で
サークル活動の為の部屋貸し出しとサークル支援を行っています。部屋
貸し出しには「サークル登録」が必要です。
『ベビーマッサージ』で赤ちゃんとの絆をぐーんと深めよう！
【日　時】　9月11日（水）　10：00～11：30
【場　所】　子育て支援センターふるいち（古市みらい館）
【講　師】　矢場　清栄氏（助産師）
【対　象】 Ｈ24年12月1日からＨ25年4月30日生まれの子どもとその保護者 10組
【申込方法】　8月26日（月）14：00～8月30日（木）12：00まで
　　　　　子育て支援センターふるいち☎（958-3308）まで
　　　　　応募者多数の場合は抽選になります。
※「ふるいち」「むかいの」両方に申し込みは不可。どちらかひとつに応募してください。
【内　容】　親子ふれあいあそび
【日　時】　8月12日（月）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　子育て支援センターふるいち（古市みらい館）
【対　象】　就学前の子どもとその保護者
子ども達が安全にのびのびとあそべる場所へセンター職員が出向きます。
親子で一緒にあそびませんか？
【内　容】　保育園のプールであそぼう！
【日　時】　8月7日（水）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　下開保育園（古市1394番地・現地集合現地解散）※雨天中止
【持　物】 水着またはＴシャツとパンツ・着替え・タオル・お茶またはお水

・濡れた服を入れる袋
　　　　　保護者もプールの入れるような服装（短パンまたは水着）

※オムツではプールに入れませんので、水着かパンツを着用して下さい。
（おやつやオモチャは持ってこないでね）

【対　象】　就学前の子どもとその保護者
【協　力】　羽曳野市下開保育園
親子で夏の半日をいろいろな遊びのコーナーなどで楽しみましょう。
【日　時】　8月20日（火）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　古市みらい館および古市幼稚園園庭
【対　象】　就学前の子どもとその保護者
【協　力】　センター登録サークル・地域のボランティアの方々
パネルシアターや大型絵本の読み聞かせを親子で一緒に楽しみましょう。
【日　時】　8月26日（月）　10：00～11：30　当日自由参加
【場　所】　子育て支援センターふるいち（古市みらい館）
【対　象】　就学前の子どもとその保護者
【協　力】　おはなしボランティアはびきの

※駐車スペースはございません。徒歩や自転車でお越しください。

子育て支援センターむかいの
（向野523　TEL・FAX 953-6361）

○みんなの広場

○サークル活動支援

○ベビーマッサージとふれあい遊び教室（2回コース）

○双子ちゃん三つ子ちゃんよっといで！

○おはなしの広場

○よっといで！3才児

月・水・木曜日（祝日を除く）の10：00～11：30でお庭やお部屋を開放し
ています。親子で気軽に遊びに来て下さい。

月曜～金曜日（祝日を除く）の10：00～12：00でサークル活動の為の部
屋貸し出しとサークル支援を行なっています。部屋貸し出しには「サーク
ル登録」が必要で、使用予約は使用月の２カ月前の１日から受付をして
います。

赤ちゃんとの絆をうんと深める『ベビーマッサージ』やふれあい遊びを
体験しませんか。
1回目　9月 6 日（金）10：00～11：30
　　　  赤ちゃんの育ちとふれあい遊び　　センター職員
2回目　9月13日（金）10：00～11：30
　　　  ベビーマッサージ実技　講師　矢場清栄氏（助産師）
【場　所】　支援センター　むかいの
【対　象】 H24年12月1日からH25年4月30日生まれの子どもとその保護者 10組
【申込方法】　8月26日（月）14：00～8月30日（金）12：00まで

子育て支援センターむかいの☎（９５３－６３６１）または窓口にて受付。
　　　　　応募者多数の場合は抽選になります。
※「ふるいち」「むかいの」両方に申し込みは不可。どちらかひとつに応募してください。

双子や三つ子の子育てをしているお母さん！悩みを共感し合いながら、
一緒に子育てをしませんか？子育ての先輩の意見が聞ける場です。
【日　時】　8月8日（木）10：30～12：00　当日自由参加
【場　所】　子育て支援センター　むかいの
【協　力】　双子サークル「ジェミニクラブ」
次回は　9月5日（木）開催予定

親子でパネルシアターや絵本を楽しみましょう！
【日　時】　8月26日（月） 10：00～11：30 当日自由参加
【場　所】　子育て支援センター　むかいの
【対　象】　就学前の子どもとその保護者

年齢の近い子どもたちが集まって遊び、親子でお友達をつくりましょう。
【内　容】　保育園の大きいプールを借りて、大胆に遊ぼう！
【日　時】　8月30日（金） 10：00～11：30 当日自由参加
【場　所】　子育て支援センター　むかいの
【対　象】　開催日までに3歳を迎えた子どもとその保護者
【持　物】　水着（水遊び用の紙パンツは不可）・着替え・タオル・お茶

・保護者もプールに入れるような服装（短パンまたは水着）
※雨天の場合は室内でリズム遊びをします。

子育ての援助をしてほしい人（依頼会員）と子育ての援助をしたい人（協力会員）とが相互援助活動をする会員組織です。（有償ボランティア活動です）
ファミリー・サポートは地域で子育てを助け合う会員制の組織です。

羽曳野市こども家庭サポーターの会が
市役所別館２階プレイルームで
毎月1回、第２木曜日におこなっています。

こども家庭サポーター電話相談

保健福祉部子育て支援課

(直接相談においでいただいても結構です。)

受付時間は月曜から金曜の9：00から17：30です。
（祝日と12月29日～1月3日を除く）　☎957-6000まで

相 談 日
受付時間

8月8日（木）・9月12日（木）
14：00～16：00　

児童虐待の疑いなど
「おかしい」と思ったら

こどものこと、家庭のこと、

１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください

話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います

☎072-957-6000

相談の日時、電話番号はおまちがいなく
※8月はこども電話相談になります。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　TEL 957-7517）

＊すこやか広場

　9月の予定

8月9日（金）　MOMOプラザ　夏祭り
10：15～11：30の間で、好きな時間にお越しください。

9月 5 日（木）　サロン（ひよこ）（3カ月から1歳まで対象）
9月11日（水）　サロン（りす）（1歳前後から1歳半まで対象）
9月19日（木）　1歳親子教室（平成23年4月生まれ～平成24年3月生ま
　　　　　　　れのお子様対象）
9月25日（水）　2～3歳親子教室（平成21年4月生まれ～平成23年3月
　　　　　　　生まれのお子様対象）

病後児保育病後児保育 通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集団生活が困難な期間、
看護師や保育士が一時的に保育します。当日利用可能です。

ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり TEL 937-0016 FAX 937-5716

月曜日～金曜日　9：00～17：00まで（電話可）予約受付時間

30分：300円　延長利用負担金

利用時間

通 常 保 育…8：00～18：00まで
（ただし、7：30～8：00　18：00～19：00まで延長可能）

当 日 保 育…9：00～17：30まで（延長不可）
土曜日保育…8：00～17：00まで（当日利用および延長不可）
　　　　　　※ただし、保育園通園児童のみ

＊送迎は、相談に応じます。　※ 詳しくはお問い合わせください。

利用負担金
0歳～学童　一人日額1，000円
ただし、非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要） 二人目以降のこどもは半額

　妊娠・出産・育児期に何らかの支援が必要な家庭に、支援者が訪問するサービスです。
「育児不安がある」、「育児ストレスが高い」、「家事に困った」などで支援を希望される方に対してその必
要性を判断し、支援の内容、期間、方法など具体的なサービスを決定したうえで、訪問支援を開始します。
利用料は無料です。詳しくは下記までお問い合わせください。

子育て支援課 TEL 958-1111　（内線1221・1253）

養育支援訪問事業
8月14日(水)～8月16日(金)まで
休園させていただきます。

休園日のお知らせ

＊8月の子育てサロン・親子教室はお休みです。

園庭開放にお越しの方は、出来るだけ公共の交通機関を使ってご来園ください。
（駐車スペースを数台設けていますが、台数に限りがありますので乗り合わせてお越しください。
なお駐車できない場合もございますのでご了承ください）

●こどもステーション  ８月の予定 １３日（火）～１８日（日）までお盆休みです。
～乳幼児から高齢者までが集うところです～

21日（水）科学であそぼう 13：30～15：30 参加費：700円（予定、材料費込み）身近なものを使った大実験 こどもステーション

すべての行事は予約が必要です。

10：00～16：00

予約制・乳幼児：450円/h～650円/h　学童：300円/ｈ～
曜日・時間など、なんでもご相談ください。月極めでご利用の場合は割引あり
土日祝や夜間も可（割増料金になります）・きょうだい割引も有ります。
10：00以前、16：00以降は時間外扱いになります。

こどもステーション一時保育
（乳幼児、学童）月～金

無農薬野菜中心のメニューと玄米・雑穀米のこだわりランチです。
前日予約制
1日限定10食１食600円親子で800円（コーヒーor紅茶付）
午後は喫茶もあります。（ケーキセット：250円）

こどもステーション福祉ふれあい
kiMaMaカフェ月～金 12：10～13：30

水泳教室 西浦東小学校プール13：30～16：00 対象：小学生　今年こそカナヅチ克服！！7月30日（火）～
　　8月3日(土)

こどもステーション夏休み生活学校 10：00～16：00 対象：小学生　参加費：2,300円（昼食、おやつ、保険代込み）
昼食を作ったり片付けをしたり、家庭科くらぶやパン作りなどもします。

8月1日（木）～
　   30日(金)

奈良県　天川村
西の谷ふれあいの森キャンプ場チャレンジキャンプ 行き先：奈良県　西之谷ふれあいの森キャンプ場

都会を離れて、自然の中で生活しましょう。
9日（金）～
11日(日)

参加費：1,500円（材料費込み）予定
自分だけのMyプラネタリウムを作ろう！24日（土）夏休み工作教室 コープ城山2階集会室10：00～12：00

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（羽曳野市役所南側）　ＴＥＬ／ＦＡＸ：957-1114（FAXでの申し込み可）

参加費：1,200円（材料費別途）（見学有）26日（月） こどもステーション14：00～16：00手編み講座

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

羽 曳 が 丘
西 浦 東

丹 比
埴 生 南
埴 生
恵 我 之 荘

白 鳥

幼稚園名

たんぽぽくらぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴよぴよくらぶ
ひ よ こ 組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
か ん が る ー 組
にこにこクラブ
あ ひ る 教 室
わ く わ く 体 験
た ん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062
957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359
電　話 あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「どろんこあそびをしましょう」

「夏の遊びをしよう」
「水遊びをしよう！」（着替えを持ってきてください）

「水遊びをしよう」（着替え・タオルをもってきてね）
「水遊びをしよう」（着替え・タオルをもってきてね）

「水遊びをしよう」（雨天の場合は、室内遊び）
「いっしょにあそぼ！」(着替え・タオルをもってきてね）
「水遊びをしよう！」

「夏の遊びを楽しもう」

8月  5日（月）
8月  5日（月）
8月  6日（火）
8月  7日（水）

実施しません
実施しません
8月  5日（月）

実施しません

8月20日（火）
実施しません

8月22日（木）

実施しません
8月  6日（火）

8月  6日（火）

9：30～10：30

10：00～11：00
9：30～10：30
10：00～11：00

9：30～10：30

10：00～11：00

9：30～10：30

10：00～11：00
9：30～10：30

○園庭開放、その他園の行事に参加される場合、お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。
○健康相談（保育園の看護師による）を希望される方は、事前に保育園へご連絡ください。

島  泉
は び き の

軽  里
下 開 
向 野 

あ お ぞ ら

四天王寺悲田院

高  屋

ベビーハウス社協 

956-2985

958-3318
958-3338
953-4624

950-1105

毎週火・金曜日
（9日、13日を除く） 開園中常時

開園中常時

953-2071

保育園名 電　話 園庭開放 楽しい親子教室育児相談

957-1234 月～金開園中常時（要予約）8月は中止 8月は中止

10：00～11：30

毎週月～金曜日

第4木曜日 10：00～11：00

郡  戸
誉  田
陽  気
坂 門 ヶ 原 956-6246

954-9630
958-2525
938-5280

10：00～11：3024日（土） 月～金開園中常時（要予約）
月～金開園中常時（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：3027日（火）色水あそび 開園中常時

月～金開園中常時（要予約）
月～金開園中常時（要予約）

第2・4土曜日 10：00～11：30

6日（火）9：30～受付　10：00～プールあそび　※水着を御準備ください。

8日（木）10：00～11：00プール開放

8日（木）子育てサロン
7日（水）10：00～プール遊び　子育てサロン958-3328 開園中常時

開園中常時
開園中常時
開園中常時
開園中常時
開園中常時

10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：30（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）

今月は、リズム・おえかき広場はありません。
8月はプール開放も行っています。

930-0240

＜夏休み工作＞　木のおもちゃを作ろう！
対象：幼児・小学生（幼児、小学1.2年生までは保護者同伴）
定員：15人（無料）
申込受付：8/1～8/2まで（電話可）

内 容時　間開催日

10：00～12：008月5日（月）

えほん・あらかると　
絵本の読み聞かせ・誕生日会の後、水遊びをします。
タオル・着替え・お茶を持参してください。

10：30～11：308月6日（火）

＜夏休み工作＞　陶芸を楽しもう！　お皿を作りましょう！！
対象：幼児・小学生（幼児、小学1.2年生までは保護者同伴）
定員：15人（無料）
申込受付：8/19～8/23まで（電話可）

10：00～12：008月26日（月）

エアロでリフレッシュ！（４回目）　
ワンクールレッスンですので、申込されている方のみ対象です。

10：30～11：308月22日（木）

10：30～11：308月20日（火）
えほん・あらかると
リズム遊びの後、水遊びをします。
タオル・着替え・お茶を持参してください。

エアロでリフレッシュ！（３回目）
ワンクールレッスンですので、申込されている方のみ対象です。

10：30～11：308月8日（木）

● あいあいルーム ●くるみ ～＊手をつなぐ子育て＊～

● カンナ

◎就労相談　子育て中での再就職を考えている保護者の方へ
専門員の相談が受けられます。　　毎月第2火曜日　10：00～12：00

◎管理栄養士さんの何でも相談
子どもの栄養や偏食などについて気軽に相談してください。　※要予約

NPO法人サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　TEL:937-0016  FAX:937-5716

あそびにおいでよ！（開放日）
月～金 10：00～16：00 （但し、月・木は10：00～13：00まで）自由に遊びに来てください！！

♥毎火曜日は、ママたちのおしゃべりタイム♥
10:00～12:00まで、スタッフが入って遊びます。

保
育
園
の
子
育
て
支
援

つどいの広場　8月

開放日　月・水・金　１０：００～１２：００　１４：００～１６：００（祝日休み）
お盆休み　８月１３日～８月１５日

ＮＰＯ法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲５－４２２－２２
ＴＥＬ／ＦＡＸ　９３９－１６２５

子育て応援サイト「はびきの子育てネット」が始まりました。
　４月1日から、羽曳野市の子育て応援サイト「はびきの子育てネット」
が始まりました。「はびきの子育てネット」は、子育て支援課の保育情報、
子育て支援センターの事業や保健センターの健診など、さまざまな子

育て情報を総合的に受発信し共有することで、これか
ら出産される人や子育て中の人を応援するサイトです。
携帯電話やスマートフォンからも利用できます。また、
子育て情報メールの配信にも、ぜひご登録ください。

休園日のお知らせ　8月14日（水）～8月16日（金）まで、休園させていただきます。

８月２日（金）、９日（金）、１６日（金）、２３日（金）
水遊び （持物：水着か水遊びおむつ、タオル、着替え、お茶）
３０日（金）
スーパーボールすくい遊び

１０：３０～１１：３０　参加自由　無料

暑さに負けず
夏を元気に
のりきろう！

暑さに負けず
夏を元気に
のりきろう！

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　tel：957-3282　http://kosodate-kurumi.com 

園庭開放は、火、水、木の10：00～16：00です。
8月は体験保育はありません。

費　用内　容時　間事業名開催日

7日（水） 9：30～
10：30

要予約
子ども400円

赤ちゃんの生活は一部分をとりだして、見ていくこと
は出来ません。睡眠、遊びなどについて気軽に相談し
てみませんか？

赤ちゃんの子育て
＆給食体験

9／１（日） 9：30～
11：00

無料
歩いている子を対象に親子で楽しめるリズム遊びを
します。育児相談要予約！石川河川敷臨時駐車場より
園まで送迎あり。

親子リズム



市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

※ すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。定員になりしだい締め切ります。
平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月末の間は各種検診・歯の健診とも 1 人１回となります。　☎：956 - 1000（※FAX での申し込みはできません）

妊婦さんへの思いやり

　　　　　　　
　　　　

有４ 水 予持

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9:30～12:00有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9:15～12:00
13:00～17:00

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 依頼の際はお問い合わせください。有予

有月 水火 9:30～12:00寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 依頼の際はお問い合わせください。木 9:15～12:15
13:00～16:00月 水火

２ 水 予

予

金

13:30～14:30

  H I V 即日検査(抗体検査)

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者などが相 談に応じます）

9:30～10:30

医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、アルコール依存症など

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日は除く

２ ４

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/
飼えなくなった犬の引き取り窓口は、犬・ねこの相談室　藤井寺分室(電話 072-937-1101)です。
要事前相談。引取時間（月）（水）9：30～12：00、有料、要印鑑。

がん検診のお知らせ
〈集団検診〉  胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子宮がん
　８月～９月の検診は６月から受付中。すでに定員に達し
た日程もあります。お問い合わせください。
　※�日曜日の子宮がん検診　9 月 1 日市役所にて午前中の

実施分に空きがあります。希望の方はご予約を！！

＜対象者：昭和 27・32・37・42・47 年生まれ＞
・骨密度測定と成人歯科健診　40 人
・骨密度測定のみ　60 人

＜対象者：健診時点で 65 歳以上＞
・骨密度測定と成人歯科健診　40 人
・骨密度測定のみ　60 人

骨密度測定と歯の健診（※事前申込）
９月分までの予約を受け付けています！　

バランスアップ教室（試食あり）
　生活習慣病の予防について、特に食事面に重点を置き、

　講義・体験実習を交えて楽しく学べます。

　日時　9月4日㈬�または11月1日㈮10:00～13:00

　場所　保健センター３階栄養指導室

　対象　40歳以上の市民　　　定員　24人
栄養士・保健師による健康相談（※事前申込）
　日　時　8月2日㈮・29日㈭　9:30 ～ 15:30

日程 場所
9月　6日㈮ 保健センター

成人歯科健診（歯と口の予防＆ケア）
　歯科医院で指導を受けて、食生活や生活習慣を点検・改善し、

正しい口腔ケアの方法を身につけましょう！

対　象　昭和17・22・27・32・37・42・47年生まれの方
期　間　平成26年３月31日まで
※受診について
　対象の方には受診券（はがき）を送付しています。受診

券を持参の上、

羽曳野市内の指

定歯科医院にて

受診してくださ

い。費用は無料

で年 1 回の受診

となります。

日程 場所
8月23日㈮ 陵南の森
9月25日㈬ 保健センター

※�対象者へ無料クーポン券を発送しました。届いてい
ない方は、保健センターへご連絡ください。乳がん
子宮頸がんの無料クーポン券が届いた方で、3月に
発送している受診券（オレンジのはがき）がお手元
にある方も検診は１年に１回となります。
※�乳がんの無料クーポン券対象の方で、すでに乳がん
検診を受診し、自己負担金1,000円を支払われた方
は、保健センターへお問い合わせください。

大腸がん（男女）・乳がん・子宮頸がん検診の
無料クーポン券について　《対象者一覧表》

子
宮
頸
が
ん

昭和47年4月2日～�昭和48年4月1日生

昭和52年4月2日～昭和53年4月1日生

昭和57年4月2日～�昭和58年4月1日生

昭和62年4月2日～�昭和63年4月1日生

平成　4年4月2日～平成　5年4月1日生

乳
が
ん
・
大
腸
が
ん

昭和27年4月2日～昭和�28年4月1日生

昭和32年4月2日～昭和�33年4月1日生

昭和37年4月2日～昭和�38年4月1日生

昭和42年4月2日～�昭和43年4月1日生

昭和47年4月2日～�昭和48年4月1日生

12 −はびきの　2013.8.1−



  

予防接種
※予防接種を受ける前に必ず予防接種説明書をよく読み、　
　接種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関などについて
　は「平成25年度健康だより」をご覧ください。

健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の1週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

平成25年４月1日～12日生まれ

平成25年４月13日～30日生まれ

平成25年5月生まれ

平成24年1月生まれ

平成24年2月生まれ

平成23年2月生まれ

平成23年3月生まれ

平成22年2月生まれ

平成22年3月生まれ

８月２７日、２８日

９月１７日、１８日

８月２０日、２1日

９月１０日、１１日

８月６日、７日

９月３日、４日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

８月９日

８月３０日

９月１３日、２７日

◆ 離乳食講習会（保育あり　定員 15 人）◆
日時：8 月 19 日㈪、9 月 20 日㈮のいずれか 1 日 13:00 ～ 15:00　

対象：４カ月健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者（講習会の

　　　 対象となるお子様のみ、保育の対象となります）

受講費：無料　　会場：保健センター 3 階栄養指導室

◆ ことばの相談◆
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受けします。

◆ マタニティスクール（定員 30 人）◆ 会場：保健センター

〈9 月コース〉9 月 5 日㈭、12 日㈭、14 日㈯、19 日㈭

　※ 13:00 ～ 15:30(4 日間で 1 コース ) 土曜のみ 9:30 ～ 12:00 〔日本脳炎予防接種について〕
　今年度7歳、8歳になる方（平成17年4月2日～平

成19年4月1日生まれ）と18歳になる方（平成7年

4月2日から平成8年4月1日生まれ）に特例措置の

個別通知をしております。※すでに接種をされている方

に届く場合があります。必ず母子健康手帳で接種履歴を

ご確認の上、重ねて接種されないようにご注意ください。

※�平成7年4月2日から平成19年4月1日生まれの

方（個別通知以外の生年月日の方）は健康増進課（保

健センター）窓口にて予診票をお渡しします。母子健

康手帳をご持参のうえお越しください。

〔子宮頸がん予防ワクチンについて〕
　平成25年6月14日付厚生労働省の通知により、ワ

クチン接種による副反応について適切な情報提供ができ

るまでの間、子宮頸がん予防ワクチンの積極的な接種勧

奨を差し控えることになりました。定期予防接種を中止

するものではありませんので、希望者についてはワクチ

ンの有効性と接種による副反応が起こるリスクを十分に

理解した上で受けてください。厚労省ＨＰで子宮頸がん

予防ワクチンに関する情報をご案内しています。

集団接種

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】

持物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　予診票は４カ月児健診のご案内と一緒に送付しています

持物：       母子健康手帳（必ず必要です）・予診票（お持ちでない方は、
　　　母子健康手帳を持って健康増進課まで取りに来てください。）
予防接種の種類
百日咳ジフテリア破傷風 (DPT) 第 1 期
百日咳ジフテリア破傷風不活化ポリオ混合（4 種混合）第 1 期
ジフテリア破傷風混合（DT）第 2 期 / 不活化ポリオワクチン
麻しん風しん混合（MR）第 1・2 期 / 日本脳炎第 1・2 期
ヒブワクチン / 小児用肺炎球菌ワクチン / 子宮頸がんワクチン

※ �4カ月児健康診査をすでに受け、BCGを接種していない
お子さんは健康増進課（保健センター）に電話予約の上、
受付時間13:20にお越しください。

予防接種 日　　時 場　所

BCG
（金曜日実施）

8月9日、30日
保健センター�２階受付

9月13日、27日

【熱中症は予防が大切】
●こんな日は熱中症に注意！

　・気温が高い　・風が弱い　・湿度が高い　・急に暑くなった

●熱中症の予防法

　・のどが渇いていなくても、水分をこまめにとりましょう。

　・通気性の良い服を選びましょう。

　・住まいの工夫をしましょう。

　　（すだれやカーテンを利用する。）

　　（扇風機やエアコンを適切に利用する。）

　　（温度計をこまめにチェック。【目安は室温28度】）

　・冷却グッズを利用しよう。

　　（首や頭に水でぬらしたスカーフやバンダナを巻くなど）

　・外出時は日傘や帽子を利用し、直射日光を避けましょう！

８月は大阪府の食育推進強化月間

朝ごはんを食べていますか？
　～�朝ごはんを食べるとよいことがいっぱい�～　　

●寝ている間に低下した体温をあげ、体が活発になります。

●脳に栄養補給されることで、頭がスッキリ！やる気がＵｐ！

●食事をとるとお通じがよくなります。
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ブロック 順位 氏名

A
優　勝 高鷲小学校
準優勝 古市小学校
３　位 誉田中学校

B
優　勝 埴生小学校
準優勝 恵我之荘幼稚園
３　位 恵我之荘小学校

C
優　勝 西浦東小学校
準優勝 羽曳が丘幼稚園
３　位 古市南小学校

D
優勝 埴生幼稚園

準優勝 羽曳が丘小学校
３　位 高鷲幼稚園

壺井浄水場施設見学
　5月～6月にかけ、市内12小学校の４年生児童964人が、

同浄水場施設の見学を行いました。ビデオとスライドによる

施設紹介、沈殿池やろ過池の見学、試薬を使った水質実験な

ど、水道水ができるまでの過程を勉強しました。特に地震（災

害）対策についての質問が目立ちました。なお、水道局では、

水道について関心を持ち理解を深めていただくために、浄

水場見学の受入れを行っています。地域団体やグループで

見学のご希望があればご連絡ください。

がんばれ峰塚中学サッカー部！　

　6月23日㈰、大阪選手権南河内地区中学校サッカー大会で、

峰塚中学校が見事、準優勝しました。（7 月 13 日㈯、大阪府

中央大会に出場し善戦するも惜敗しました。）

“みやび”の集い開催！
　6 月 23 日㈰、市民会館にて、日本語教室を行っている「羽

曳野国際交流ボランティアサークルみやび」の主催で、交
流パーティーが開催されました。外国人住民（中国・韓国・
ペルー・スリランカ・
ベトナム・フィリピ
ン、カンボジア・イ
ンドネシア出身）と
その家族、日本人ボ
ランティアなど、総
勢 60 人が集まり、
ハーモニカ演奏、ビ
ンゴ大会などで親睦
を深めました。

火災から命を救った対応へ感謝
　5 月 30 日㈭、柏原

羽曳野藤井寺消防組合

消防本部にて、初期消

火や建物住民の避難に

貢献された松村 茂男さ

んへ、消防長より感謝

状が贈られました。（4

月初旬：島泉での火災）

ソフトバレーボール大会結果
　7 月 5 日㈮、はびきのコロセアムにて、羽曳野市ＰＴＡ連

絡協議会女性部会の主催で「ソフトバレーボール大会」が開

催されました。当日は、33 チーム 224 人の参加者が熱戦を

繰り広げました。結果は次のとおり。

地域とつくるため池水辺環境！
　6 月 10 日㈪、埴生幼稚園とふれあう水辺づくり委員会は

「伊賀今池ピーチパーク」に花苗 300 株を植えました。また、

同月 27 日㈭に埴生南幼稚園とパークはびきやま管理運営協

議会は「パークはびきやま」に花苗 300 株を植えました。

花苗の種類は、インパチェンスとポーチュラカとペチュニア

で、園児が１ヵ月間、大切に愛情を注いで育てた花苗を地域

の方々と一緒に植え・育て、活気と花の絶えない、ふれあい

と憩いのあるため池の水辺環境づくりを行いました。

羽曳野市長杯ソフトボール大会！
　6 月 9 日㈰～ 23 日㈰にかけ、石川スポーツ公園で第 16 回

目となる市長杯大会が行われました。結果は次のとおり。 

順位 チーム名（一般男子）

優　勝 �羽曳山タートルズ

準優勝 �レトロマイラーズ

３　位 �球友クラブ

３　位 �北青クラブ

「パークはびきやま」「伊賀今池ピーチパーク」

街かどから
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こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.lg.jp
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　平成21年8月31日生まれ

古市
拓海ちゃん井澤

いざわ たくみ

いっぱい食べて運動して、
元気ないいコに育ってね！
母親の志穂さん撮影

　平成24年8月9日生まれ

高鷲

 悠真ちゃん丹
たん ゆうま

　平成25年2月3日生まれ

南恵我之荘

 柚稀ちゃん山下
やました

笑顔を絶やさず、元気な子に育ってください
　　   母親のゆずママさん撮影

ゆずき

元気いっぱい大きくなーれ♪

母親の美智子さん撮影

「社会を明るくする運動」強調月間！　

　7 月１日㈪、古市駅にて「第 63 回 社会を明るくする運

動」の啓発活動が行われました。晴天の中、羽曳野・藤井

寺地区保護司会と羽曳野

市更生保護女性会の方々

が、運動の啓発物品など

を配布。“犯罪や非行を防

止し、立ち直りを支える

地域のチカラ”を道行く

市民の方々に訴えました。

マスターズ甲子園出場決定！　

　6 月 30 日㈰、羽曳野・懐風館高校硬式野球部 OB 会が府

予選を勝ち抜き、11 月中旬に開催されるマスターズ甲子園

2013 の出場切符を手に入れました。全国高校野球 OB クラ

ブ連合総加盟校数は 466 校でその頂点を狙います。大阪府

を代表して高校球児のあこがれである甲子園の土を踏むこと

になった同チーム監督の石田文男さんは「羽曳野高校の長年

の夢であった甲子園

出場を勝ち取りまし

た。大阪代表、羽曳

野代表として頑張り

ます」と力強く語っ

てくれました。

　7 月 7 日㈰、竹内街道 1400 年を契

機とし、古市駅東広場で初めてとなる

七夕イベントを実施。会場には幼稚園

や保育園などから集められた 70 本の

笹。10,000 枚を超える短冊や七夕飾

りが風に揺られ会場を着飾っていまし

た。「プリキュアになりたい」「お寿司

屋さんになりたい」など夢いっぱいな

子どもたちの願いがある一方、「おじい

ちゃんが早く退院できますように」な

ど自分以外の人への思いやりが記され

た短冊もありました。

 メインステージは、

音楽が中心となり、

透明な歌声を聴かせ

た、「monica ♪」さ

んが駅広場をライブ

空間へと包み込めば、夕暮れが近づく中、

尺八や篠笛の音色で幻想的な世界観を生

みだした「山口 整萌」さんは会場を圧

巻。イベントのクライマックス

は羽曳野ウィンドオーケストラ

が「星に願いを」を奏でる中、

「キャンドルリレー」が行われ、

煌きが広がっていきました。

開始前から長蛇の列
ができた大起水産の
「激安市」

限定のオリジナルグッズなど
も大好評だった近畿日本鉄道

はびきの七夕祭　～竹内街道 1400 年～

▲
▲

▲駅広場から白鳥神社参道
では軽トラ
市も開催

街かどから
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制　度 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

固定資産税家屋担当からのお知らせ
[ 新築・増改築家屋の実地調査にご協力ください ]
　新築や増改築された家屋は、翌年度より固定資産税・都市計画税の課税対象となります。
　そこで、課税の基礎となる家屋の評価額を算定するため、家屋の内部に立ち入らせて
いただき、家屋全体（収納スペースを含む）の使用材料などを確認させていただきます。  
　また、場合により図面など関係書類の借用をお願いすることがありますので、ご協力
をお願いします。

　登記されていない家屋についても課税の対象となりますので、新築・増改築・取壊し
たときには、税務課 固定資産税 家屋担当までご連絡ください。
問合せ　税務課 固定資産税 家屋担当　☎ 947-3612（直通）

※調査は、事前に日程を通知した上で、身分証を携帯した評価補助員（税務課職員）　
　が行います。不審に思われたときは、身分証を確認していただくか、税務課までお問
　い合わせください。

対象　① 納税義務者が平成 25 年１月１日現
在で 65 歳以上、障がい者、寡婦ま
たは寡夫のいずれかであること。

　　　② 納税義務者および当該納税義務者
と生計を一にする者の全員が、住民
税均等割非課税限度額以下の所得
であること（表参照）。

　　　③ 所有している固定資産が自己居住用
だけであり、所有家屋の延床面積が
70 ㎡以下であること。

　　　④ 固定資産の年税額（土地・家屋）の
合計が５万円以下であること。

減免率　固定資産の年税額（土地・家屋）の２分の１

減 免申請など　減免申請書に必要事項を記入
押印の上、８月 30 日まで（土・日・祝日を除
く、９:00 ～17:30）に市役所税務課に提出
してください。なお、申請は毎年必要です。

所得要件（平成 25 年）　
　市税条例第 14 条第２項による

受付・問合せ　本庁 1 階⑧番⑨番窓口 
　固定資産税 土地・家屋担当  
　☎ 958-1111  内線 1540･1550

固定資産税・都市計画税の減免制度について
　自己居住用の固定資産を所有する者で一定の所得者層に対する減免制度です。
　対象者は①～④の要件すべてに該当する納税義務者です。

扶養がない場合 　　320,000 円
扶養が 1 人の場合 　　830,000 円
扶養が 2 人の場合 　1,150,000 円
扶養が 3 人の場合 　1,470,000 円

老人医療「一部負担金相当額等一部助成」医療証（黄色）をお持ちの方へ

老人医療「一部負担金相当額等一部助成」医療助成制度とは・・・
　【対象】65 歳以上で次のいずれかを保持し、所得制限内の方。
　　① 身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ、療育手帳Ｂ１および身体障害者手帳
　　② 特定疾患医療受給者証　　③ 結核患者票　　④ 自立支援医療（精神通院）受給者証
　　⑤ひとり親家庭として 18 歳未満の児童を養育されている方
　【入院と通院の医療費と入院時食事代】
　 　医療機関で支払う自己負担額は、１医療機関あたり入・通院とも１日 500 円を限度に２

日目までご負担いただき、３日目から不要です。つまり１医療機関でお支払いいただく負
担の上限は、１カ月 1000 円までとなります。なお、調剤薬局については自己負担はあり
ません。また、助成対象の①⑤を要件とされている方は入院時食事代についても助成します。

（１食 260 円限度・償還払い）

　７月末に８月１日からお使いいただける新しい医療証（青色）をお送りしました。
　８月１日以降は、今回お送りした新しい医療証をお使いください。〔※自立支援医療（精
神通院）および結核に係る医療〕を受けておられる方については、受給者証または患者票
の有効期限の医療証を発行しています。

問合せ　保険年金課 給付福祉医療担当　☎ 958-1111　内線 1330

入院時食事代を払い戻しの申請はされていますか？
　障害者医療やひとり親家庭医療、老人医療（障害者手帳・療育手帳の保持、ひとり親
家庭医療を資格要件とされている方に限る）の助成を受けている方は、入院時食事代が
無料になります。償還払いとなりますので、医療機関で一旦支払っていただき、後日払い
戻しの手続きを行ってください。
　５年間は遡って払い戻しを行いますので、忘れずに申請してください。　
　なお、加入されている健康保険に「限度額認定」の手続きをされますと、住民税が非
課税世帯の方は食事代が減額されます。詳細についてはお問い合わせください。

主な公共施設

      羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言　○非核平和都市宣言

○人権擁護都市宣言　○健康都市宣言

○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

緑と市民の協働ふれあいプラザ

道の駅 しらとりの郷・羽曳野
総合棟(休業日毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻956-7867
☎959-3567　
℻959-3568
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3350
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577
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市税催告コールセンターを開設
しています。
　民間委託による「市税催告コールセ
ンター」を市役所内に開設しています。
市税（市・府民税、固定資産税、軽
自動車税）の納期限から一定期間を
過ぎても市において納付確認ができ
ない方に対して、電話で納付の呼び
かけを行います。専門オペレーターが
市税の未納をお知らせするとともに、
納付のご案内を行います。
期間　平成 26 年３月31日㈪まで
時間　平日㈪～㈮　９:00 ～17:30
　　　第２・３㈭　９:00 ～ 20:00
　　　第３日曜日　９:00 ～17:30
 ※ 土曜日、上記以外の日曜日、祝日、

年末年始の市役所閉庁日は業務を
行いません。

問合せ　税務課　納税相談担当
　☎ 958-1111　内線 1440・1450
　☎ 947-3619（直通）

振り込め詐欺など不審電話にご注意！！

　「市税催告コールセンター」から、還付金の
案内や納付のために ATM（現金自動預け払
い機）の操作を求めることは一切ありません。

＜不審と思われる電話にご注意ください。＞

個人事業税
【第１期分】納期限９月２日（月）
【第２期分】納期限 12 月２日（月）

　● 年間の税額が１万円以下の場合は、第
１期分の納付書のみの送付となります。

　● 第２期分の納付書は納期限まで大切
に保管してください。

　● 個人事業税の納付用紙のうち、コンビ
ニエンスストア収納用のバーコードの
印刷があるもの（30 万円以下のもの）
については、以下の全国のコンビニエ
ンスストアで納めることができます。

 

　● 納付には、便利で安心・安全な「口
      座振替」をぜひご利用ください。 
   ●問合せ　大阪府南河内府税事務所
　   ☎ 0721-25-1131

８月に納税通知書と第１期分および第
２期分の納付書をまとめて送付します
ので、それぞれの納付書にて納期限ま
でにお納めください。

サークルＫ、サンクス、セブン‐イレブ
ン、デイリーヤマザキ、ファミリーマー
ト、ミニストップ、ヤマザキデイリース
トアー、ローソン

公共下水道供用開始のお知らせ
　市では、快適で衛生的な街づくりを目指して公共下水道の整備を進めています。８月１日
から新たに、古市・西浦・東阪田・駒ヶ谷・はびきの・伊賀・恵我之荘・高鷲・島泉・郡戸・
野・河原城・学園前地区のそれぞれ一部の地域で供用開始を行います。これで供用開始区
域は 928ha に広がり、整備率は 79.4％に達しました。（区域図は下水道総務課に備え付け
ています）

問合せ　下水道総務課　☎ 958-1111  内線 2370･2390  ☎ 947-3910（直通）

排水設備工事（水洗化工事）は３年以内に羽曳野市排水設備指定工事店で
　公共下水道の供用が開始され、排水設備工事ができるようになった区域を「処理区域」
といいます。処理区域になると、供用開始から３年以内に排水設備工事をしていただかなけ
ればなりません。快適で衛生的な環境づくりや河川・水路の水質保全のためにも、速やか
に排水設備工事を行っていただくようお願いします。既に供用開始されている区域で、まだ
お済でない方は早期に排水設備工事を行ってください。なお、排水設備工事は、指定工事
店でなければ施工することができません。指定工事店は、所定の試験に合格した責任技術
者が在籍している業者で、羽曳野市下水道条例や、指定工事店に関する規則に定める基準
に適合しており、排水設備工事実務指針に沿った工事を行うための必要な技術を習得して
おります。平成 25 年７月現在 278 社（一覧表はウェブページに掲載と下水道総務課に備え
付けています）が指定されており市への申請手続きを皆さんに代わり行うことができます。

快適な街づくりへ　広がる下水道

排水設備工事（水洗化工事）の助成制度
【助成制度の対象となる工事】
　くみ取り便所改造工事と浄化槽切り替
え工事が対象であり、家屋の新築や便所
の増築については対象となりません。

【助成の方法、金額】
　助成制度には、補助金の交付と融資の
あっせん（銀行貸し付け）があり両方受け
ることもできます。
　◎ 補助金の交付は、建物の形態や便所の

処理方法や個数により異なりますので、
詳しくはお問い合わせください。

　◎融資のあっせんは、便所の処理方法に
　　関係なく50 万円を限度とし工事にかか
　　った費用分を対象とします。
　◎補助・融資あっせん要件
　　①市税、下水道事業受益者負担金、
　　　下水道使用料の滞納がないこと。
　　②供用開始から３年以内に工事を行うこと。
　　③ 融資のあっせんを受けるときは、府内

在住の連帯保証人が必要であること。
　　※詳細については、事前に下水道総務
　　　課までお問い合わせください。

　問合せ　下水道総務課
　　　　　☎ 958-1111　内線 2360　
　　　　　☎ 947-3911（直通）

（例）一戸建て住宅
 くみ取り便所    10,000 円
 浄化槽      8,000 円

特別児童扶養手当所得状況届
対象　障がいのある子どもを養育し、特別児童扶養手当を受給している方
届出　受給者には案内を送付しますので、８月12 日㈪～９月10 日㈫９:00 ～17:00
　　　までに子育て支援課へ提出してください。届出がないと手当は支給されません。
　　　※支給されていない方で受給要件に該当すると思われる方はお問い合わせください。
問合せ　子育て支援課　☎ 947-3836（直通）

児童扶養手当現況届
対象　ひとり親家庭などで児童扶養手当を受給している方
　　　（所得状況により支給が停止されている方も含む）
届出　 受給者には８月１日以降に現況届の案内を送付しますので、８月１日㈭～ 30 日㈮

９:00 ～17:00 までに必要書類を持参の上、市役所別館１階⑤番窓口子育て支
援課で手続きをしてください。ご本人様による届出がないと手当は支給されません。

　　　※支給されていない方で受給要件に該当すると思われる方はお問い合わせください。
問合せ　子育て支援課　☎ 947-3836（直通）
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新規登録事業者向け説明会開催
　新たに介護保険制度における住宅
改修費・福祉用具購入費にかかる受
領委任払いの登録を希望される事業
者を対象に説明会を開催します。
　登録を受けるには、この説明会へ
の出席が必要です。
日時　８月６日㈫　14:00 ～
場所　市役所　別館２階 研修室
問合せ　高年介護課
　☎ 947-3820（直通）

（政策推進課　☎ 958-1111 内線 3530）

はびきの中学生 study- Ｏ
８月・９月の実施日程

　○８月 24 日㈯・31 日㈯
　○９月１日㈰・ 14 日㈯・22 日㈰
市役所で一緒に勉強しませんか？
途中参加随時受付中！
受験勉強の場、テスト対策として利用
するなど、さまざまな場面に活用して
ください。

中学生に勉強を教えていただける大学生
サポートスタッフも募集中です！

詳しくは市ウェブサイトまたは政策推進
課までご連絡ください。

都市計画道路八尾富田林線の一
部区間が開通

　大阪府が事業を進めている都市計
画道路八尾富田林線（事業中区間：市
道郡戸古市線～南阪奈道路）のうち、
１期区間である市道郡戸古市線から市
道河原城羽曳が丘西１号線までの延長
約 500 ｍが、府道西藤井寺線として
７月１日に供用開始されました。
　引き続き、南阪奈道路までの残る区
間について、整備促進に努めていきま
すので、皆様のご協力をお願いします。
問合せ　道路課　

　☎ 958-1111　内線 2243

▲今回供用開始した都市計画道路八尾富田林線

国民健康保険　30 歳からの人間ドックのご案内
　生活習慣の予防、早期発見･早期治療のため国民健康保険被保険者の方に、人間ド
ックの費用助成を行っています。今年度より、満 30 歳以上の方から受診できるようにな
りました。「自分はまだ若い、健康には自信がある」と思っていても、生活習慣病は自覚
症状が出にくいため、進行していたということも少なくありません。助成は年１回のチャン
スです。ぜひ健康管理にお役立てください。

【受診対象者：次の条件を満たしている人が対象となります】
　①羽曳野市国民健康保険被保険者証の交付を受けて６カ月以上経過している人。
　②受診時、満 30 歳以上 74 歳以下で内臓疾患の治療を受けていない人。
　③現年および過年の国民健康保険料を完納している人。
　※ 人間ドックは特定健診と同時実施しますので、40 歳以上の方が同一年度内に受診で

きるのは、特定健診か人間ドックのどちらか一方です。（すでに特定健診を受診され
た方は人間ドックを受けられません。）

【受診種目】人間ドック基本検査（身体測定・血液検査・尿検査・心電図・腹部超音
  波検査・レントゲン検査など）
　［オプション検査］脳ドック(MRI・MRA)・レディースドック( 乳がん・子宮がん )
　※オプション検査のみの実施はできません。オプション検査ご希望の場合は基本検　
　査を必ず受けていただきます。
申請時の持物　被保険者証・印鑑・特定健診受診券（40 歳以上の方）
　　　　　　　                 前立腺がん検診受診券（対象の方のみ）　
申請受付　概ね受診希望月の２カ月位前までに保険年金課（１階③番窓口）へ申し込ん
　　　　　でください。電話での申し込み、支所での受け付けは行っていません。
費用　助成後の金額で、基本検査は概ね 12,000 円前後となっております。詳しくは、
　　　お問い合わせください。
問合せ　保険年金課　☎ 958-1111　内線 1761

国民健康保険高齢受給者証（年次更新分）を送付しました
　70 歳以上 75 歳未満の方の国民健康保険高齢受給者証を７月下旬に送付しました。
　このたび、送付しました高齢受給者証の留意事項は次のとおりです。
○次回更新の日（平成 26 年８月１日）までに満 75 歳になる方は、有効期限が 75 歳の
誕生日の前日までです。（75 歳の誕生日から後期高齢者医療の対象者です。）
○医療費一部負担金の割合が「３割」と記載された高齢受給者証が送られていた方は、

「１割」に変更できる場合があります。収入基準などを同封のチラシで確認の上、対象と
なる方は、保険年金課にお申し出ください。
問合せ　保険年金課　☎ 958-1111　内線 1740・1760

国民健康保険・後期高齢者医療『日曜窓口・夜間窓口』
　国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付相談について、『日曜窓口・夜間
窓口』を開設します。ぜひご利用ください。

問合せ　保険年金課　内線 1750・1751

日曜窓口    ８月 25 日㈰　10:00 ～ 15:00  市役所本庁１階
 保険年金課（３番窓口）夜間窓口    ８月 20 日㈫・26 日㈪　18:00 ～ 20:00

研志会会員による無料法律相談
日時　８月 25 日㈰  13:30 ～16:30　　場所　市役所 Ａ棟２階 会議室
内 容　相続・遺言、許認可、社会保険・労働問題、その他日頃の法律上の悩み事。

　　当日の相談は、行政書士、土地家屋調査士社会保険労務士が担当します。
申込・問合せ　要予約。　NPO 法人研志会　河上　☎ 929-8208

法人土地・建物基本調査のお知らせ
　７月より「平成 25 年法人土地・建物基本調査」を実施しています。結果は土地関
連政策などの基礎資料として幅広く活用されます。皆様のご理解・ご回答をお願い致
します。（インターネットによる回答も可能です）
問合せ　大阪府都市整備部用地室　地価調整グループ　☎ 06-6944-6783
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お知らせ

緑を育ててみませんか？
　本市は大阪府と協力して樹木の無償
配付を実施します。
対 象　 町会・マンション・住宅・学校・

PTA などの団体の皆さんが協同で
行う地域の緑化や、工場などで社員
や地域の方々が協同で行う緑化など

樹 木の種類（高木）　カイズカイブキ、
キンモクセイ、サザンカ、ヤマモモ、
イロハモミジ、ウメ、コブシ、サルス
ベリ、ソメイヨシノ、ハクモクレン、
ハナミズキ　以上 11種類

   ※ １箇所あたり高木 10 本以上の申請が

配付条件です。（本数に限りがあります）

　※高木とは通常の成木で３ｍを超える樹木

申込　みどり公園課へ（申請書あり）　
締切 ８月30 日㈮　配付 平成 26 年３月予定
問合せ　みどり公園課　☎ 958-1111
　内線 2420

秋の交通安全運転講習会の開催
　秋の全国交通安全運動（９月 21日
㈯～ 30 日㈪の期間）に先がけ、市内
の施設において、交通安全運転講習会
を開催します。また、今回はより多くの
市民の皆様にこの講習会を受講して頂
くため、土曜日も開催しております。
　受講者は、「運転者講習受講・受賞
記録カード」を持参の上、受講ください。
※ 受け付けは、各会場開催時間の 30

分前から行います。

問合せ　羽曳野警察署　☎ 952-1234

平成 25 年　秋の交通安全運転講習会
８月 26 日㈪ 19:00  陵南の森総合公民館

８月 27 日㈫ 19:00  丹治はやプラザ

８月 28 日㈬ 19:00  石川プラザ

８月 29 日㈭ 19:00  MOMO プラザ

８月 30 日㈮ 19:00  市民協働ふれあいプラザ

９月  ２日㈪ 19:00  羽曳野市民会館

９月  ７日㈯ 10:00  羽曳野・藤井寺交通安全協会

日時 ８月 21 日㈬　13:00 ～ 16:00
会場 市役所 １階税務相談コーナー
対象 一般納税者で、税理士の関与がない方
内容 口頭による所得税・相続税や経理などに関する相談

時間 １人 30 分程度
予約 電話による先着順（予約状況により当日申込も可）

問合せ
申込

近畿税理士会　富田林支部　事務局
☎ 0721-25-6250（月～金曜日　９:00 ～ 16:00）
※当日申込のお問合せも、上記までお願いします。

　本年度の市役所における相談センターは、9/18・10/16・11/20 の各月の第３水曜
日に予定しています。納税協会・府税事務所（いずれも富田林市）でも開催しています。
詳細は近畿税理士会 富田林支部事務局までお問い合わせお願いします。

税理士による無料税務相談センター

８月から『特別警報』の発表を開始します。
　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、
警報を発表して警戒を呼びかけていました。より甚だしい大雨、地震による強い揺れおよび
大津波などが予想され、重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合には、特別な警戒を
呼び掛けるために、新たに「特別警報」を発表します。特別警報の対象とする現象は「東日
本大震災」、「伊勢湾台風」の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成23年台風第
12号」の豪雨などが該当します。
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は非常に危険な状況にあります。屋外の状況や、避
難指示・勧告などに留意し、ただちに命を守るための行動をとってください。
　また、大雨などの被害からあなたや家族の命を守るには、時間を追って発表される注意報、
警報やその他の気象情報を活用して、早め早めの行動をとることが重要です。
　特別警報の詳細は、気象庁ウェブサイトでご確認ください。

問合せ　大阪管区気象台技術部予報課　☎ 06-6949-6313

　９月から、誉田・羽曳野・峰塚中学校で給食を開
始します。すでに実施している高鷲・高鷲南・河原
城中学校と合わせて全中学校での実施となります。
　成長期にある中学生の心身の健全な発達や食に関
する正しい理解と適切な判断を養うとともに、家庭
の子育て支援と食育の推進を図ることを目的として
います。

実施方法　選択制の給食となります。（今までどおり、家庭弁当なども持参できます）
給食内容　①市の栄養士が栄養バランスを考えて献立を作成。
　　　　　②メニューは日替わりで、主食（ごはん）・副食（おかず４～５品）・牛乳。
　　　　　③食材は、市の示した規格のものを使用。
　　　　　④調理は民間の調理委託業者で弁当容器に入れて各学校に配送。
申　　込　ご家庭のパソコン・学校のパソコン・スマートフォン・携帯電話から、　　　
　　　　　インターネットを介して、事前に登録した上で注文していただきます。
費　　用　１食 300 円です（食材費 250 円 + 牛乳代 50 円）。
　　　　　注文前に、入金していただきます。給食費はすべて食材費に充てられます。
問 合 せ　教育総務課　☎ 958-1111　内線 4112・4113

９月の給食の注文期間は８月 20 日㈫までです。

９月から誉田・羽曳野・峰塚中学校で給食（選択制）が始まります

▲写真は『煮込みハンバーグ』です。

街路樹や公園樹木にバケツ一杯
の思いやりを
　街路樹や公園樹木は、私たちに安ら
ぎを与える緑のオアシスとなってくれま
す。夏本番を迎え、木々はよりたくさ
んの水分を必要とします。緑のオアシ
スを絶やさないために、皆さんの思い
やりで街路樹や公園樹木にバケツ１杯
の水をあげてください。
問合せ　みどり公園課　
　☎ 958-1111　内線 2420

「大阪 880 万人訓練」災害時の初動の大切さについて理解を…
　災害発生時にきちんと行動するには、正確な情報をいち早く知ることが大切です。
　携帯電話（対応機種のみ）に緊急速報メールを送信します。自分の身の安全を守るこ
とや、その後の行動について考えてください。
送信日時　９月５日㈭　11:00 開始　　　
主催　大阪 880 万人訓練実行委員会
注意　マナーモードでも着信音が鳴ります。映画館などでは電源を切ってください。
　　　対応していない機種をお持ちの方はおおさか防災情報メールや Yahoo! 防災情　
　　　報への登録ができます。
　　　※携帯電話の対応機種については府民お問合せセンターまで ☎ 06-6910-8001
問合せ　大阪府危機管理室災害対策課災害対策グループ　☎ 06-6941-0351　内線 4886
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犬や猫を飼われている方へ　
隣近所・地域に迷惑をかけないで

【猫の飼い主の方へお願い】
○フン、尿は自宅の決まった場所でさ
　せるようしつけましょう。
○地域猫と間違われないように首輪
　をつけるようにしましょう。
○地域猫などを増やさないためにも
　不妊去勢の手術を行ってください。

【飼育されていない鳥類・小動物など
　   への餌やりによる被害について】
○ 鳥類・小動物などへの餌やりにより、そ

の周辺に棲みつき、糞・尿・ごみが荒ら
されるなどの被害が起こっています。

【犬の飼い主の方へお願い】
●しつけをしっかりとしましょう。
● 散歩（運動）をするときは、犬を十分

制御できる人が、丈夫な綱やリードを
付けてしましょう。また、フンは持ち
帰るなど飼い主が責任をもって処理し
ましょう。

　（飼い犬が人を噛んだとき）
●飼い主は保健所に必ず咬傷届けを
　してください。
問合せ　環境衛生課 
　 ☎ 958-1111　内線 2840
　 藤井寺保健所　☎ 955-4181　
　 犬・ねこの相談室　☎ 937-1101

百舌鳥・古市古墳群サイト☆夏休みプレゼント企画 ～世界文化遺産登録をめざして～

　百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議
（大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市）では、ウェブサイ
ト上に掲載するクイズに正解された方の中から抽選で 20
名様にプレゼントを差し上げます。奮ってご応募ください。

期　間　８月１日㈭ ９:00 ～ 21日㈬ 24:00
応　募　応募の詳細はウェブサイトをご覧ください。
　　　　（URL ： http://www.mozu-furuichi.jp/）
　　　　応募は電子メールからのみ受け付けます。（お１人様１回限り）
　　　　当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
賞　品　もずふるオリジナルグッズ（エコバック、クリアファイル、ステッカー 各１点）
問合せ　百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議事務局　☎ 06-6210-9742
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▲
第 32 回人権啓発詩・読書感想文の募集
　大阪府・大阪府教育委員会・人権啓発推進大阪協議会（愛ネット大阪）では、人権に
ついて身近に考えていただくため、詩と読書感想文を募集しています。
対象　府内の小・中学生、支援学校小・中学部生
作品　人権の尊さやお互いの人権を守ること、差別のない明るい社会を築くことの大切
　　　さ、平和の尊さを訴えることなどを内容とするもの
　①詩部門・・・・・・・未発表の創作作品に限ります。形式・長さとも自由。
　②読書感想文部門・・・未発表の創作作品に限ります。

　　※①②いずれも１人１編に限ります。
表彰　 詩部門・読書感想文部門別に、部別〔小学校 ( 小学部 ) 低学年の部、小学校 ( 小

学部 ) 高学年の部、中学校 ( 中学部 )〕に審査の上、入選作品を選定し、表彰します。
応募　応募作品に、「学校名」、「学年」、「名前」を記入し、詩・読書感想文別の応募票
        を添付してください。（応募票は応募用紙に付いています。）
　　　※応募用紙は市役所人権推進課・支所に置いています。応募期間９月６日㈮まで
申込・問合せ　羽曳野市人権啓発推進協議会事務局　（人権推進課）
　　　　　　　☎ 958-1111　内線 1054　　

（１） 小学校 ( 小学部 ) 低学年 JIS 規格 A 列４番 (A ４判 )200 字詰め原稿用紙６枚以内。
（２） 小学校 ( 小学部 ) 高学年 JIS 規格 A 列４番 (A ４判 )400 字詰め原稿用紙３枚以内。
（３） 中学生 ( 中学部生 ) JIS 規格 A 列４番 (A ４判 )400 字詰め原稿用紙５枚以内。

放送大学 10 月生募集のお知らせ
　第２学期（10 月入学）の学生を募集しています。放送大学はテレビなどの放送やイ
ンターネットを利用して授業を行う通信制の大学です。幅広い分野を学べます。
申込　出願期間は８月31日㈯まで　※資料請求（無料）で差し上げます。
問合せ　放送大学大阪学習センター　☎ 06-6773-6328
　　　　※ウェブサイトでも受け付けしています。

はびきのおもちゃ病院　壊れたおもちゃを直します。

日時　８月11日㈰　９:00 ～12:00　毎月第２日曜日
場所　市役所 別館 ２階　　費用　無料（部品交換が必要な場合は実費負担）
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会　☎ 958-2315

暑い夏はクリーンピアのプールへＧＯ！
《スイミングクラブ会員募集》  ３カ月間　10 回コース
　●水着の指定はありません。（ただしフィットするもの）

《フラダンス＆ハワイアンイベント》
日時　８月 28 日㈬　［午前の部］10:30 ～11:10　［午後の部］14:30 ～15:10

場所　クリーンピア 21 １階 エントランス　　問合せ　クリンピア 21　☎ 975-2580

市民会館（ホール・本館）耐震調
査のお知らせ
調査期間　［ホール］　８月８日㈭まで

　　　　　［本館］　調査完了（７月 27 日済）

使用受付　［ホール］８月９日㈮から

　　　　　［本館］　現在、受け付け可能

ご利用　［ホール］　８月９日㈮から

　　　　［本館］　調査完了のため、ご

　　　　利用いただけます。

  【注意事項】　
　 ホール調査期間中は調査車両や調

査器具設置のため、８月８日㈭まで
の期間は、お車の駐車はできません。
また、ホール調査に伴う騒音が予想
されますので、これらを承諾してい
ただける場合のみのご利用となりま
す。予めご了承ください。

問合せ　市民会館　☎ 958-2311
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白鳥児童館だより８月の事業    翠鳥園 2-9-101 　☎・ＦＡＸ957-4900 　

時間　９:00 ～ 17:30　　休館日　日曜・祝日
対象　小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児　　申込　電話での受付は、申し込み日の９:00 から

5 日・26 日㈪ 10:30 ～ 11:30 絵本のへや （絵本・紙芝居など）　

21 日㈬
９:30 ～ 11:30
14:00 ～ 16:00

〔トライルーム〕 ちょきん箱
対象 １～３年生　　定員 先着 30 人（午前、午後 各 15 人）
※事前に色付けをします。19 日㈪または 20 日㈫  ９:30 ～ 11:00 の間都合の
　良い日時に参加してください。
申込 ８月 10 日㈯～ 17 日㈯　( 電話のみ）　

24 日㈯
９:30 ～ 11:30
14:00 ～ 16:00

〔チャレンジルーム〕 貯金箱
対象 ４～６年生　　定員 先着 30 人（午前、午後各 15 人）
申込 ８月 17 日㈯～ 23 日㈮　( 電話のみ）　費用　材料費 100 円（当日持参）

27 日㈫
9:30 ～ 11:30

『おりがみで遊ぼう！』
対象 １～３年生　定員 先着 15 人　申込 ８月３日㈯～ 17 日㈯　（電話のみ）

14:00 ～ 16:00
『牛乳パックで作るヘビのびっくり箱』
対象 ４～６年生　定員 先着 15 人　申込　８月３日㈯～ 17 日㈯　（電話のみ）

7 日㈬　将棋であそぼう　　23 日㈮   囲碁であそぼう　いずれも 14:00 ～ 15:00　　※ 詳細はご連絡ください

男女共生セミナー　
夏休み特別企画「父子チャレンジ～お父さんといっしょにクッキング！～」募集！
　お父さんの出番です！夏休みの思い出に、お子さんたちといっしょに料理にチャレ
ンジしてみませんか？おじいちゃんの参加も大歓迎です。
日時　８月 25 日㈰　10:30 ～13:30　　場所　陵南の森公民館　料理実習室
メニュー　ナポリタンスパゲッティ、フルーツヨーグルトサラダ
対象　市内在住・在勤・在学の男性保護者と小学３年生から中学３年生までの子ども
　　　（子どもは２人まで参加可）　
定員　先着 12 組（定員になりしだい締め切ります。）
費用　１組　1,500 円（子ども２人の場合は、１組 2000 円）
講師　吉田　清彦氏（家事としての男の手料理研究家・関西調理師学校講師）
申込　お電話でお申し込みください。
申込・問合せ　人権推進課　☎ 947-3606（直通）

陵南の森公民館グループ連絡協議会 「公開講座」

※①定員になりしだい締切ります。 ②受け付け時に、氏名、住所、電話番号、年齢が必要です。
　③対象は市内在住・在勤・在学者。
問合せ　陵南の森公民館　FAX 952-1303　☎ 952-2751

講座名 内容・講師名 開催日時・定員 申込・受付場所など 問合せ

市民公益活動・
うたごえボランティア
へのいざない

抒情歌でつながる楽し
さと生きがいづくり

（講師：新崎国広）

  ８月 19 日㈪
  ２階第１研修室
  ９:30 ～ 12:00
  20 人　無料

8 月 5 日㈪～ 16 日㈮
10:00 ～ 17:00 公民館に FAX で申込。
FAX 利用できない場合は公民館に電話してください

うたごえボランティア
抒情歌サロン・ロンド
中村 毅  ☎ 953-8676

中国語学習
中国語が全く初めての方
も、初級者も歓迎します
（講師：朱 紅）

８月 22 日㈭
２階会議・視聴覚室
18:30 ～ 20:30
10 人　無料

8 月 5 日㈪～ 22 日㈭
10:00 ～ 17:00 公民館に FAX で申込。
FAX 利用できない場合は公民館に電話してください

中国語サークル
川島　正枝
☎ 939-9530

楊家養心気功
太極拳クラブ

心身をリラックス
させる健康法！

（講師：三輪紘子）

８月 26 日㈪
２階第２・３研修室
10:00 ～ 12:00
20 人　無料

8 月 5 日㈪～ 26 日㈪
10:00 ～ 17:00 公民館に FAX で申込。
FAX 利用できない場合は公民館に電話してください

楊家養心気功太極拳クラブ
塚口　加代子
☎ 955-1910

ビーズ織り
グリーン・ローズ色で
レインドロップ型指輪
（講師：背戸明美）

10 月 18 日㈮
２階会議・視聴覚室
10:00 ～ 12:00
20 人  材料費 1,000 円

9 月 9 日㈪ 10:00 ～ 12:00 の受付は事務所横。
9 月 9 日㈪午後～ 13 日㈮ 17:00 まで公民
館事務所で受付。

ビーズクラフト　　 
向山　一子
☎ 953-6309

陵南の森公民館サークル公開講座「大正琴サークル雅路」
　無料講習会＆ミニコンサート　　初めての方、大歓迎。お気軽にご参加ください。
日時　８月６日㈫・20 日㈫　13:00 ～15:00    場所　陵南の森公民館 ２階 実習室
その他　貸琴無料にてご用意します。
問合せ　川見　☎ 958-2741　伊藤　☎ 090-9055-5446

「こども夢プラン推進委員会」の
傍聴者を募集
　次世代育成支援行動計画や子ども・
子育て支援事業計画策定について審
議する委員会を開催します。傍聴を希
望する方はお申し込みください。計画
は市ウェブサイトでご覧いただけます。
日時　８月 23 日㈮　14:00 ～16:30
会場　市役所　別館 ３階 会議室
申込　 はがきまたはファクスで、「こど

も夢プラン推進委員会傍聴申
込」と記載の上、郵便番号・住
所・氏名・電話番号を明記し、
〒 583-8585　羽曳野市子育
て支援課まで

締切　８月16 日㈮消印まで　　
定員　４人（申込多数の場合は抽選）
問合せ　子育て支援課　
　☎ 958-1111　FAX956-0730

成人式実行委員募集について
　本市では、平成 26 年１月13 日㈷
に開催予定の第 56 回羽曳野市成人
式を、お手伝いいただける実行委員
の方を募集しています。興味のある方
は、社会教育課までご一報ください。
　また、新成人を代表して当日登壇（花
束受領など）していただく方は、実行
委員会メンバー内の新成人を優先し
ます。（別途規定有）

対象　おおむね 20 歳前後の方
締切　８月 20 日㈫まで
会場　LIC はびきの
問合せ　社会教育課　
　☎ 958-1111　内線 4450・4451

陵南の森老人福祉センター
足湯の休止について
休止期間　８月１日㈭～ 31日㈯ 
　※ ９月２日㈪より通常どおりご利用い

ただけます。 10:00 ～16:00
　　（土・日・祝日・ 年末年始を除く）
問合せ　陵南の森老人福祉センター　
　☎ 952-2751

介護職員初任者研修
日時　９月 24 日㈫～10 月 25 日㈮
　平日コース。詳細は、お電話にて
　資料請求ください（無料）
問合せ　四天王寺社会福祉センター
　☎ 956-2985
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「ワードさくさく活用講座」受講者募集 羽曳野 IT サポート会

　ワードで生活便利グッズを作ってみませんか。ワードをさくさく活用したいと思っている
方を対象に学習します。初級講座修了程度の方を対象とした講座です。

 会場　市民会館４階研修室　　使用ソフト　Windows7、Word2010
対象　20 歳以上の市民・市内在勤で初心者の方　　費用　３回 1,300 円（テキスト代含む）
定員　14 人（応募者多数の場合は抽選）
申込　 往復はがき往信面の裏面に、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号（無

記入無効）・生年月日・返信面の表面に郵便番号・住所・氏名を明記し、
　　　８月12 日㈪必着にて次の住所にご応募ください。
        〒 583-8585　羽曳野市誉田４-１-１　
　　　羽曳野市社会福祉協議会気付、羽曳野 IT サポート会宛
問合せ　 羽曳野 IT サポート会  真銅　☎ 956-2216　携帯 090-8531-6338
　　　　 ※「個人指導」教室の詳細は、お問い合わせください。

講習日 ９月５日㈭ ９月 12 日㈭ ９月 19 日㈭
時 間 13:30 ～ 16:30 13:30 ～ 16:30 13:30 ～ 16:30

内 容
 「写真・イラスト」
　○名刺・ラベル作成

 「表・グラフィック」
　○町内会回覧板作成ほか

 「ワードアート編集・描画」
　○地図入り案内状作成

　パソコンが初めての方、大歓迎です。
　受講者１人に対し、１人の講師が専
属で講習します。いつからでも受講でき
ます。電話でお問い合わせください。

コース 内　容

① ワードの
基礎から応用

文字入力、文書、はがき、 表の作成など。
リクエストにも対応します。
就職のためのスキルアップも可能です。

② エクセルの
基礎から応用

表の作成、データ入力、グラフ作
成、家計簿、 住所録作成、表計算、
関数計算など 。
リクエストにも対応します。
就職のためのスキルアップも可能です。

③ インター
ネット

インターネットの見方、メールの
送受信について。

④ デジカメ デジタル写真取込み、加工。
写真を入れた文書やはがきの作成。

費用　①②受講料（テキスト代込）　　
　　　　　10,000 円（２時間×５回）
　　　③④受講料（テキスト代込）　　
　　    　  2,000 円（２時間×１回）
時間　９:30 ～11:30、12:30 ～14:30、
　　　15:00 ～17:00
　　　 ※土・日曜日、祭日は休みです。
問合せ　陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥 UNIC 会　☎ 931-1900

マンツーマンパソコンセミナー

初心者、シニア中心の楽しくわかりやすい「パソコンサークル ステップ」
 『秋のパソコン入門講座（５回）』の参加者を募集いたします。
　初心者やパソコンを買い替えられて操作が不安な方向けの講座です。
　日時　９月３日・10 日・17 日・24 日、10 月１日　毎週火曜日　10:00 ～12:00
　場所　LIC はびきの　３階　小会議室
　費用　受講料 5,000 円（５回）　テキスト代 500 円別途
　持物　ノートパソコン（レンタル可  要予約）　　定員　10 ～15人　
　申込　電話にて受け付けいたします。
　※『８月の講座内容』につきましては、お問い合わせください。
　※講座のお申し込み、内容などの詳細につきましてはお気軽にお電話ください。
　問合せ　携帯 090-6608-5799　パソコンサークル ステップ 山田 智子

古市みらい館　青少年センター夏の短期教室
内容　手作り工作教室「くるくるペンギン」　　日時　８月 24 日㈯  10:00 ～12:00
場 所　古市みらい館 ２階   青少年センター教室（古市幼稚園横）
対象　小学生（１～４年生）　　定 員　20人（定員になりしだい締め切ります）
持物　輪ゴム２～３個、洗濯バサミ１個　　費用　材料費 50 円
申 込・問合せ　８月10 日㈯　10:00より、古市みらい館 ２階 
　古市図書館内カウンターにて受付（月・火休館日）　☎ 958-0050
　（休館日問合せ先）　社会教育課　　☎ 958-1111　内線 4420・4452

向野老人いこいの家　パソコン自主体験前期、後期生募集
　インターネット、ワード、エクセルなどを楽しみませんか？
日時　［前期分］８月 21日・28 日、９月11日・25 日、10 月16 日・30 日、11 月13 日・27 日
　　　［後期分］12 月11日・18 日、1 月15 日・29 日、２月12 日・19 日、３月12 日・26 日
　　　水曜日開催　13:30 ～16:00
費用　無料　　定員　各14 人（先着順。定員になりしだい締め切ります。）　
使用機種　WindowsXP、Office2003、
　　　　　ノートパソコン持込可（申し込み時にお伝えください）
内容　講師による指導は行いません。インターネット、ワード、エクセルなどを自主
　　　的に体験学習する教室です。（持込のノートパソコンによっては、インターネッ
　　　トができない場合もあります。）
申込・問合せ　８月５日㈪～７日㈬まで（前期か後期かどちらかの教室のみです。）
　　　電話申込のみの受付です。　向野老人いこいの家　☎ 952-0033

「ボランティア パソコン講座」
 受講者募集（パソコン交流館）

会場　市民会館 ４階  第９会議室
定員　各講座４人
費 用　1,800 円（１回 600 円で、初回

講習日に３回分まとめてお支払いく
ださい。）テキスト代込み。

申 込・問合せ　①～⑥の講座のいず
れかを選び（複数可）電話で申し込
みください。

　※ その他、別途希望される各種講習にも

対応できる場合がありますので、電話で

ご相談ください。

  パソコン交流館　国沢　
  ☎ 956-4197 携帯 090-3725-2528

①ワード活用講座［月曜日 ]　
 ８月 12 日・19 日・26 日　９:30 ～ 11:30
②パワーポイント・ワンノート講座［月曜日 ]
 ８月 12 日・19 日・26 日　14:00 ～ 16:00

③エクセル活用講座［火曜日 ]　
 ８月 13 日・20 日・27 日　９:30 ～ 11:30
④エクセルマクロ VBA 講座［火曜日 ]
 ８月 13 日・20 日・27 日　14:00 ～ 16:00
⑤デジカメ・ビデオ編集講座［水曜日 ]
 ８月 14 日・21 日・28 日　９:30 ～ 11:30
⑥デジタルアート入門講座［水曜日 ]
 ８月 14 日・21 日・28 日   14:00 ～ 16:00
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講　座

丹治はやプラザ  ☎ 937-2355

募生教 受室 講 集（一財）羽曳野市施設管理公社 http://www.geocities.jp/hakanrikousha/
教室募集にあたって
○各教室とも申込み開始時間の時点で定員を超えた場合は抽選となります。　
○申込みは本人が直接教室開催館にて、申込み願います。
○定員に満たない場合は先着順で、定員になりしだい締切りとさせていただきます。
○受講料は教室を欠席されても返金できません。

【市民会館】　休み    
【石川プラザ】　日時　8 月 20 日㈫  13:00 ～ 14:30    
【丹治はやプラザ】　日時　8 月 27 日㈫  14:00 ～ 15:30
講師　喜多　光三氏　　
費用　500 円※初回のみ、1,200 円（歌集込み）

《歌声くらぶ》

市民会館  ☎ 958-2311

ＭＯＭＯプラザ  ☎ 957-5553

石川プラザ  ☎ 950-2002

【巻絵手紙教室】　日時　8 月 26 日、10 月 28 日、12 月 9 日（12 月のみ第 2 月曜）、2 月 24 日㈪　13:30 ～ 15:30
                       　講師　野崎 久仁子 氏　　定員　16 人　　費用　4,000 円（4 回）　申込　定員になりしだい締め切ります。

【大型ポスター印刷受付中】○店舗内のポスター ･ 入り口看板ポスター、画像Ａ 1 サイズ以上で印刷可能。　　○ 長さ１m 以上巾 30cm または 60cm
　　　　　　　　　　　○説明できる雛形や印刷データが入ったメモリースティックなどをお持ちください。サイズ・書式・枚数などを確認します。
　　　　　　　　　　　○使用用紙は普通紙使用・カラー印刷可　　○利用料金１ｍあたり ( 巾関係なく )【白黒 2 色】200 円　【カラー】400 円

【料理教室①②】　日時　①第 2･4 土曜日　②第 2･4 金曜日　10:00 ～ 12:00　　講師　①網本 かほる 氏　②末吉 明美 氏　　定員　若干名（男性可）
　                       費用　2 カ月 6,000 円　　申込　市民会館で随時受付

【親子クッキング教室】　日時　8 月 25 日㈰　10:00 ～ 13:00　　講師　はびきのお料理くらぶ　　定員　16 人（8 組）　　 費用　小学生と保護者　
　　　　　　　　　　   費用　材料費 1,000 円程度　　 申込　8 月 11 日㈰　11:00 ～ 1 階受付　  ※ 定員に満たない場合、中止になることがあります。

【男の料理教室】　日時　9 月 1 日㈰　10:00 ～ 13:00　　講師　羽曳野市食生活改善推進協議会　　定員　10 人 　　対象　男性（年齢制限なし）　         
　　　　　　　    費用　材料費 1,000 円程度　　申込　8 月 18 日㈰　11:00 ～ 1 階受付     ※ 定員に満たない場合、中止になることがあります。

【パソコンマスター教室】　日時   毎週　月・木・土 ① 10:00 ～ 11:15 ② 11:25 ～ 12:40 ③ 14:00 ～ 15:15（木曜のみ） ④ 19:30 ～ 20:45（木曜のみ）
　　　　　                   講師   NPO 法人きんきうぇぶ　 コース　ワード、エクセル、その他　 費用　5 回 6,000 円　チケット制　申込　随時 1 階受付にて

【カラオケ教室】　日時　9 月 24 日、10 月 8 日・22 日、11 月 5 日・19 日、12 月 3 日㈫　最終日は発表会　19:00 ～ 21:00
　 （夜の部）　　  講師　千種 克音瑠氏　　定員　43 人　　 費用　4,500 円（6 回）　　申込　9 月 1 日㈰　10:00

【歴史講演会】　「竹内街道を遊ぶ」○フルートの演奏にあわせて、竹内街道の民謡の語りに耳を傾けませんか？　
　　日時　9 月 29 日㈰　14:00 ～ 16:00　　講師　藤 孜子氏（大阪府文化財愛護推進委員）　　フルート演奏　田畑 裕美 氏　　協力　四十四の会
　　定員　80 人（当日参加可能）　　費用　無料

【ヨーガ教室】　日時　8 月 21 日、9 月 18 日・25 日㈬　14:30 ～ 16:00　　講師　山口 康子 氏　 　費用　2,000 円（3 回）　　定員　20 人　　
　　　　　　   持物　ヨガマットまたはバスタオル　　申込　定員になりしだい締め切ります。

【シニア＆キッズふれあいパーク】　高齢者から小学生以下の子どもたちに歌の伝承・ビデオ鑑賞などを開催します。当日参加大歓迎。
　　　　　　　　　　  日時　8 月 18 日㈰　13:00 ～ 16:30　　定員　80 人　　対象　シニアと小学生以下　　費用　無料　　

【ヨーガ教室】　日時　8 月 9 日・16 日、9 月 6 日・13 日㈮　10:30 ～ 12:00　　講師　多村 美代子 氏 　　定員　25 人　　 費用　2,000 円（4 回）
　　　　　      申込　随時受付（定員になりしだい締め切ります。）　　

【フラワーアレンジ教室】　日時　8 月 28 日㈬　場所　石川プラザ　　費用　1,800 円　   定員　20 人　　申込　8 月 7 日㈬　10:30 ～随時受付　

青少年児童センターだより　８月の事業 ○所在地：向野 3-1-33　○☎：952-0032　FAX：937-8580　
※幼児については、保護者同伴でお願いします。必ず上靴を持ってきてね！

※申し込み受付は、8 月１日から（９:00 ～ 17:00、日・祝は除く）電話のみで受け付けます。   １人１教室の申し込みです。
　先着順のため定員になりしだい締め切ります。　対象：幼児・小学生　（幼児・小学校１年生までは保護者同伴）

日程 時間 事業名 内容

８月３日㈯・17 日㈯
     24 日㈯・31 日㈯ 15:00 ～ 17:00 子ども広場「将棋広場」　 ～初めての人・少しでも興味を持った人は、気軽に参加してください～

 対象：おおむね小学１年生～６年生　定員：なし　 ※ 開催日が変更になる場合があります。

日程 時間 定員 内容
８月７日㈬ 10:00 ～ 11:30 15 人「魚つりセットを作ろう」　 魚やつりざおを作ってみんなで遊びましょう。 持物：なし　参加費無料
８月９日㈮ 10:00 ～ 11:30 15 人「My フォトスタンドを作ろう！」　 陶器製モザイクで飾りつけをします。 持物：参加費 100 円持参

８月 19 日㈪ 10:00 ～ 11:30 15 人「ネームプレート作り」　 ドアなどに飾れる、素敵なネームプレートを作ります。 持物：なし　参加費無料
８月 26 日㈪ 10:00 ～ 11:30 15 人「モザイクアート」　 壁飾りを作ります。持物：参加費 100 円持参

【夏休み子どもおもしろ教室】

夏休み子ども教室（夏休みの宿題などの学習会）
日時　８月 20 日㈫・22 日㈭・23 日㈮・27 日㈫・28 日㈬・29 日㈭・30 日㈮　［10:00 ～11:00］［11:00 ～12:00］の２班制１時間枠
会場　青少年児童センター　２階学習室Ｆ　　定員　各班 30人（定員になりしだい締め切ります）　　
対象　小学１年生～６年生　　　　　　　　　持物　夏休みの宿題など、筆記用具、上靴　　
申込　①まずは電話でお申し込みの後 ②同センターまで申込書を書きに来てください。　※①②とも８月９日㈮ ９:00～17:00まで。ただし、日曜日は除きます。
問合せ　青少年児童センター　☎ 952-0032 　
※なお、７月19 日（７月号広報）から募集中のため、定員に達している場合はご了承ください。  
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講演会「ひきこもりの基本的な理
解と支援について」
講師　精神科医　漆

う る は

葉　成
しげひこ

彦先生
　（佛教大学保健医療技術学部教授）
日時　９月４日㈬　14:00 ～16:00
場所　藤井寺保健所 ２階 講堂
定員　50人
申込　藤井寺保健所 地域保健課　 
　精神保健福祉チーム  ☎ 955-4181

居宅介護職員初任者（障がい者
ホームヘルパー）研修
～障がい者に対するホームヘルプ
　サービスに関する知識、技術を習得～
対 象　府内に在住、勤務しており、

全てのカリキュラムが受講可能な介
護職員初任者研修修了者または訪
問介護員（２級）養成研修修了者で、
障がい者ホームヘルパーとして活動
を希望する方

申込　郵送のみ受け付け     
定員　150人　　費用　3,000 円   
受付　８月 26 日㈪
問 合せ　〒 543-0072　大阪市天王

寺区生玉前町５番 33 号（大阪府障
がい者社会参加促進センター内）社
会福祉法人大阪障害者自立支援協
会「居宅介護職員初任者研修」係

　☎ 06-6775-9115　
　FAX 06-6775-9116

クール＆パワースポット 「滝畑ダム探検」参加者募集中
　滝畑ダム（河内長野市滝畑）では、８月 29 日㈭まで（ただし、８月12 日㈪～
16 日㈮を除く）の毎週火・木曜日に開催する「滝畑ダム探検」の参加者を募集し
ています。
　普段は入ることのできない管理用通路である涼しい「監査廊」の探検、「磨崖仏」
見学を体験いただけます。
申込　１週間前までに要予約。　　費用　参加費無料。
問合せ　大阪府南河内農と緑の総合事務所   滝畑ダム分室　☎ 0721-62-3672

夏休み手作り教室に参加しませんか？
　牛乳パックをリサイクルし、「手作りはがき」を作ってみませんか？はびきの生活
学校では次の日程で教室を開催します。参加される方は当日直接会場にお越しく
ださい。（無料）
日時　８月 23 日㈮　10:00 ～12:00　　場所　クリーンピア 21　２階工作室
持物　エプロン・クリアファイル・「はがき」にはさむ押し花など
問合せ　はびきの生活学校　美村　☎ 956-0875 

要約筆記奉仕員募集
　10 月から要約筆記奉仕員として活
動できる方を募集します。
申込　８月30 日㈮まで
問合せ　福祉支援課　障害者支援担当
　☎ 947-3823（直通） FAX 957-1238

第17 回　白鳥祭
　毎年恒例の「白鳥祭」を開催します。
日時　８月４日㈰　15:30 ～ 21:30
会場　白鳥会館広場
内容　河内音頭による盆踊り、模擬店ほか
共催　白鳥会、白鳥商店街

昨
年
の
「
白
鳥
祭
」
の
様
子

▲

　“はびきの軽トラ市”１度は訪れていただけたでしょ
うか？ 10 月までの第３日曜日に、駒ヶ谷の『コロコ
ロふれあいパーク』で開催しています！季節の“はび
きの特産”などを揃えて、約 30 台の軽トラが皆さん
をお待ちしております。
　今回は、吉本興業所属の『女と男』（写真）、と『マ
ユリカ』２組が軽トラ市を盛り上げてくれます！まだ
軽トラ市に参加されていない方、近くにお越しになっ
た際は、ぜひ、お立ち寄りください !!!

日　時　８月18日㈰　９:00 ～13:00　※次回は９月15日・10月20日開催です。
会　場　コロコロふれあいパーク（駒ヶ谷駅西側公園）
問合せ　産業振興課　☎ 958-1111　内線 2751
　　　　※中止の確認は、７:00 以降にお問い合わせください。

▲テレビでもおなじみの『女と男』
　和田ちゃん（左）・市川くん（右）

はびきの軽トラ市  開催 !!!   ８月 18 日 9:00 ～

※お車でお越しの方へ ･･･ 駒ヶ谷駅東側の踏切内で歩道の設置工事を実施していますので、
　　　　　　　　　　　　　車での通行はできません。ご注意ください。

広  

告
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催　し

　世界文化遺産登録をめざす“百舌鳥・古市古墳群”。今回、古市古墳群の前方後円墳の周囲に造られた陪塚や小さな古墳に焦点
をあて、出土したさまざまな種類の埴輪を紹介します。埴輪は、古墳からたくさん見つかる資料で、古墳の時代を表す“物さし”で、
当時の人々の生活や社会を知ることができます。
日時　８月10 日㈯～９月 29 日㈰　９:00 ～17:15（入館は 16:30 まで）
　　　休館日は、月曜日および祝休日の翌日
費用　観覧料：一般 200 円 (20人以上の団体、JAF 会員証提示の方は 160 円 )、
　　　中学生以下、65 歳以上、障がいのある方は無料。
会場　主催 堺市立みはら歴史博物館　〒 587-0002　堺市美原区黒山 281　☎ 072-362-2736
後援　藤井寺市教育委員会・羽曳野市教育委員会　
その他　講演会（事前申込必要）や展示解説もあります。詳しくはウェブサイトか電話にて問い合わせください。
　◎羽曳野市からは、応神陵天皇陵古墳の陪塚「栗塚古墳」から出土した埴輪がたくさん展示されます。

「百舌鳥・古市古墳群　探訪シリーズその1　　
    小さな古墳が語る埴輪の世界－古市古墳群の近年調査成果－」堺市立みはら歴史博物館

栗塚古墳で見つかった家の埴輪（左）と犬の埴輪（右）

はびきの子育てフェスタ　おひさまさんさんコンサート・みんな集まろう
日時　９月 27 日㈮  10:00 ～11:30　　場所　はびきのコロセアム  サブアリーナ
内 容　おひさま楽団によります楽しいコンサート、子育て中の方、妊婦さんの交流の集いです。
対 象　市内在住で妊娠中の方および乳児から３歳児までのお子さんとその家族。
費用　無料　　申込　事前の参加申し込みは不要。
主催　羽曳野市民生委員児童委員協議会　　後援　羽曳野市
問合せ　民生委員児童委員協議会事務局　（福祉総務課内）　☎ 958-1111

エルフェンクランツ　夏の終わりのハーモニーⅢ
日時　８月 25 日㈰　13:30 開場　14:00 開演
場所　LIC はびきの「ホールＭ」      費用　入場無料    ゲスト　トリオ ノーブル　
主催　エルフェンクランツ　　後援　大阪府合唱連盟　 羽曳野市合唱連盟
プ ログラム　リフレイン・さよならの夏（コクリコ坂 より）・未来へ・星に願いを ほか

問合せ　藤井奈央　☎ 0721-98-2211

「平和パネル展」を開催します
　平和の尊さについて考えてみませんか。
日時　８月５日㈪～９日㈮ ９:00 ～17:30　　場所　市役所 １階 コミュニティスクエア

［署名コーナーを併設しています］
　核兵器のない世界を実現するため『「核兵器禁止条約」の交渉開始等を求める署名』

（平和市長会議）にご協力ください。
問合せ　人権推進課　☎ 958-1111　内線 1054

葛
ふじいでら

井寺の「千日まいり」で周辺道路の交通が規制されます
　葛

ふ じ い で ら

井寺で、８月９日㈮「千日まいり」が行われます。夕方から
葛
ふ じ い で ら

井寺周辺に出店が並び、大勢の人々でにぎわいます。そのため、周
辺道路の交通規制を行います。
規 制区域・時間　藤井寺駅周辺道路が交通規制され、16:00 ～ 23:00 ま

で、一般車輌・バイクなどの通行が禁止されます。（路線バスは除きます。）
　○バス停留所は通常運行の通り駅前から発車します。
　○付近に駐車場がありませんので、自動車での参詣はご遠慮ください。
　○ 自転車で参詣される方は、「苅

か る た

田池跡広場臨時駐輪場」、または「ブ
クンダ公園臨時駐輪場」を利用するなど、道路上に自転車を放置
しないでください。

　○ 通行禁止時間帯（16:00 ～ 23:00）に自動車等通行禁止区域に一
般車輌・バイクなどの通行、車庫への進入・出庫などを予定されて
いる方は、８月３日㈯～５日㈪の３日間に葛

ふじいでら

井寺で「居住区関係車
輌の証」発行の申し込みをしてください。（受付 10:00 ～ 17:00）

問合せ　葛
ふ じ い で ら

井寺　☎ 938-0005

苅田池跡広場
臨時駐車場

自動車等通行
禁止道路区域

路線バスのみ
規制解除区域
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▼自動車等通行禁止区域

高年者敬老入浴
　65 歳以上の市民を対象に毎月１回、
市内の公衆浴場において敬老入浴を行
います。入浴時に対象年齢以上である
ことを申し出てから入浴してください。
日時　８月15 日㈭、９月15 日㈰
利用料金　100 円
利 用できる施設　古市温泉 (９月の

み14 日㈯ )、紅梅湯 (８月のみ14
日㈬ )、羽曳野温泉

　※新高鷲温泉については、当分の
　　間休業します。
問合せ　福祉支援課 
　☎ 947-3824（直通）

「大阪産
もん

めぐり」スタンプラリー
　南河内大阪産

もん

めぐり実行委員会で
は、南河内の農林産物などに親しんで
もらうため、大阪産

もん

を扱う農産物直売
所や飲食店、農林関係施設等をめぐ
っていただき、３カ所のスタンプを集
めて応募いただいた方に抽選などで、
参加店・施設から南河内の大阪産

もん

農
産物や施設利用券などをプレゼントす
るスタンプラリーを実施します。
　応募用紙は参加店・施設など約 40
カ所や、南河内市町村農林担当課等
で入手できます。
　詳しくは、大阪府南河内農と緑の総
合事務所ウェブサイトで掲載しています。
問合せ　
　大阪府南河内農と緑の総合事務所　
　☎ 0721-25-1131　内線 210
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第13 回市長杯 ふれあいドッジボール大会
日　時　10 月 26 日㈯　９:00 ～ 　　会　場　はびきのコロセアム
部　門　小学３・４年生の部、小学５・６年生の部
対　象　市内在住・在学の小学生で８～15人で構成されたチーム
　　　　 ※今年度は、８人制で大会を行います。
費　用　１チーム　1,000 円　　
募集チーム　両部門の合計先着 60 チーム
申　込　９月２日㈪～９月 23 日㈷　スポーツ振興課（別館３階）・
　　　　はびきのコロセアム・市民体育館のいずれかへ（参加費を持参）
抽選会　９月30 日㈪　19:00 ～　市役所別館３階会議室
問合せ　スポーツ振興課　☎ 958-1111　内線 4413

第 28 回 羽曳野市ソフトテニス
連盟会長杯大会の参加者募集
日時　９月８日㈰　７:00 ～17:00
　予備日 ９月15 日㈰
会場　市民体育館屋外テニスコート（西浦）
対象　市内在住・在勤・在クラブの高
　校生以上または、連盟が認めた方
部 門　男子1部（高校生以上）、男子２部
（40 歳以上）、男子３部（55 歳以上）、女
子１部（高校生以上）、女子２部（40 歳
以上）、女子３部（55 歳以上）

費用　1チーム 2,000 円
　（高校生は 1,500 円）
申込・問合せ　８月 28 日㈬までに電
　話かファクスで申し込み。

　猪
いのさこ

砂　☎・FAX 956-4788
　渡辺　携帯　090-5169-3089

はびきのコロセアム
8 月の主な行事予定

日 程 会 場 内 容

4 日
㈰

メイン
アリーナ

【卓球連盟】　
クラブリーグ戦

7 日
㈬

サブ
アリーナ

【卓球連盟】　
ウーマンリー大会

11 日
㈰

メイン
アリーナ

【大阪府スポーツ少年団】
空手道選手権大会

18 日
㈰

サブ
アリーナ

【卓球連盟】
レイティング大会硬式

23 日
㈮

メイン
アリーナ 南河内地区中総体開会式

およびバスケットボール・
バレーボール大会サブ

アリーナ

24 日
㈯

メイン
アリーナ 【南大阪ミニバスケットボール連盟】

南大阪招待羽曳野カップ
ミニバスケットボール大会メイン

アリーナ

25 日
㈰

メイン
アリーナ 【南大阪ミニバスケットボール連盟】

南大阪招待羽曳野カップ
ミニバスケットボール大会サブ

アリーナ

テニス教室受講生募集
日　時　８月13 日～11 月12 日　毎週火曜日 全 10 回（予備日含む）
　　　　19:00 ～ 21:00
会　場　駒ケ谷テニスコート　　
対　象　市内在住・在勤・在学問わず、市外の方も受付可。
定　員　初級・中級　計 40人　※４コートに振り分けします。
費　用　参加費 10,000 円（保険料含む）
申　 込　８月４日㈰ 駒ヶ谷テニスコートにて10:00より受け付け。
　　　　定員になりしだい締め切ります。参加費と印鑑を持参してください。
問合せ　駒ケ谷テニスコート　☎ 957-5963

羽曳野市ゲートボール協会 新規会員募集（初心者・体験歓迎）
～ゲートボールは初心者でも簡単に 出来る・考える・知的スポーツです～
　基礎・基本をマスターし、一緒に楽しくゲームに挑戦しませんか。
　貸出用具も用意していますので、ぜひ「来て・見て・体験」してください。
日　時　９月～11月　毎週金曜日　15:00 ～17:00（雨天時は中止）
　　　　 ※事前にお電話ください。
場　所　陵南の森運動広場ゲートボール場　　
服　装　動きやすい服装（運動靴のみ着用）
持　物　用具不用（貸出用あります）飲物は各自で持参してください。
講 　師　公益財団法人　日本ゲートボール連合アドバイザー　
　　　　羽曳野市ゲートボール協会競技審判部長　宮本泰子
問合せ　宮本　携帯 090-1072-5777

広  

告
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スポーツ

親子スポーツ教室参加者募集
日時　９月５日～11 月７日

　毎週木曜日（全 10 回）

　Ａクラス　９:30 ～10:10

　Ｂクラス　10:15 ～10:55

　Ｃクラス　11:00 ～12:00

会場　コロセアム　サブアリーナ

　（都合によりメインアリーナに変更の場合あり）

対 象　〔Ａ・Ｂクラス〕市内在住で平成

22 年４月２日～平成 23 年４月１日生

まれの未就園児１人とその親。

　 〔Ｃクラス〕市内在住で平成 22 年 4

月1日までに生まれた未就園児１人と

その親。

定員　各クラス 35 組 70人　※ただし、

　妊婦の方はご参加できません。

費用　Ａ・Ｂクラス　4,000 円

　　　Ｃクラス　5,000 円

申  込　８月 22 日㈭　９:00 ～

　コロセアムへ直接申込をしてください。

　定員になりしだい、受け付けを終了さ

　せていただきます。

   ※参加費を持参（電話不可・代理可）

パパ・ママも一緒に楽しもう！
親と子のキッドビクス参加者募集
　親子で簡単なエアロビクスを通じ、運

動神経の発達を促し、繰り返すことを嫌

がらない育成を目指すと共に、親子のス

キンシップを図ることを目的とします。運

動不足のお父さん、お母さんに最適。

日時　９月４日～11 月13 日　

　毎週水曜日（合計10 回、11/６を除く）

　15:15 ～16:15

会場　コロセアム　サブアリーナ

　（都合によりメインアリーナに変更の場合あり）

対 象　市内在住・在勤の親と平成 19 年

４月２日～平成 23 年４月１日生まれ

の子ども（対象年齢内であれば子ども

の複数参加可）

　※妊婦の方はご参加できません。

定員　先着 25 組

費用　4,000 円 ※子ども複数参加の場

　合、１人ごとに 2,000 円加算

申込　８月 21日㈬　９:00 ～

　コロセアムで受け付けします。

　※参加費を持参（電話不可・代理可）

フットサル教室（後期）参加者募集
　サッカーをしたことがない方にも分か

りやすく指導します。また女の子が多い

場合は女子のクラスを用意します。

日時　９月14 日～２月15 日　

　土曜日（全 10 回）　

　日程は受付時にお知らせします。

　○１部　８:30 ～10:00

　○２部　10:15 ～11:45

会場　コロセアム　メインアリーナ

対象　市内在学中の小学生

定員　○１部 女子10人・男子１～３年

　　　　生 20人　先着計 30人

　　　○２部 ４～６年生クラス各10人

　　　　先着計 30人

費用　3,000 円

申込　８月 31日㈯　９:00 ～

　コロセアムで受け付けいたします。

　※参加費を持参（電話不可・代理可）

はびきのコロセアム　教室参加者募集　☎ 937-3123   
http://www.geocities.jp/hakanrikousha/colosseum.html

部　門 男子１部リーグ 男子２部リーグ 女子１部・2 部リーグ
優　勝 岸本・稲垣ペア 末本・佐野ペア 内海・前田ペア
準優勝 村井・山東ペア 猪砂・藤井ペア 渡辺・北野ペア
第三位 奥田・岸本ペア

平成 25 年度　ソフトテニス大会の結果
　羽曳野市施設管理公社主催のソフトテニス大会が６月２日
㈰に市民体育館（屋外テニスコート）で開催されました。結果
は次のとおり。（敬称略）

部　門 男子１部リーグ 男子２部リーグ 女子１部リーグ 女子２部リーグ
優　勝 信岡　孝明 迎　信義 松浦　花子 　 西浦   育
準優勝 宮崎　義勝 北口　聰 深水　敬子 米田　久子
第三位 行藤　三男 木内　慶子

平成 25 年度　第１回ヤングシルバー卓球大会結果
　羽曳野市施設管理公社主催のヤングシルバー卓球大会が
６月19 日㈬に市民体育館で開催されました。結果は次のと
おり。（敬称略）

広  

告
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

6 日・13 日・
20 日・27 日
9 月 3 日㈫

13:00 ～ 17:00

市役所  １階  市民相談室 随時予約を受付けています。専用電話（☎ 957-4000） 
1 日あたり定員８人。相談時間は 30 分。

※ 相談回数は１年度１回でお願いします。1 日・15 日・
9 月 5 日㈭

陵南の森総合センター
　　　 ※素足厳禁のため、靴下を履いて
              お越しください。

行政相談 14 日㈬ 13:00 ～ 15:00
市役所  １階  市民相談室

国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

陵南の森総合センター

女性相談
（第１・４水曜日）

7 日
9 月 4 日㈬

13:30 ～ 16:30
市役所 １階 市民相談室（電話・面接） 夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をとりま

く悩み全般。※開催日の前日までに電話でご予約ください。
（☎ 958-1111　内線 1055）28 日㈬ 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈭㈮
［㈷は除く］

10:00 ～ 16:00
※㈬㈭は 15:00 まで

市役所  ２階  消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 947-3715）

障害者生活相談

毎日

［㈯㈰㈷年末年始

は除く］

９:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご
相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

９:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　ＦＡＸ 957-2176）

障害者雇用相談 15 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館  １階  相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 947-3837  直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 ９:30 ～ 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 947-3836  直通）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:00
子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（ふるいち ☎ 958-3308 ・  むかいの ☎ 953-6361） 

総合相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 人権文化センター

人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接お
越しください。（地域人権協議会　☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

毎月第３金曜日 14:00 ～ 17:00 市民会館  ３階 第６会議室
まずお電話でご相談ください。

（学校法人神須学園　☎ 0744-44-2055)

心配ごと相談

東部地域
1 日㈭

13:00 ～ 16:00 市役所別館  ２階 ボランティアセンター
予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆるご
相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

8 日・22 日㈭
13:00 ～ 16:00 　社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30 市役所別館  1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30 市役所別館  1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 LIC はびきの  １階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 20 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所  ２階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着３人。（☎ 958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00

地域就労支援センター
（人権文化センター内および

産業振興課内）

( ☎ 937-0860) または直接お越しください。
※古市駅東広場の観光案内所に設置しています端末で、ハローワーク
   インターネットサービスがご覧になれますのでご利用ください。
　（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行っておりません。）   

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他

青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

8 月の相談の日程 お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

市民のページ

第17 回　
羽美協公募展一般出品者募集
　（洋画）油彩、水彩、ガッシュ
出品作品　Ｆ８～Ｆ10（１点）
申込締切日　９月３日㈫まで
問合せ　秋月オサム　
　羽曳が丘西１-７-40　
　携帯 090-6751-3440

郷土の歴史遺産を次世代に語り伝える
NPO 法人　フィールドミュージアムトーク史遊会　会員募集　
　  歴史に関する知識の有無、年齢、性別は問いません。未来のために過去を活か
  しながら現在を大切にする人を歓迎します。
  【主な事業活動内容】
　○古市古墳群を中心に各地域への歴史遺産見学会
　○歴史講演会　　
　○古市古墳群地域のガイド
　詳細などはお気軽にお問い合わせください。
  問合せ　事務局　細見　携帯 080-5328-1137

子育てひろば（申込不要）
　乳幼児のお子さんを遊ばせながらお
しゃべりしましょう。
日時　８月 20 日㈫　第３火曜日
場所　LIC はびきの　２階　和室
費用　100 円（お茶・おやつ代）
問合せ　エスコープ大阪　南河内地域
　委員会　☎ 072-293-4660

ナツメロ歌って健康ライフ！
『ミュージックセラピー』
日 時　８月９日・23 日、９月６日・20 日、

10 月４日・18 日
　いずれも金曜日　10:00 ～11:00
場所　LIC はびきの　費用　１回 300 円
講師　日本音楽療法学会認定
問合せ　音楽療法士（補）
　板垣　翠　携帯 090-5993-3483

「日商簿記３級」 「危険物取扱者
（乙４）」資格取得講座

※テキスト・問題集代は別途必要です。

場所　LIC はびきの３階
対象　中学生以上　
定員　各クラス 先着 12 人

受付　「Ｋ１トレーニングセンター」で
　 検索。 携帯 080-3819-4701（平

日19:00 ～ 22:00、土・日９:00 ～
17:00）

■日商簿記３級

■危険物取扱者（乙 4）
日程 時間 費用

9/14･28、10/12･19、11/2 15:30 ～ 17:00 1 回 1,252 円

日程 時間 費用
9/14･28、10/12･19 13:00 ～ 15:20 1 回 1,170 円

広  

告

市民の皆さんの趣味の欄です
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　俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先
していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電話番号も添えてください。  
※俳句・川柳などにもふりがなをお願いします。
                                    　（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当
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社会福祉協議会社会福祉協議会
社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします

総合福祉センター　１階⑦番
◆☎958-2315　◆FAX958-3853
◆http：//www．hasyakyo．net/
◆メール hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

国際ソロプチミスト大阪みささぎ

ビオラの集い

吉村　義孝

四ツ葉のクローバーの皆様

羽曳野市商工会
チャリティゴルフコンペ実行委員会

服部　品子

羽曳野市環境衛生事業協同組合

(株)ハートウィング

真銅　善夫

 ￥50,000

￥3,000

￥10,000

￥2,000

￥108,050

￥3,000

￥30,000

車イス

ぶどう1.2kg　100箱

善意のご寄付ありがとうございます
（平成25年6月）（敬称略）

夏休みは気がゆるみやすく、解放感から子どもが非行に走りやすい時期と言われています。
家庭・地域で子ども達を見守り、夜遊びや喫煙など非行の兆しを見逃さないことが大切です。

◎ 家庭では！
日頃から子どもとコミュニケーションを
とりましょう。
話し合える環境をつくりましょう。

◎ 地域では！
積極的な「あいさつ・声かけ」運動を実施し、
地域で見守っていることを子ども達に意識
させましょう。

地域社会が一体となった少年非行・犯罪被害の防止地域社会が一体となった少年非行・犯罪被害の防止
～ 見てないで　さしのべてあげて　あなたの手 ～～ 見てないで　さしのべてあげて　あなたの手 ～

夏は　　　　　　　　　がいっぱい！危険な誘惑

◆愛の献血にご協力ください♥

 ８月 ９日（金）

 ９月１３日（金）

１０月１１日（金）

LICはびきの
（羽曳野ライオンズクラブ共催）

ミートプラザ

羽曳野市役所

受付時間　１０：００～１２：００
１３：００～１６：３０

血液センターからの申し出により400ml献血限
定での受付になります。
献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の次
回献血可能日】をご確認ください。
※本人確認のため、受付時に身分証明書（免許証・
保険証等）の提示をお願いする場合があります。

訪問介護職員（登録ヘルパー）を
募集しています
資格　ヘルパー 2級以上
詳しくは社会福祉協議会まで
お問い合わせください。

～ 正義感　使命感　を持った　あなたを求む ～～ 正義感　使命感　を持った　あなたを求む ～
大阪府警察官募集大阪府警察官募集

○　問合せ

大阪府警察官採用センター
　フリーダイヤル　０１２０－３７０－３１４

◆ベビっこひろば

８月の「ベビっこひろば」はお休みです。

問合せ　ベビーハウス社協　☎９３０－０２４０

○　平成２５年度大阪府警察官（巡査）第2回採用選考
７月1日（月）から８月7日（水）まで申込受付

選 考 日 第一次　９月２２日（日）
第二次　10月19日から２７日（予定）

合格発表 12月中旬

～ なにげなく　のぞくサイトに　落とし穴 ～悪質な福祉犯から少年を守ろう

お子さんの携帯電話・パソコンにはフィルタリングサービスを活用しましょうお子さんの携帯電話・パソコンにはフィルタリングサービスを活用しましょう

 国際ソロプチミスト
大阪みささぎの皆様
より、福祉のためにと
5万円のご寄付をい
ただきました。

 飛鳥の真銅善夫様よ
り今年もぶどう1.2kg
入り100箱をご寄付
いただき、市内施設に
配布させていただき
ました。

　羽曳野市商工会チ
ャリーティーゴルフコ
ンペ実行委員会の皆
様より、108,050円
のご寄付をいただき
ました。

こちら 羽曳野けいさつ署羽曳野けいさつ署 誉田4-2-1　☎952-1234羽曳野けいさつ署
防ごう！ 少年非行！ 犯罪被害！防ごう！ 少年非行！ 犯罪被害！

　出会い系サイトなどのインターネット環境を利用し、児童ポルノや児童買春などの心身に有害な影響を与え、
健全な育成を大きく阻害する福祉犯の被害に遭う女子中高生が増えています。
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２
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３
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６
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催
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28
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〒583-8585　羽曳野市誉田4-1-1
羽曳野市議会事務局　℡.072-958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp/17gikai/index.html

もくじ

平成25年8月号

発行・羽曳野市議会　編集・市議会だより編集委員会発行・羽曳野市議会　編集・市議会だより編集委員会
  1     　  第2回定例会
  2          議案審議表
  3～  9　一般質問
  10　　  各常任委員会報告
  　         視察報告
              定例会のあゆみ
              次回日程
              編集後記など

第
2
回
定
例
会

古 市 古 墳 群
○
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
の
条
例
制
定
を
可
決
。

　

自
動
交
付
機
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
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。
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４
２
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生
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③
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朽
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。

○
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議
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提
出
議
案
の
詳
細
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次
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

議
案
審
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議案番号 件　　　名 結　果

報告 ２

    　３

    　４

    　５

 　　６

　 　７

　 　８

　 　９

　 　10

　 　11

　 　12

　 　13

　 　14

　 　15

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について

専決処分の報告について（訴えの提起について）

専決処分の報告について（羽曳野市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の報告について（平成 24 年度羽曳野市一般会計補正予算（第８号））

繰越明許費繰越計算書について

平成 24 年度羽曳野市水道事業会計継続費の予算繰越しについて

平成 24 年度羽曳野市土地開発公社の決算の報告について

平成 25 年度羽曳野市土地開発公社の事業計画及び予算の報告について

平成 24 年度有限会社はびきのエル・エスの事業状況及び決算の報告について

平成 25 年度有限会社はびきのエル・エスの事業計画及び予算の報告について

平成 24 年度株式会社みのりの里の事業状況及び決算の報告について

平成 25 年度株式会社みのりの里の事業計画及び予算の報告について

平成 24 年度財団法人羽曳野市施設管理公社の事業状況及び決算報告について

平成 25 年度一般財団法人羽曳野市施設管理公社の事業計画及び予算の報告について

報　　　告

承　　　認

承　　　認

承　　　認

報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

議案 47

    　48

    　49

    　50

    　51

       52

       53

       54

    　55

固定資産評価審査委員会委員の選任に係る同意について

羽曳野市立誉田中学校整備工事の請負契約について

羽曳野市立埴生南小学校①③棟耐震補強・老朽改修工事の請負契約について

自動交付機の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

平成 25 年度羽曳野市一般会計補正予算（第１号）

平成 25 年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第１号）

平成 25 年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算（第１号）

平成 25 年度羽曳野市健康ふれあいの郷事業特別会計補正予算（第１号）
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即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決
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議提   1 羽曳野市住宅リフォーム助成条例の制定について 継続審議

請願   2

    　  3

         4

子ども医療費助成を小学校卒業まで求める請願

国民健康保険料の引き下げを求める請願

太陽光パネルの設置を促進する施策の推進を求める請願

継続審議

不採択

不採択

24 年請願 5 留守家庭児童会（学童保育）制度の拡充を求める請願書 一部採択

議案等

番　号
結　果

自由民主党議員団 日本共産党 公明党
新生
はびきの

市民ネット
ワークみらい

日本維新の会
無
会
派

無
会
派

松
村
　
尚
子

黒
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樽
井
佳
代
子

松
井
　
康
夫

広
瀬
　
公
代

嶋
田
　
　
丘

笹
井
喜
世
子

若
林
　
信
一

笠
原
由
美
子

秋
田
　
栄
一

小
田
　
敏
朗

今
井
　
利
三

岩
田
賢
二
郎

吉
田
　
恭
輔

花
川
　
雅
昭

金
銅
　
宏
親

田
仲
　
基
一

上
薮
　
弘
治

林
　
　
義
和

新
岡
　
健
志

報告　3 承　　認 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 議
長
職
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
ず

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 50 即日原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　51 即日原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願　3 不採択 × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ×

　　　 4 不採択 × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ×

☆6月議会で審議された案件と議決結果

☆議案等に対する各議員の状況　(全会一致でない議案等の賛否 )　「○」は賛成・採択　「×」は反対・不採択
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一
般
質
問

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
誉
田
中
学
校
茶
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
》

●
質
問　

新
し
く
フ
ェ
ン
ス
も
つ
く
り
管
理

棟
も
建
設
さ
れ
た
が
、
周
辺
住
民
か
ら
、「
子

供
た
ち
が
遊
べ
な
く
な
っ
た
、
管
理
棟
の
奥

で
ボ
ヤ
騒
ぎ
が
あ
っ
て
不
安
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
災
害
指
定
避
難
所
で
災
害
の
時
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
」
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

茶
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
の
活
用
、
管
理
棟
の

運
営
、
火
災
対
策
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
は
中
学
校
施
設

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
入
り
口
を

錠
に
よ
り
締
め
る
。
管
理
棟
周
辺
は
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
一
般
に
常
時
開
放
し

て
い
る
。
施
設
の
安
全
対
策
は
、
朝
夕
安
全

確
認
を
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
2
台
で
対
応
を
し

て
い
る
。
管
理
棟
の
運
営
は
、
基
本
的
に
は

学
校
施
設
と
し
て
利
用
す
る
が
、
学
校
施
設

開
放
事
業
と
し
て
貸
し
出
し
を
し
て
い
き
た

い
。
災
害
時
に
は
鍵
を
あ
け
開
放
し
て
い
く
。

●
要
望　

市
の
責
任
で
子
供
た
ち
の
遊
び
場

を
つ
く
る
こ
と
、
災
害
時
に
周
辺
住
民
が
安

心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
市
と
し
て
周
知
徹

底
を
し
て
ほ
し
い
。
管
理
棟
は
日
常
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
な
体
制
も
強
く
要
望
。

《
生
活
保
護
費
の
削
減
と
法
の
改
悪
か
ら
市

民
の
命
を
守
る
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

生
活
困
窮
者
の
生
存
を
保
障
す
る

生
活
保
護
法
の
改
悪
と
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
案
が
衆
議
院
で
可
決
。
賛
成
し
た
自
民
・

民
主
・
公
明
・
日
本
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
党
・

生
活
の
党
の
責
任
は
重
大
。
日
本
共
産
党
は

廃
案
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

こ
の
２
法
案
は
、
保
護
を
受
け
る
手
続
の
ハ

ー
ド
ル
を
引
き
上
げ
受
給
者
を
減
ら
し
、
保

護
費
を
圧
縮
す
る
制
度
の
改
悪
。
日
本
弁
護

士
連
合
会
も
窓
口
で
書
類
の
不
備
、
扶
養
の

照
会
で
保
護
申
請
に
一
層
の
萎
縮
的
効
果
を

及
ぼ
す
も
の
で
廃
案
を
求
め
て
い
る
。
生
活

保
護
費
の
削
減
と
法
の
改
悪
の
内
容
、
市
民

の
命
を
守
る
生
活
保
護
の
対
策
と
し
て
、
住

居
が
無
い
人
へ
の
対
応
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

情
報
の
対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

生
活
保
護
基
準
は
本
年
８
月
か
ら

保
護
受
給
者
の
全
世
帯
が
引
き
下
げ
に
な
り

10
％
を
上
限
に
３
年
間
か
け
て
実
施
。
保
護

が
必
要
な
方
に
は
速
や
か
に
保
護
の
決
定
を

行
う
よ
う
事
務
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
へ
の
市
営
住
宅
の
活
用
は

考
え
て
い
な
い
。
孤
立
死
を
防
ぐ
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
情
報
把
握
は
、
関
西
電
力
や
市
水
道

局
と
意
見
交
換
を
持
つ
よ
う
に
し
た
い
。

●
要
望　

生
活
保
護
費
の
削
減
は
言
語
道
断
。

保
護
費
削
減
は
最
低
賃
金
の
低
下
、
国
保
料
・

介
護
保
険
料
・
保
育
料
の
引
き
上
げ
、
就
学

援
助
の
打
ち
切
り
等
38
項
目
に
及
び
、
国
民

全
体
の
生
活
を
切
り
捨
て
る
。
住
居
の
無
い

人
に
は
市
営
住
宅
の
対
応
の
再
検
討
、
関
係

機
関
と
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
情
報
把
握
の
連
携

改
善
を
強
く
要
望
す
る
。

《
国
の
悪
政
か
ら
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
撤
回
、
消
費
税
増
税
ス

ト
ッ
プ
、
憲
法
９
条
と
96
条
を
守
る
こ
と
、

原
発
ス
ト
ッ
プ
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

長
期
的
に
は
原
発
に
依
存
し
な
い

社
会
を
目
指
す
。
憲
法
遵
守
は
行
政
と
し
て

当
然
の
責
務
と
認
識
し
て
い
る
。

●
市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
は
避
け
て
通
れ

な
い
施
策
、
消
費
税
増
税
は
総
合
的
に
判
断

実
施
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

●
要
望　

市
長
は
国
や
大
阪
府
に
対
し
、
住

民
の
暮
ら
し
や
平
和
を
脅
か
す
も
の
に
は
抗

議
行
動
等
を
起
こ
す
こ
と
を
要
望
。

田
仲
基
一
（
日
本
維
新
の
会
）

《
英
会
話
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
現
状
は
。

●
答
弁　

市
内
６
中
学
校
に
２
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
配
置
し
て
い
る
た
め
、
各
中
学
校
へ
は
学

期
に
１
回
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
可

能
な
限
り
小
学
校
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
英
語
力
に
堪
能
な
本
市
職

員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　

受
験
対
策
と
し
て
の
英
語
教
育
と

国
際
視
野
を
生
む
た
め
の
英
会
話
教
育
は
区

別
し
て
進
め
る
べ
き
。
課
外
授
業
、
例
え
ば

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
古
市
古
墳
群

を
子
供
た
ち
が
英
語
で
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
な
ど

身
近
な
事
柄
を
英
語
化
す
る
こ
と
か
ら
、
外

国
語
ア
レ
ル
ギ
ー
を
取
り
除
く
こ
と
を
提

案
。
ま
た
、
生
の
英
語
に
な
れ
親
し
む
こ
と

は
重
要
で
、
そ
の
た
め
の
導
入
費
用
に
つ
い

て
は
ぜ
ひ
拡
充
を
求
め
た
い
。

《
成
人
式
の
運
営
に
つ
い
て
》

●
質
問　

昨
年
か
ら
会
場
が
は
び
き
の
コ
ロ

セ
ア
ム
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
に
変
更
と
な

っ
た
が
、
今
年
は
あ
い
に
く
の
大
雨
で
屋
外

に
出
れ
ず
ご
っ
た
が
え
す
館
内
で
、
記
念
撮

影
す
ら
ま
と
も
に
で
き
ず
、
多
く
の
不
満
を

聞
い
た
。「
来
年
は
私
た
ち
の
よ
う
な
目
に

遭
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
も
言
わ
れ
た
。
成
人
と
し
て
社
会
に

羽
ば
た
く
記
念
日
が
悲
し
い
思
い
出
に
な
ら

な
い
よ
う
、
雨
天
の
リ
ス
ク
も
考
え
、
コ
ロ

セ
ア
ム
に
戻
す
こ
と
を
要
望
し
た
い
。
ま
た

障
が
い
者
の
出
席
に
関
し
て
、
成
人
式
担
当

部
局
に
お
い
て
障
が
い
者
の
把
握
は
困
難
で

あ
り
、
求
め
ら
れ
る
も
の
は
当
事
者
や
家
族
、

支
援
者
し
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
福
祉
部

局
と
連
携
し
、
き
め
細
か
い
環
境
づ
く
り
を

準
備
段
階
か
ら
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

●
答
弁　

25
年
度
成
人
式
は
、
コ
ロ
セ
ア
ム

が
既
に
他
団
体
へ
の
貸
し
出
し
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
で
開
催
す
る
が
、

26
年
度
以
降
は
コ
ロ
セ
ア
ム
を
利
用
す
る
年

度
も
設
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
障
が
い
の
あ

る
方
に
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
成
人
式
に

な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
成
人
式
に

限
ら
ず
、
関
係
部
署
や
地
域
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
職
員
に
よ
る
聞
き
取
り
な
ど
も
行
い
、

障
が
い
の
あ
る
方
も
各
種
行
事
に
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

●
要
望　

こ
の
よ
う
な
形
で
少
し
ず
つ
庁
内

連
携
が
と
れ
、
風
通
し
の
よ
い
行
政
運
営
が

前
進
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

《
観
光
産
業
振
興
に
つ
い
て
》

●
質
問　

商
店
街
活
性
化
の
た
め
軽
ト
ラ
市

を
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
実
際
そ
の

声
を
強
く
聞
く
。
中
西
部
地
域
で
の
開
催
を

求
め
る
。

●
答
弁　

希
望
す
る
声
を
聞
い
て
い
る
。
地

域
イ
ベ
ン
ト
と
の
共
催
な
ど
し
検
討
す
る
。

●
要
望　

軽
ト
ラ
市
と
は
衰
退
す
る
地
方
商

店
街
活
性
化
が
最
大
の
目
的
と
認
識
す
べ
き
。

●
質
問　

遊
休
農
地
の
活
用
に
つ
い
て

以
前
賃
貸
契
約
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の

仲
介
施
策
の
た
め
、
遊
休
農
地
の
実
態
調
査

を
行
い
３
年
が
経
っ
た
が
成
果
は
。

●
答
弁　

中
々
実
績
に
は
結
び
つ
か
な
い
が
、

今
年
度
は
結
び
つ
く
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

●
要
望　

企
業
が
農
に
携
わ
り
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
む
時
代
が
始
ま

っ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
始
め
た
活
用
事
業
を

前
進
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
補
助
事
業
に
つ
い
て
質
問
。
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広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
高
齢
者
の
負
担
を
軽
く
》

●
質
問　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
物
価
は
上
昇
、

年
金
支
給
額
は
、
2
・
5
％
引
き
下
げ
、
消
費

税
は
10
％
に
増
税
。
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

は
耐
え
ら
れ
な
い
大
き
な
連
続
負
担
と
な
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
２
年
ご
と
、
介
護

保
険
料
は
３
年
ご
と
に
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
風
邪
薬
、
湿
布
薬
な
ど
を
保
険
か
ら
外

す
。年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
先
延
ば
し
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
保
険
適
用
を
重
度
者
に
限
定

す
る
。
が
ん
は
３
割
負
担
、
風
邪
は
７
割
負
担

な
ど
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。70
歳
か
ら
74
歳
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
、

今
年
度
も
１
割
負
担
の
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ

た
が
、
早
期
引
き
上
げ
が
試
算
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
生
活
実
態
と
社
会
保
障
改
革
に
よ
る

市
民
へ
の
影
響
を
市
と
し
て
ど
う
捉
え
、
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
。

●
答
弁　

今
回
の
改
革
は
高
齢
者
の
負
担
の
軽

減
策
を
講
じ
る
内
容
。
適
切
に
さ
れ
る
よ
う
、

ま
た
医
療
・
年
金
・
介
護
の
各
制
度
に
必
要
な

国
庫
の
拡
充
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
独
自
の
減
免
は
で

き
な
い
。
介
護
保
険
料
は
11
段
階
に
設
定
し
、

市
独
自
の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
る
。
国
民
健

康
保
険
は
、
き
め
細
か
な
納
付
相
談
と
、
分
納

や
減
免
制
度
を
適
用
し
て
い
る
。
国
の
社
会
保

障
制
度
改
革
の
動
向
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
制
度
や
仕
組
み
が
構
築
さ

れ
る
よ
う
、
市
と
し
て
も
必
要
な
要
望
、
提
言

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
な
ど
一

部
見
直
し
も
あ
る
が
、
消
費
税
の
大
増
税
と
セ

ッ
ト
。
消
費
税
増
税
を
せ
ず
、
大
資
産
家
や

大
企
業
優
遇
税
制
を
や
め
る
べ
き
。
年
金
が

月
１
万
5
千
円
以
上
の
方
に
保
険
料
が
か
か

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
な
ど
、
市

と
し
て
高
齢
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

国
や
府
に
し
っ
か
り
と
意
見
を
言
い
、
市
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
し
て
市
民
の

暮
ら
し
、
命
を
守
る
よ
う
要
望
。

《
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
》

●
質
問　

学
校
・
公
共
施
設
、
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
と
老
朽
化
対
策
の
計
画
に
つ
い
て
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
実
績
と
耐
震
化
目
標

９
割
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
。
老
朽
化
し

た
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
質
問
。

●
答
弁　

今
年
度
、
市
庁
舎
と
市
民
会
館
と

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
実
施
の
予

定
。
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
は
平
成
27
年
度

1
0
0
％
達
成
の
予
定
。
幼
稚
園
の
耐
震
化

や
天
井
材
や
外
壁
、
照
明
器
具
な
ど
、
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
は
、
建
築
技
師
が
い
る
学

校
施
設
整
備
推
進
室
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

学
校
園
施
設
の
改
善
に
順
次
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
木
造
住
宅
耐
震
化
は
平
成
24
年
度 

12
件
。
普
及
に
は
、
広
報
掲
載
や
市
イ
ベ
ン

ト
等
に
参
加
し
、
啓
発
す
る
予
定
。
保
安
上

危
険
で
老
朽
化
し
た
空
き
家
は
、
通
報
や
相

談
が
入
り
次
第
所
有
者
を
調
べ
、
良
好
で
安

全
な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
定
期
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
外
観
目
視
で
実
態

把
握
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望　

減
災
に
有
効
な
建
物
の
耐
震
化
・

老
朽
化
対
策
が
、
大
変
急
が
れ
る
。
市
独
自

の
助
成
も
し
、
地
盤
沈
下
や
塀
な
ど
も
含
め
、

災
害
対
策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
他
質
問　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増

や
さ
な
い
た
め
府
の
支
援
事
業
の
広
報
や
去

勢
・
避
妊
手
術
の
改
善
、
市
独
自
の
助
成
や

支
援
を
要
望
。

上
薮
弘
治
（
日
本
維
新
の
会
）

《
生
活
保
護
受
給
者
の
資
産
保
有
に
つ
い
て
》

●
質
問　

資
産
の
保
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る

例
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

保
有
を
認
め
て
い
る
代
表
に
は
居

住
用
の
土
地
や
家
屋
等
が
あ
る
。
自
動
車
は

条
件
付
き
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

●
質
問　

障
害
者
が
通
院
で
必
要
な
場
合
自

動
車
の
保
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
難
病
者

は
適
応
さ
れ
な
い
の
か
。

●
答
弁　

国
の
見
解
を
前
提
に
医
療
機
関
や

関
係
機
関
大
阪
府
と
も
協
議
し
て
考
え
た
い
。

●
要
望　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
闘
病
さ
れ

て
い
る
母
子
家
庭
が
あ
り
車
の
保
有
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
闘
病
に
専
念
で
き
る

環
境
を
作
り
上
げ
る
の
が
行
政
の
責
務
だ
と

考
え
る
。

《
茶
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
棟
に
つ
い
て
》

●
質
問　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
今
後

の
活
用
法
、
学
生
が
た
む
ろ
す
る
現
状
把
握

に
つ
い
て
。

●
答
弁　

古
市
古
墳
群
の
説
明
を
行
う
歴
史

学
習
に
も
活
用
し
て
価
値
と
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
。
学
生
が
た
ま
り
場
化
し
て
る

現
状
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

●
要
望　

箱
物
を
建
設
す
る
場
合
、
目
的
意

図
を
は
っ
き
り
さ
せ
結
果
も
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
多
目
的
ホ
ー
ル
の
稼
働
率

や
古
墳
に
向
け
た
発
信
能
力
が
市
民
に
伝
わ

ら
な
け
れ
ば
建
物
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
な

い
。
ま
た
古
市
駅
東
広
場
も
含
め
学
生
が
た

ま
り
場
化
し
て
お
り
破
損
被
害
も
発
生
し
て

い
る
。
今
後
夏
休
み
に
入
り
花
火
等
か
ら
火

災
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
今
後
教
育
現
場

で
徹
底
的
な
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

《
洪
水
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
抑
止

策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

今
期
洪
水
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
配
布
さ
れ
る
が
内
容
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

土
砂
災
害
危
険
箇
所
、
被
災
地
の

避
難
所
、
避
難
に
関
す
る
情
報
や
災
害
時
の

注
意
事
項
を
掲
載
す
る
。

●
質
問　

昨
年
当
市
で
も
浸
水
被
害
が
発
生

し
た
。
昨
年
の
経
験
を
も
と
に
ど
の
よ
う
な

抑
止
策
を
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

モ
ニ
タ
ー
カ
メ
ラ
等
の
監
視
で
浸

水
被
害
を
最
小
限
に
食
い
と
め
る
べ
く
24
時

間
体
制
で
水
路
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
担

当
各
課
一
丸
と
な
り
大
雨
の
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

●
要
望　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
に
つ
い

て
は
、
被
害
抑
止
に
つ
な
が
る
配
布
時
期
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
抑
止
策
と
し
て
は

モ
ニ
タ
ー
カ
メ
ラ
等
の
保
守
点
検
を
徹
底

し
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
最
近
竜
巻
の
被
害

等
も
発
生
し
て
い
る
。
今
後
竜
巻
に
つ
い
て

も
市
と
し
て
抑
止
策
を
研
究
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

《
パ
ス
ポ
ー
ト
委
託
業
務
に
つ
い
て
》

●
質
問　

10
月
か
ら
市
役
所
に
お
い
て
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
流

れ
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

申
請
か
ら
交
付
ま
で
は
約
10
日
を

要
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
を
す
る
。

●
要
望　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
な
る
の

で
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
を
し
っ

か
り
決
め
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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林
　
義
和

《
広
告
料
収
入
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
循
環
バ
ス
の
ボ
デ
ィ
ー
へ
の
広

告
、
車
内
の
吊
り
ビ
ラ
等
も
過
去
か
ら
提
言

し
て
き
た
が
、
な
ぜ
長
年
月
が
経
っ
て
も
で

き
な
い
の
か
②
他
市
で
は
市
役
所
１
階
の
市

民
の
た
め
の
窓
口
の
、
例
え
ば
戸
籍
係
と
書

い
た
横
に
広
告
が
吊
る
さ
れ
て
い
た
。
我
が

市
で
も
本
庁
や
別
館
の
１
階
な
ど
に
広
告
を

募
集
し
、
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

●
答
弁　

①
他
市
の
事
例
等
も
参
考
に
、
今

年
度
中
の
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め
た
い
②

設
置
場
所
、
設
置
方
法
、
設
置
費
用
、
広
告

配
置
に
伴
う
見
た
目
の
問
題
、
景
観
の
問
題
、

既
に
実
施
し
て
い
る
市
民
課
前
で
の
モ
ニ
タ

ー
広
告
と
の
調
整
な
ど
、
課
題
も
多
く
、
他

市
の
実
施
状
況
等
も
含
め
今
後
の
検
討
・
研

究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
質
問　

③
他
市
で
は
、
駅
前
通
路
の
市
有

地
で
も
広
告
料
収
入
を
上
げ
て
い
る
。
本
市

で
も
各
駅
の
広
場
等
や
Ｌ
Ｉ
Ｃ
、
コ
ロ
セ
ア

ム
な
ど
、
公
共
施
設
に
広
告
看
板
を
上
げ
る

こ
と
で
、
収
入
に
も
な
り
、
同
時
に
そ
こ
ま

で
努
力
し
て
い
る
市
の
姿
勢
を
市
民
に
見
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
④
広
告
の
業
者
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
行
政
自
ら
出
向
く
べ
き

で
、
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
、

積
極
的
に
行
く
こ
と
が
、
一
番
効
果
が
出
る
。

同
時
に
私
も
以
前
、
税
の
納
付
通
知
に
企
業

の
広
告
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
経
緯
も
あ
り
、

必
要
な
ら
ま
た
私
も
企
業
に
こ
う
い
っ
た
話

を
持
っ
て
い
き
た
い
。

●
答
弁　

③
広
告
代
理
店
に
よ
る
評
価
は
、

各
公
共
施
設
を
広
告
媒
体
と
し
て
活
用
す
る

に
は
非
常
に
難
し
い
と
い
う
判
断
が
出
て

い
る
④
過
去
か
ら
縦
横
す
ぐ
に
動
け
る
政
策

推
進
課
の
新
設
も
し
、
議
員
の
思
い
が
少
し

で
も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
れ
が
同
様
に
今
回
の
広
告
料
に
対
す

る
私
の
姿
勢
で
も
あ
る
。

●
要
望　

積
極
的
に
業
者
に
働
き
か
け
る
姿

勢
が
大
事
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
う
い
っ
た

意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
市
民
に
対

す
る
役
所
の
行
政
改
革
の
努
力
が
表
に
出
て

く
る
こ
と
で
あ
り
、
強
く
要
望
し
て
お
く
。

《
下
水
道
未
整
備
箇
所
の
今
後
の
対
策
は
》

●
質
問　

①
私
道
で
地
権
者
が
わ
か
ら
ず
、

公
共
下
水
道
に
つ
な
げ
な
い
た
め
に
、
市
民

税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
な
ど
を
払

い
な
が
ら
不
公
平
だ
と
非
常
に
憤
り
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
市
民
の
方
が
多
数
お
ら
れ
る
。

掘
削
同
意
を
得
ら
れ
な
い
場
合
の
対
策
は
②

道
路
下
に
水
道
管
、
ガ
ス
管
、
電
気
、
電
話

等
埋
設
物
が
多
く
、
移
設
だ
け
で
莫
大
な
費

用
が
か
か
る
た
め
、
全
く
整
備
の
見
通
し
も

立
っ
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
対
策
は

③
道
路
と
の
レ
ベ
ル
の
差
か
ら
下
水
に
つ
な

げ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
対
策
は
。

●
答
弁　

①
現
行
法
制
度
で
は
、
土
地
所
有

者
の
使
用
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
私
道
に
は
下

水
道
を
入
れ
ら
れ
な
い
。
開
発
業
者
倒
産
の

清
算
人
、
破
産
管
財
人
、
個
人
所
有
の
法
定

相
続
人
を
地
道
に
捜
し
出
す
努
力
を
し
て
い

る
②
ま
だ
ま
だ
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

地
域
が
あ
る
中
、
費
用
対
効
果
か
ら
、
現
時

点
で
の
下
水
道
事
業
と
し
て
立
案
し
に
く
い

③
道
路
よ
り
宅
地
が
低
く
、
下
水
道
本
管
に

宅
地
内
の
排
水
が
自
然
流
下
し
な
い
場
所
で

は
、
家
の
敷
地
か
ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
、
下

水
の
本
管
に
流
し
て
い
る
他
市
の
事
例
が
あ

る
。
汚
水
整
備
目
標
の
85
％
が
完
了
し
た
時

点
で
、
ご
審
議
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

●
要
望　

未
整
備
地
区
の
解
消
に
向
け
て
、

職
員
だ
け
で
は
な
く
、
我
々
議
員
や
地
域
の

役
員
の
方
等
に
も
相
談
す
る
な
ど
努
力
願
い

た
い
。

岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

《
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
向
け
た
取
り
組
み
と
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
関
係
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
今
後
の
市
民
参
加
の
必
要
性
と

協
働
を
ど
こ
ま
で
真
剣
に
考
え
て
い
る
の
か

②
約
1
6
0
0
年
前
に
築
造
さ
れ
た
巨
大
古

墳
群
が
現
在
ま
で
の
間
、
都
市
化
の
中
で
も

周
辺
住
民
と
共
生
し
て
き
た
こ
の
羽
曳
野
市

の
歴
史
文
化
遺
産
を
今
後
、
普
遍
的
な
価
値

と
し
て
の
認
識
を
市
民
が
共
有
し
、
将
来
に

向
け
て
共
生
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
た
「（
仮
称
）
歴
史

と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
市
民
参
加
の
必
要
性
と
協
働
に

つ
い
て
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
た
め
に

は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
強
く
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
百
舌
鳥
・
古

市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
に
向
け
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
、
そ
の

歴
史
的
な
価
値
や
魅
力
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
こ
そ
、
市
民
参
加
あ
る
い
は
協

働
へ
の
第
一
歩
と
考
え
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
史
遊

会
さ
ん
な
ど
市
民
団
体
を
初
め
、
商
工
会
な

ど
の
独
自
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
支
援

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。
②
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い

て
は
、
行
政
へ
の
参
加
を
規
定
す
る
も
の
、

景
観
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
ど
、
非

常
に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
。
世
界
文
化

遺
産
登
録
と
い
う
観
点
に
立
つ
と
、
市
民
一

人
一
人
が
地
域
の
持
つ
魅
力
に
愛
着
と
誇
り

を
持
ち
、
行
政
、
市
民
及
び
事
業
者
が
協
働

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
現

時
点
に
お
い
て
は
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
議
論
は
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

だ
。
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
証
を
進
め
る
一
方
で
、
そ

の
条
例
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
と
の

協
働
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
世

界
文
化
遺
産
登
録
の
早
期
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
意
見　

古
市
古
墳
群
が
世
界
文
化
遺
産
に

な
る
か
な
ら
な
い
か
は
我
々
が
決
め
る
話
で

は
な
く
、
イ
コ
モ
ス
の
委
員
や
ユ
ネ
ス
コ
が

決
め
る
話
だ
。
一
番
大
事
な
の
は
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
動
き
の
中
に
羽
曳
野
市
に
と

っ
て
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
と

私
は
今
ま
で
多
く
言
っ
て
き
た
。

市
民
と
の
協
働
な
ん
て
今
ま
で
羽
曳
野
市
は

や
っ
て
い
な
い
。
歴
代
の
羽
曳
野
市
長
が
や

っ
て
こ
な
か
っ
た
本
当
の
意
味
で
の
市
民
と

の
協
働
を
、
こ
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
り
組
み
の
動
き
の
中
で
、
将
来
の
羽
曳
野

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
真
剣
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
築
き
上
げ
て
い
く
格
好
の
チ
ャ
ン

ス
だ
。
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

提
言
す
る
。
条
例
は
市
民
へ
の
約
束
だ
。
こ

う
い
う
羽
曳
野
市
に
す
る
、
こ
う
い
う
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
条
例
に
表
さ

な
い
で
、
何
に
表
す
の
か
。
改
め
て
古
市
古

墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
動
き

が
、
今
後
の
羽
曳
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と

っ
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
申
し
上

げ
、
12
年
間
の
市
議
会
議
員
と
し
て
の
最
後

の
一
般
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
そ
の
他
質
問　

①
副
市
長
の
役
割
に
つ
い

て　

②
教
育
長
の
羽
曳
野
の
教
育
に
つ
い
て
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松
井
康
夫
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
加
入
者
の

方
々
の
保
険
料
で
、
や
む
な
く
病
気
に
か
か

ら
れ
た
方
へ
の
治
療
費
を
、
加
入
者
全
員
が

負
担
し
て
い
る
市
民
の
健
康
を
守
る
相
互
扶

助
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
国
や
大
阪
府
か
ら

の
補
助
金
も
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
数

年
の
決
算
で
は
、剰
余
金
が
発
生
し
て
い
る
。

加
入
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
よ

り
積
極
的
に
守
っ
て
い
く
施
策
を
、
よ
り
充

実
し
て
い
け
ば
、
結
果
と
し
て
、
疾
病
予
防

へ
の
効
果
が
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
、
制
度
運
営
の
現
状
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
努
力
に
、
ど
の
よ

う
に
報
い
応
え
て
い
か
れ
る
の
か
。

●
答
弁　

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は

国
保
保
健
事
業
の
独
自
の
事
業
で
あ
り
、
国

保
の
市
民
健
診
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
者

と
し
て
実
施
し
て
い
る
特
定
健
診
、
こ
の
検

査
項
目
に
14
項
目
を
追
加
し
実
施
す
る
な
ど

こ
う
し
た
保
健
事
業
の
充
実
・
拡
充
に
剰
余

金
を
活
用
し
還
元
し
て
い
る
。

●
質
問　

治
療
費
な
ど
医
療
給
付
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
方
々
へ
の
健
康
支
援
策
の
拡
充

拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
財
源
と
し
て
国
保

関
係
の
決
算
剰
余
金
を
活
用
し
、
新
た
な
還

元
施
策
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

●
市
長　

剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
過
去
20
年

以
上
の
長
い
年
月
の
中
で
、
一
般
会
計
か
ら

基
準
外
繰
り
入
れ
と
し
て
繰
り
入
れ
て
き
た

結
果
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
一
つ
の
還

元
策
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
に
焦
点
を
当
て

て
考
え
た
い
。
２
つ
目
に
つ
い
て
は
今
で
も

あ
る
前
納
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て
、
思
い
切

っ
て
5
％
10
％
近
い
お
金
を
そ
こ
で
還
元
を

し
、
増
や
し
て
い
く
方
法
も
考
え
て
は
ど
う

か
と
思
っ
て
い
る
。

《
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
‐
O
事
業
」
の
拡

大
に
つ
い
て
、現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

本
事
業
は
市
内
在
住
・
在
学
の
中

学
生
を
対
象
に
、
自
学
自
習
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
土
、
日
曜
日
に
市
役
所
の
会
議

室
を
開
放
し
、
無
料
で
自
学
自
習
の
場
を
提

供
し
て
い
る
。サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
は
、

市
民
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
36
人
と
市
職
員
18
人

の
う
ち
、
中
学
校
の
試
験
等
の
状
況
も
勘
案

し
な
が
ら
、
１
回
当
た
り
7
人
か
ら
９
人
程

度
で
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
っ
て
い
る
。

《
浸
水
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

河
川
し
ゅ
ん
せ
つ
対
策
に
つ
い

て
、
石
川
の
川
底
が
上
昇
し
て
お
り
、
石
川

か
ら
取
水
し
て
い
る
水
路
に
そ
の
影
響
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
日
々
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
大
変
重
要
な

こ
と
で
あ
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
、
対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
田
中
副
市
長　

５
月
に
担
当
課
と
と
も
に

大
阪
府
土
木
事
務
所
に
出
向
き
、
地
元
か
ら

の
要
望
書
を
進
達
す
る
と
と
も
に
、
当
市
と

し
て
要
望
書
を
提
出
し
対
応
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
石
川
水
系
は
、
堆
積
し
た
土
砂
の
除
去

の
必
要
が
あ
る
の
で
、
概
ね
５
年
を
め
ど
に

除
去
を
実
施
。
ま
た
、
一
部
の
水
路
の
取
水

口
付
近
の
土
砂
は
、
適
切
な
時
期
に
川
底
を

平
ら
に
工
事
を
行
う
こ
と
や
、
除
去
し
た
土

砂
の
整
地
は
関
係
す
る
府
民
協
働
の
も
と
一

定
の
協
力
を
行
う
と
の
回
答
を
得
た
。
地
域

と
十
分
協
議
し
な
が
ら
各
課
と
調
整
の
上
、

地
元
と
協
議
し
、
適
切
な
対
応
に
努
め
た
い
。

●
要
望　

し
ゅ
ん
せ
つ
対
策
に
つ
い
て
民
間

の
力
で
解
決
す
る
の
も
一
理
あ
る
と
考
え
る
。

樽
井
佳
代
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

①
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
と
防
犯
灯

の
設
置
状
況
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。
②

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
業
務
継
続
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
。
現
在
の
取
り
組
み
状
況

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
。

●
答
弁　

①
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
平
成
23
年
度

は
府
の
補
助
を
受
け
、
市
内
に
17
台
、
平
成

24
年
度
で
は
市
単
費
で
10
台
を
設
置
し
た
。

平
成
25
年
度
以
降
も
市
の
懸
案
箇
所
等
に
、

年
間
に
10
台
ず
つ
設
置
す
る
。
防
犯
灯
に
つ

い
て
は
、
現
在
市
内
各
町
会
に
９
，
４
２
９

灯
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
市
が
電
気
料
金
を

含
め
た
管
理
費
を
補
助
し
て
い
る
。
そ
の
総

数
は
、
５
年
前
と
比
較
す
る
と
約
４
０
０
灯

増
加
し
て
い
る
が
、
近
年
は
年
間
に
数
十
灯

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
②
地
域
防
災
計
画

は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
が
発
生
し

た
場
合
の
震
度
や
被
害
想
定
な
ど
本
年
５
月

22
日
に
最
終
報
告
が
な
さ
れ
、
今
後
は
府
や

関
西
広
域
連
合
で
検
討
さ
れ
、
府
内
市
町
村

に
既
存
の
地
域
防
災
計
画
を
修
正
す
る
指
針

が
通
知
さ
れ
る
予
定
。
本
市
で
は
、
通
知
後
、

地
域
防
災
計
画
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
新

た
な
地
域
防
災
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
い

く
。
業
務
継
続
計
画
は
、
府
内
業
務
継
続
計

画
策
定
促
進
検
討
会
が
平
成
24
年
度
中
に
３

回
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
も
継
続
し
て
開

催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
府
内
市
町
村
が
協

議
検
討
し
、
災
害
時
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継

続
の
た
め
、
で
き
る
限
り
早
期
の
策
定
を
目

指
し
て
い
る
。

●
要
望　

①
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
、
警
察

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
を
ふ
や
し
、
犯
罪
を

抑
止
す
る
対
策
を
強
く
要
望
②
国
も
府
も
対

策
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
を
し
て
い
る
の
で

取
り
組
み
が
お
く
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
い
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
業
務
継
続
計
画
の

策
定
を
早
急
に
実
施
し
、
新
た
な
計
画
に
基
づ

い
た
対
策
を
要
望
。

●
質
問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

進
捗
状
況
、
今
後
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

計
画
策
定
に
当
た
り
、
子
供
の
人
数

や
保
護
者
の
利
用
に
関
す
る
意
向
な
ど
を
正
確

に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
在
ニ
ー
ズ

調
査
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
版

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
当
た
る
羽
曳
野
市
こ

ど
も
夢
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
ご
意

見
や
ご
提
言
等
を
伺
い
な
が
ら
、
平
成
26
年
度

中
に
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

●
要
望　

子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
よ
う
な
施

策
、
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
元
気
に
活
動
で

き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
市
独
自
の
取
り
組
み

を
強
く
要
望
。

●
質
問　

新
た
に
策
定
す
る
食
育
推
進
計
画
と

健
康
は
び
き
の
21
計
画
の
関
係
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

食
育
推
進
計
画
は
、
国
・
府
が
定
め

る
計
画
を
基
本
と
し
て
、
市
町
村
区
域
内
の
食

育
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
策
定
す
る

も
の
で
、
栄
養
、
食
生
活
の
分
野
で
そ
の
考
え

方
や
目
標
設
定
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
健
康
は

び
き
の
21
計
画
と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
。
両
計
画
は
相
互
連
携
の
も
と
に
策
定

し
た
い
。

●
要
望　

市
で
は
こ
れ
ま
で
幅
広
く
健
康
・
予

防
施
策
を
展
開
し
て
き
て
い
る
が
、
健
康
は
び

き
の
21
計
画
及
び
食
育
推
進
計
画
に
大
変
大
き

な
期
待
も
し
て
い
る
。
特
に
健
診
や
予
防
接
種

の
一
部
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も

引
き
続
き
検
討
し
、
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
一
部
助
成
に
つ
い
て
は
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
。
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花
川
雅
昭
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い
）

《
恵
我
之
荘
周
辺
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　

平
成
26
年
か
ら
府
道
郡
戸
大
堀
線

の
事
業
計
画
化
が
進
め
ら
れ
る
。
府
と
市
の

連
携
体
制
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

●
答
弁　

事
業
着
手
に
向
け
た
事
業
計
画
の

確
認
と
役
割
分
担
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

今
年
度
は
道
路
予
備
設
計
の
発
注
を
行
う
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
も
恵
我
ノ
荘
駅
南
側
広

場
の
予
備
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
用
地

買
収
は
市
が
窓
口
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

●
質
問　

予
備
設
計
に
際
し
、
地
域
の
意
見

聴
取
は
ど
の
よ
う
な
段
階
で
行
う
の
か
。

●
答
弁　

予
備
設
計
に
反
映
で
き
る
段
階
で

地
元
の
意
見
聴
取
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

市
も
地
元
意
向
を
確
認
し
進
め
る
。

●
質
問　

拡
幅
に
伴
う
用
地
買
収
に
入
る
際
、

円
滑
に
実
務
を
す
る
た
め
に
用
途
地
域
の
変

更
が
可
能
と
思
う
が
。

●
答
弁　

用
途
地
域
の
変
更
は
、
平
成
24
年

４
月
よ
り
市
に
権
限
移
譲
さ
れ
、
本
市
の
実

情
に
応
じ
て
街
づ
く
り
と
し
て
必
要
で
あ
れ

ば
、
そ
の
都
度
検
討
で
き
る
。
地
域
や
大
阪

府
と
協
議
し
、
本
市
の
審
議
会
の
承
認
の
も

と
用
途
地
域
の
変
更
は
行
え
る
。

●
質
問　

費
用
確
保
は
大
丈
夫
な
の
か
。
買

収
費
や
経
費
的
な
も
の
、
人
件
費
な
ど
を
含

め
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

府
の
取
得
要
請
が
あ
れ
ば
、
市
の

特
別
会
計
に
お
い
て
事
務
費
な
ど
を
含
め
た

先
行
取
得
を
行
う
予
定
。
今
後
も
事
業
の
早

期
着
手
に
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

●
要
望　

市
民
が
喜
ぶ
事
業
の
推
進
、
用
途

変
更
や
土
地
取
得
費
に
つ
い
て
は
十
分
に
精

査
し
、
事
業
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

《
英
語
教
育
の
充
実
と
今
後
の
教
育
行
政
に
つ

い
て
、
新
体
制
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
》

●
質
問　

市
長
部
局
と
し
て
、
教
育
に
携
わ

っ
て
い
る
事
業
「
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
‐
O
」
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
思
い
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

行
政
全
体
で
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
質
問　

子
供
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を

受
け
さ
せ
て
あ
げ
た
い
の
か
、
教
育
行
政
の

見
解
は
。「
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
‐
O
」
の
参
加
者
の

64
％
が
市
内
６
中
学
校
の
う
ち
の
２
校
で
占

め
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
公
平
に
「
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ

ｙ
‐
O
」
に
参
加
で
き
て
い
な
い
環
境
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

●
教
育
長　

生
き
る
力
を
育
む
と
い
う
理
念

の
も
と
に
、
知
識
や
技
能
の
習
得
と
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
す

こ
と
を
目
標
と
す
る
。

●
安
部
副
市
長　

羽
曳
野
市
の
教
育
を
一
歩

前
に
進
め
る
こ
と
が
私
の
責
任
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。「
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
‐
O
」
を
受
け
る

権
利
の
公
平
性
か
ら
、
当
然
市
内
の
複
数
箇

所
で
行
え
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
現
在
人
員
な

ど
の
問
題
あ
り
、
今
後
、
解
決
に
努
力
す
る
。

●
要
望　

教
育
委
員
会
は
教
育
に
特
化
し
た

組
織
で
あ
る
、
固
着
観
念
が
強
く
そ
れ
が
組
織

運
営
上
弊
害
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
羽
曳
野
市
の
子
供
た
ち
を
愛
し
て
い
た

だ
け
る
と
信
じ
て
い
る
。
新
体
制
が
今
後
の

教
育
行
政
の
見
本
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問　

◇
東
大
塚
美
陵
線
松
原

側
の
工
事
の
影
響
は
◇
南
側
駅
前
広
場
に
進

入
す
る
南
恵
我
之
荘
８
丁
目
か
ら
の
動
線
に

つ
い
て
◇
北
側
駅
前
広
場
は
廃
止
に
な
る
の

か
。
緊
急
事
態
の
た
め
の
恵
我
之
荘
５
丁
目

の
道
路
計
画
は
◇
駅
前
南
側
広
場
の
活
用
は

◇
小
学
校
の
語
学
力
に
つ
い
て
。
な
ど

7

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
胃
が
ん
検
診
ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い
て
》

●
質
問　

実
施
さ
れ
て
い
る
胃
が
ん
検
診
の

項
目
は
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
で
、
ピ
ロ
リ

菌
検
査
は
推
進
し
て
い
な
い
。
胃
が
ん
も
感

染
症
を
原
因
と
す
る
が
ん
で
ピ
ロ
リ
菌
は
胃

の
粘
膜
に
生
息
す
る
菌
で
あ
る
。
公
明
党
の

推
進
に
よ
り
本
年
２
月
21
日
か
ら
ピ
ロ
リ
菌

の
除
去
に
保
険
が
適
応
さ
れ
た
。
市
で
も
血

液
検
査
に
よ
る
リ
ス
ク
判
定
の
導
入
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
か
を
質
問
。

●
答
弁　

検
査
基
準
や
有
効
性
等
調
査
研
究

し
て
い
く
。

●
質
問　

ピ
ロ
リ
菌
の
リ
ス
ク
検
査
の
メ
リ

ッ
ト
は
①
健
康
な
人
は
精
密
検
査
を
受
け
な

く
て
も
よ
い
②
が
ん
の
危
険
因
子
を
早
期
に

発
見
で
き
る
③
リ
ス
ク
を
絞
り
込
み
が
ん
の

早
期
発
見
が
出
来
る
等
。
市
長
は
リ
ス
ク
検

査
を
ど
う
考
え
る
か
質
問
。

●
市
長　

検
査
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

治
療
よ
り
も
予
防
の
観
点
か
ら
が
ん
対
策
に

重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
、
今
年
度
中
に
ま

と
め
来
年
度
に
は
示
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

市
長
の
英
断
を
有
難
く
思
う
。
羽

曳
野
市
か
ら
胃
が
ん
撲
滅
そ
し
て
健
康
増
進

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

《
中
学
校
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
‐
O
に
つ
い
て
》

●
質
問　

民
生
産
業
委
員
会
視
察
で
埼
玉
県

ア
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
視
察
に
行
っ
た
。
生
活

保
護
受
給
者
に
対
す
る
教
育
・
就
労
・
住
宅

支
援
の
総
合
支
援
を
総
称
す
る
も
の
で
今
回

は
就
学
支
援
に
つ
き
質
問
す
る
。
生
活
保
護

で
育
っ
た
中
学
生
の
４
人
に
１
人
が
再
び
保

護
を
受
け
る
デ
ー
タ
が
あ
る
。
生
活
保
護
受

給
者
世
帯
の
中
学
生
に
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
‐
O
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
し
て
い
る
か
、
ま
た
貧
困
の

連
鎖
を
防
ぐ
取
り
組
み
は
ど
う
か
を
質
問
。

●
答
弁　

貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
学
習
支

援
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ

ｙ
‐
O
は
格
好
の
場
と
し
て
積
極
的
に
参
加

で
き
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
く
。

●
要
望　

ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
‐
O
を
活
用
し
個
人

の
能
力
を
開
花
さ
せ
将
来
に
対
し
て
希
望
と

自
信
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
地
域
防
災
計
画
の
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

Ｈ
25
年
度
地
域
防
災
計
画
の
推
進

状
況
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
質
問
。

●
答
弁　

国
の
防
災
会
議
が
５
月
22
日
に
よ

う
や
く
最
終
報
告
が
な
さ
れ
、
今
後
府
、
広

域
連
合
で
検
討
さ
れ
地
域
防
災
計
画
を
修
正

す
る
指
針
が
通
知
さ
れ
る
。
既
存
の
地
域
防

災
計
画
を
修
正
し
適
切
な
対
応
を
迅
速
に
出

来
る
よ
う
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

●
質
問　

市
の
実
情
に
基
づ
い
た
防
災
減
災

上
の
問
題
点
の
見
直
し
、
対
策
・
審
議
追
加

項
目
等
が
検
討
協
議
さ
れ
る
事
が
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
３
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
病
院

前
の
門
前
救
護
所
や
災
害
時
の
医
療
品
の
備

蓄
な
ど
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
を
質
問
。

●
答
弁　

医
師
会
の
意
見
を
頂
き
な
が
ら
防

災
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
質
問　

今
こ
そ
市
長
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

防
災
減
災
そ
し
て
医
師
会
の
い
う
災
害
医
療

体
制
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
考
え
て
い
る

か
を
質
問
。

●
市
長　

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
施
策
、

特
に
医
師
会
と
の
災
害
時
体
制
に
つ
い
て
は

受
け
止
め
て
い
く
。

●
要
望　

地
域
防
災
計
画
は
大
震
災
に
備
え

た
見
直
し
が
必
要
。
市
民
の
命
・
健
康
を
守

る
た
め
医
師
会
と
の
腹
を
割
っ
た
協
議
を
大

切
に
行
っ
て
頂
く
事
を
強
く
要
望
す
る
。
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　

こ
の
間
特
定
健
診
や
前
立
腺
が
ん

検
診
な
ど
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
子
ど
も
医
療
費
助
成
や
妊
婦
健
診
助
成
な

ど
は
、
せ
め
て
近
隣
市
並
み
の
水
準
に
引
き

上
げ
る
こ
と
や
、
特
定
健
診
の
無
料
化
を
す

す
め
る
べ
き
だ
が
考
え
は
。
ま
た
国
保
会
計

で
の
20
億
円
を
超
え
る
剰
余
金
の
活
用
は
。

●
答
弁　

個
別
の
事
業
は
他
市
と
比
較
し
、

違
い
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ト
ー
タ

ル
的
に
引
き
上
げ
る
形
で
の
事
業
実
施
は
あ

ま
り
効
果
が
な
い
。
市
民
の
関
心
あ
る
保
健

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
国
保
の
剰
余

金
の
活
用
は
、
昨
年
度
か
ら
国
保
の
人
間
ド

ッ
グ
や
市
民
健
診
に
6
5
4
1
万
円
を
保
険

料
の
賦
課
総
額
か
ら
差
し
引
い
て
活
用
。

●
要
望　

市
民
の
関
心
を
持
つ
事
業
を
す
す

め
る
な
ら
、
市
民
の
願
い
の
強
く
近
隣
市
と

比
べ
て
の
格
差
の
あ
る
子
ど
も
医
療
費
助
成

や
妊
婦
健
診
助
成
を
充
実
す
べ
き
。

《
橋
下
大
阪
市
長
に
よ
る
大
阪
市
の
混
乱
に

つ
い
て
の
市
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
橋
下
市
長
の
「
慰
安
婦
制
度
は

必
要
だ
っ
た
」
な
ど
の
暴
言
は
、
女
性
蔑
視

の
み
な
ら
ず
、
人
間
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
り
、

歴
史
認
識
を
ゆ
が
め
る
も
の
で
あ
る
と
、
国

内
外
か
ら
批
判
が
広
が
っ
て
い
る
。
橋
下
市

長
の
公
人
と
し
て
の
資
格
が
問
わ
れ
て
い
る

が
、
市
の
見
解
は
。
②
水
道
事
業
の
統
合
は

2
重
行
政
の
象
徴
と
も
言
わ
れ
て
き
た
が
、

大
阪
市
議
会
で
否
決
さ
れ
た
。
今
後
と
当
市

へ
の
影
響
は
。
③
大
阪
都
構
想
の
2
重
行
政

解
消
で
ム
ダ
を
な
く
す
と
い
う
実
態
は
、
府

民
・
市
民
に
必
要
な
施
設
破
壊
や
共
有
財
産

を
売
り
、
福
祉
切
り
捨
て
に
つ
な
が
る
行
政

改
革
で
あ
る
が
、
こ
の
改
革
が
羽
曳
野
市
民

に
与
え
る
影
響
は
。
④
八
尾
空
港
へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
も

無
視
し
た
橋
下
市
長
の
や
り
方
に
抗
議
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。
羽
曳
野
市
民
の
安
全
や

財
産
を
危
険
に
さ
れ
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

●
市
長　

①
④
橋
下
市
長
に
よ
る
大
阪
市

政
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
影
響
は
な
い
。
慰

安
婦
問
題
も
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
問
題
も
、

大
阪
市
長
ま
た
政
党
の
代
表
の
発
言
で
あ

り
、
私
自
身
何
の
興
味
も
な
い
の
で
答
え
ら

れ
な
い
。
②
③
水
道
事
業
あ
る
い
は
2
重
行

政
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
す
す
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
道
事
業
は
大
阪

市
で
否
決
さ
れ
た
が
、
私
は
否
定
し
て
お
く

も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
2
重
行
政
を
解
消

し
て
、
効
率
の
い
い
、
効
果
的
な
行
政
を
や

っ
て
い
く
た
め
に
も
必
要
。

●
要
望　

慰
安
婦
問
題
、
オ
ス
プ
レ
イ
問
題

に
「
何
の
影
響
も
な
い
、
何
の
興
味
も
な
い
」

と
い
う
発
言
に
び
っ
く
り
し
た
。
市
長
に
は
橋

下
市
長
へ
慰
安
婦
発
言
の
謝
罪
、
撤
回
を
求
め

る
こ
と
。
ま
た
オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
受
け
入

れ
反
対
を
表
明
し
、
羽
曳
野
市
民
の
命
と
財
産

を
守
る
立
場
を
貫
く
よ
う
強
く
要
望
。

《
高
鷲
・
島
泉
地
域
の
公
園
づ
く
り
、
子
ど

も
の
遊
び
場
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　

高
鷲
・
島
泉
地
域
の
公
園
整
備
は

喫
緊
の
課
題
。
土
地
確
保
の
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
探
る
べ
き
だ
が
考
え
は
。

●
答
弁　

羽
曳
野
市
域
全
体
の
現
状
と
地
区
、

地
域
の
状
況
の
調
査
を
行
い
、
空
間
ス
ペ
ー

ス
の
利
活
を
視
野
に
入
れ
精
査
し
て
い
く
。

●
要
望　

12
年
間
繰
り
返
し
こ
の
地
域
の

公
園
づ
く
り
を
質
問
し
て
き
た
。
休
止
状
態

の
八
尾
富
田
林
線
の
暫
定
利
用
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
。

今
井
利
三
（
新
生
は
び
き
の
）

《
羽
曳
野
市
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　

埴
生
小
学
校
に
つ
い
て
、
日
々
の

業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
た
め
に
業
者
の
依

頼
は
す
る
の
か
。

●
答
弁　

移
転
作
業
に
伴
う
引
越
し
作
業
に

つ
い
て
は
、
学
校
と
も
十
分
に
相
談
し
な
が

ら
教
師
の
負
担
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
な
る

よ
う
、
職
員
も
協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
。

●
質
問　

小
学
校
エ
リ
ア
と
中
学
校
エ
リ
ア

区
分
の
明
確
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

こ
れ
ま
で
も
学
校
と
も
十
分
に
協

議
し
、
通
常
の
授
業
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ

う
で
き
る
限
り
小
学
生
と
中
学
生
の
交
差
を

少
な
く
す
る
形
で
決
定
し
、
今
後
と
も
状
況

を
見
な
が
ら
学
校
と
十
分
協
議
し
対
応
す
る

●
質
問　

P
T
A
と
の
継
続
的
な
話
し
合
い

は
。

●
答
弁　

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
十
分
に

話
し
合
い
進
め
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

教
職
員
の
現
状
は
、
教
職
員
が
不

足
し
て
い
る
事
態
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
羽
曳
野
市
の
現
状
は
。

●
答
弁　

こ
こ
数
年
、
大
阪
府
全
体
と
し
ま

し
て
教
員
不
足
、
講
師
不
足
が
あ
り
、
昨
年

度
か
ら
特
定
教
科
だ
け
で
は
な
く
、
小
・
中

学
校
と
も
に
全
体
的
な
教
員
不
足
、
講
師
不

足
に
陥
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
欠
員
補
充

の
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
。

●
要
望　

P
T
A
の
保
護
者
の
方
は
何
を
す

る
に
し
て
も
不
満
が
つ
き
ま
と
う
。
継
続
的

な
話
し
合
い
の
要
望
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
教
育
長
に
は
、
教
育
長
協
議
会
の
中

で
教
職
員
の
不
足
を
取
り
上
げ
、
協
議
会
に

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
公
共
施
設
運
営
に
つ
い
て
》

●
質
問　

L
I
C
・
コ
ロ
セ
ア
ム
の
運
営
状

況
と
、
コ
ロ
セ
ア
ム
の
修
繕
に
つ
い
て
。
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
啓
発
は
。

●
答
弁　

広
く
市
民
の
方
々
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
後
と
も
連
携
を
強
化
し
充

実
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
故
障
の
多
い

浴
槽
や
洗
面
所
な
ど
水
回
り
の
修
繕
は
完
了

し
て
い
る
。
コ
ロ
セ
ア
ム
を
使
い
世
界
文

化
登
録
に
向
け
て
の
啓
発
は
可
能
で
あ
る
。

P
R
物
品
に
つ
い
て
は
世
界
文
化
遺
産
推
進

室
の
要
請
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

大
阪
府
食
と
み
ど
り
技
術
セ
ン
タ

ー
内
の
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
当
市
の
メ
リ
ッ
ト
と
、
隣
接
す
る
羽
曳

が
丘
９
丁
目
に
対
す
る
対
応
は
。

●
答
弁　

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
施

設
活
用
ゾ
ー
ン
と
施
設
学
習
ゾ
ー
ン
で
構
成
。

羽
曳
が
丘
９
丁
目
東
隣
り
の
自
然
活
用
ゾ
ー

ン
に
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
と
動
物
ふ
れ
あ
い
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
場
所
や
森
林
浴
、
自
然
観
察

な
ど
憩
い
の
場
所
に
な
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

管
理
は
府
で
行
う
と
聞
い
て
い
る

が
地
元
の
人
に
対
し
て
も
府
と
し
て
し
っ
か

り
説
明
す
る
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
。

《
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
》

●
質
問　

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立
し

た
日
常
生
活
を
す
る
た
め
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
制
度
が
あ
る
が
、
課
題

も
出
て
き
て
い
る
。
設
置
状
況
、
指
導
要
綱

は
あ
る
の
か
聞
く
。

●
答
弁　

障
害
者
支
援
法
に
基
づ
く
共
同
生

活
介
護
及
び
共
同
生
活
援
助
の
ケ
ア
ホ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
都
道
府
県
知
事

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
指

導
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
指
定
障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
監
査
実
施
要
綱
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

10
年
後
20
年
後
を
頭
に
入
れ
市
と

し
て
障
害
の
あ
る
方
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
施
策

で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

8
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丘
（
日
本
共
産
党
）

《
人
間
ら
し
く
働
け
る
雇
用
を
》

●
質
問　

雇
用
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題

を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
労
働

相
談
な
ど
で
悩
み
や
不
満
な
ど
に
向
き
合
う

こ
と
も
必
要
だ
が
ど
う
か
。
ま
た
、
生
活
で

き
る
給
与
体
系
を
示
す
た
め
に
も
公
契
約
条

例
の
制
定
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

総
務
省
統
計
局
で
就
業
、
非
就
業

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
月
調
査
を
し

て
い
る
。
平
成
25
年
１
月
～
３
月
の
集
計
で

は
、
正
規
の
労
働
者
が
53
万
人
減
少
し
、
非

正
規
が
65
万
人
増
加
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
柏
原
や
羽
曳
野
市
商
工

会
と
連
絡
体
制
を
確
立
し
、
逐
次
情
報
交
換

に
努
め
て
い
る
。
労
働
相
談
に
つ
い
て
は
相

談
内
容
に
応
じ
、
担
当
す
る
機
関
等
を
案
内

し
て
い
る
。
ま
た
、
羽
曳
野
労
働
基
準
監
督

署
内
に
羽
曳
野
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
専
門
的
な
労
働
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

公
契
約
条
例
は
、
国
や
導
入
済
み
の
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
、
公
契
約
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

雇
用
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
派
遣

労
働
を
は
じ
め
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
、
労
働
者
を
使
い
捨
て
に
す
る
と
い

う
悲
惨
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
実
態

を
知
る
上
で
、
独
自
に
労
働
相
談
窓
口
を
設

置
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
公
契
約
条
例
は
、

高
水
準
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
し
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
労
働
条
件
を
つ
く
る
こ
と

に
な
り
、
民
間
企
業
に
も
波
及
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

●
答
弁　

提
案
さ
れ
た
相
談
内
容
を
含
め
、

市
役
所
か
ら
近
い
労
働
基
準
監
督
署
の
相
談

窓
口
を
紹
介
す
る
の
が
好
ま
し
い
。
公
契
約

条
例
は
、
適
正
な
労
働
条
件
を
確
保
す
る
た

め
、
労
働
者
の
賃
金
等
に
つ
い
て
最
低
額
以

上
の
賃
金
の
支
払
い
を
義
務
づ
け
る
も
の
だ

が
、
導
入
済
み
の
自
治
体
の
内
容
の
検
証
や

問
題
点
な
ど
抽
出
す
れ
ば
、
現
時
点
に
お
い

て
は
ま
だ
課
題
が
多
い
。

●
要
望　

人
間
ら
し
く
働
く
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
、
生
活
で
き
る
給
料
に
し
て
い
く
こ

と
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
。

《
学
校
施
設
の
整
備
を
》

●
質
問　

学
校
の
耐
震
化
が
緊
急
の
課
題
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
他
の
教
育
環
境
の
整
備

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
暑

さ
対
策
と
し
て
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
ど
う
考

え
る
の
か
、
老
朽
化
し
た
施
設
や
設
備
の
改

善
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

●
答
弁　

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

特
別
教
室
で
の
設
置
を
進
め
て
き
た
が
、
普

通
教
室
へ
の
設
置
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

施
設
や
設
備
の
改
善
等
に
つ
い
て
は
安
全
性

や
緊
急
性
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
随
時
行
っ

て
い
る
。

●
要
望　

学
校
施
設
の
老
朽
化
の
改
善
や
エ

ア
コ
ン
設
置
の
問
題
で
、
必
ず
ネ
ッ
ク
と
な

る
の
が
財
政
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
教
育

に
お
金
を
か
け
る
、
こ
れ
は
未
来
社
会
を
豊

か
に
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
問
題
と

と
ら
え
、
改
善
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
公
共
施
設
循
環
バ
ス
の
充
実
を
》

●
質
問　

路
線
の
見
直
し
、
検
討
で
、
交
通

不
便
地
に
停
留
所
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

●
答
弁　

循
環
バ
ス
は
、
現
時
点
で
市
域
全

域
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
道
路
の
整
備
状
況
、
住
宅
開
発
状
況
を
見

極
め
路
線
の
見
直
し
等
を
含
め
、
引
き
続
き
市

民
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

金
銅
宏
親
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い
）

《
支
援
学
級
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
内
の
平
成
25
年
度
の
小
学
校
、

中
学
校
の
支
援
学
級
の
ク
ラ
ス
数
と
担
任
数

と
児
童
・
生
徒
の
在
籍
数
、
市
内
の
支
援
学

級
の
小
・
中
学
校
の
支
援
員
人
数
。

●
安
部
副
市
長　

支
援
学
級
、
小
学
校
54
学

級
、
中
学
校
19
学
級
の
合
計
73
学
級
、
在
籍
生

徒
数
、
小
学
校
2
3
7
名
、
中
学
校
83
名
で
合

計
3
2
0
名
、
支
援
員
の
数
は
総
数
13
名
。

●
質
問　

平
成
25
年
度
の
支
援
学
級
数
、
在

籍
者
数
と
支
援
員
の
数
を
他
市
と
比
較
し
て

み
る
と
、
羽
曳
野
市
は
小
・
中
学
校
合
わ
せ

て
73
ク
ラ
ス
の
在
籍
生
徒
及
び
児
童
数
合
計

3
2
0
人
に
対
し
て
、
小
・
中
学
校
支
援
員

は
た
っ
た
の
11
人
。
柏
原
市
は
小
・
中
学
校

合
わ
せ
て
39
ク
ラ
ス
の
在
籍
生
徒
及
び
児
童

数
は
合
計
1
6
0
人
に
対
し
て
、
45
人
。
藤

井
寺
市
は
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
30
ク
ラ
ス

の
在
籍
生
徒
及
び
児
童
数
は
1
2
2
人
に
対

し
て
支
援
員
は
29
人
、
羽
曳
野
市
の
支
援
学

級
の
受
け
入
れ
が
充
実
し
て
お
れ
ば
、
支
援

学
級
に
通
わ
せ
た
と
思
っ
て
い
る
保
護
者
も

お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
羽
曳
野
、
柏

原
、
藤
井
寺
を
比
べ
て
み
る
と
、
支
援
学
級

の
ク
ラ
ス
数
、
支
援
学
級
の
在
籍
数
が
一
番

多
い
羽
曳
野
市
の
支
援
員
が
他
市
に
比
べ
て

少
な
い
理
由
。
在
籍
数
を
見
れ
ば
、
小
学
校
、

中
学
校
で
も
支
援
員
の
配
置
人
数
が
少
な
過

ぎ
る
こ
と
は
明
確
だ
。
今
後
、
羽
曳
野
市
と

し
て
支
援
学
級
の
支
援
員
を
ふ
や
し
て
充
実

し
て
い
く
考
え
が
あ
る
の
か
。

●
教
育
長　

幼
・
小
・
中
学
校
園
で
支
援
を

要
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
支
援
学
級
、
支

援
員
の
数
、
他
市
と
の
違
い
が
あ
る
の
も
認

識
し
て
い
る
。
支
援
員
の
配
置
状
況
、
現
状

の
把
握
に
努
め
、
状
況
に
応
じ
て
今
後
の
対

策
を
検
討
す
る
。

●
安
部
副
市
長　

つ
い
こ
の
前
ま
で
現
場
を

預
か
っ
て
い
た
者
と
し
て
、
支
援
学
級
の
希

望
者
が
ふ
え
、
支
援
学
級
の
数
が
ふ
え
て
き

て
い
る
こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
認
識
を
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
現
在
各

学
校
に
配
置
し
て
い
る
市
単
費
で
加
配
し
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
的
支
援
を
、
委
員
会
と

の
協
議
を
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し

よ
い
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

私
自
身
、
柏
原
市
や
藤
井
寺
市
の

支
援
員
の
人
数
が
多
い
の
で
、
単
純
に
羽
曳

野
市
も
ふ
や
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
各
小
学
校
、
中
学
校
の
現
状
を

見
る
と
、
小
学
校
14
校
、
中
学
校
６
校
の
合

計
20
校
の
支
援
学
級
の
在
籍
人
数
が
3
2
0

人
も
お
ら
れ
る
の
に
、
小
・
中
学
校
の
介
護

学
級
の
支
援
員
が
11
人
で
は
余
り
に
も
少
な

過
ぎ
る
。
こ
の
人
数
で
在
籍
児
童
や
生
徒
に

対
し
十
分
な
支
援
教
育
が
で
き
る
は
ず
が
な

い
。
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
誇
り
に
思

え
る
町
、
羽
曳
野
市
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
町
で
あ
る
こ
と
を
望
み
、
支
援
学
級

の
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
と
こ
ろ
に

必
要
な
人
数
の
支
援
員
を
配
置
す
る
、
こ
れ

こ
そ
が
教
育
の
充
実
だ
と
考
え
る
。
早
急
に

各
学
校
に
必
要
な
人
数
の
支
援
員
の
方
を
増

員
し
、
保
護
者
の
選
択
肢
の
中
で
、
子
供
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
、
子
供
を
安
心
し
て

地
元
の
小
学
校
や
中
学
校
に
通
学
で
き
る
よ

う
、
今
後
の
羽
曳
野
市
の
教
育
の
充
実
、
実

現
を
強
く
強
く
要
望
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問　

軽
ト
ラ
市
の
今
後
の
予

定
、
羽
曳
野
市
と
し
て
考
え
る
観
光
の
柱
、

羽
曳
野
市
と
し
て
観
光
部
門
の
方
向
性
及
び

計
画
。

9



市議会だより

−市議会だより　2013.8.1− 35

総
務
文
教
常
任
委
員
会

10

民
生
産
業
常
任
委
員
会

定
例
会
の
あ
ゆ
み

委
員
長
　
岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

◎
平
成
24
年
請
願
第
５
号
「
留
守
家
庭
児
童

会
（
学
童
保
育
）
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
請

願
書
」
に
つ
い
て
（
継
続
審
査
分
）

　

審
査
の
結
果
、
保
育
時
間
の
延
長
の
一
部

採
択
が
妥
当
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
本
請

願
は
一
部
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
請
願
第
４
号
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を

促
進
す
る
施
策
の
推
進
を
求
め
る
請
願
」
に

つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
不
採
択
す
べ
き
者
多
数
に

よ
り
、
本
請
願
は
不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

5
月
28
日
㈫ 

○
議
会
運
営
委
員
会

6
月
3
日
㈪ 

○
本
会
議
第
1
日
目

               

・
議
案
審
議

6
月
12
日
㈬ 

○
本
会
議
第
2
日
目

               

・
一
般
質
問
（
5
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　

 

○
幹
事
長
会
議

6
月
13
日
㈭ 

○
本
会
議
第
3
日
目

               

・
一
般
質
問
（
5
議
員
質
問
）

               

○
幹
事
長
会
議

6
月
14
日
㈮ 

○
本
会
議
第
4
日
目

               

・
一
般
質
問
（
4
議
員
質
問
）

6
月
19
日
㈬ 

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

6
月
20
日
㈭ 

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

6
月
21
日
㈮ 

○
建
設
企
業
常
任
委
員
協
議
会

               

○
幹
事
長
会
議

6
月
26
日
㈬ 

○
古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産

　
　
　
　
　
　
　

登
録
特
別
委
員
会　

6
月
28
日
㈮ 

○
議
会
運
営
委
員
会

               

○
本
会
議
第
5
日
目

               

・
委
員
長
報
告
等

               

・
追
加
議
案
審
議

               

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

               

○
幹
事
長
会
議

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
日
程

　

第
３
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
、
10
時
か

ら
で
す
。

10
月
1
日
㈫ 

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
2
日
㈬ 

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
3
日
㈭ 

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
4
日
㈮ 

議
会
運
営
委
員
会

10
月
7
日
㈪ 

本
会
議
（
議
案
審
議
）

10
月
16
日
㈬ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
月
17
日
㈭ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
月
18
日
㈮ 

予
備
日

10
月
22
日
㈫ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

10
月
23
日
㈬ 

予
備
日

10
月
28
日
㈪ 

民
生
産
業
常
任
委
員
会

10
月
29
日
㈫ 

予
備
日

10
月
30
日
㈬ 

建
設
企
業
常
任
委
員
会

11
月
6
日
㈬ 

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
の
都
合

に
よ
り
、
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

委
員
長
　
笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

◎
請
願
第
２
号
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
小

学
校
卒
業
ま
で
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
継
続

審
査
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
請
願
第
３
号
「
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
不
採
択
と
す
べ
き
者
多
数

に
よ
り
、
本
請
願
は
不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

◎
議
員
提
出
議
案
第
１
号
「
羽
曳
野
市
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
本
件
は
慎
重
に
議
論
す
べ

き
と
し
て
、
継
続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。

総務文教常任委員会視察
○日程　４月 23 日～ 24 日
○視察先及び視察内容

【島根県大田市】
○議会基本条例について
○ 世界文化遺産に登録された「石見銀

山遺跡とその文化的景観」について

民生産業常任委員会視察
○日程　４月 25 日～ 26 日
○視察先及び視察内容

【埼玉県】
○生活保護受給者チャレンジ支援事業（ｱｽﾎﾟ
ｰﾄ）について

【埼玉県 坂戸市】
○坂戸市葉酸プロジェクトについて

建設企業常任委員会視察
○日程　４月 22 日～ 23 日
○視察先及び視察内容

【東京都墨田区】
○景観基本計画について

【神奈川県鎌倉市】
○自転車安全総合推進計画について古市古墳群世界文化遺産登録特別委員会の活動

○昨年４月 17 日　古市古墳群視察（羽曳野市域）
○昨年９月 28 日　古市古墳群視察（藤井寺市域）
○平成 25 年２月 15 日　近つ飛鳥博物館見学
　　　　　　　　　　　  及び講演会

「百舌鳥・古市古墳群の出現は何を物語るのか」
○３月 22 日　百舌鳥古墳群視察
　委員を中心に、市議会として視察等を行った。

編集後記

　今月号の市議会だよりは、平成 25 年
第２回定例会の議案審議の内容と一般質
問（14 名）および各常任委員会や特別
委員会を中心に報告いたします。
　任期満了に伴う羽曳野市議会議員選挙

（定数 20 名→ 18 名：定数２減）が９月
１日告示、９月８日投開票に予定されて
おります。現在の、編集委員での最後の
市議会だよりになります。
　次回からは、新たな編集委員のもとで
市民の皆さんが求められている市議会だ
よりを目指してまいりますので、ご支援
ご指導の程よろしくお願いいたします。
今後とも、市民の皆様からのご意見ご要
望をお寄せください。

《市議会だより編集委員会》

　　花川　雅昭　　　樽井佳代子

　　秋田　栄一　　　笹井喜世子　　

　　今井　利三　　　岩田賢二郎　　

　　松井　康夫

社会福祉協議会社会福祉協議会
社協の地域福祉活動協力金にご協力をお願いします

総合福祉センター　１階⑦番
◆☎958-2315　◆FAX958-3853
◆http：//www．hasyakyo．net/
◆メール hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

国際ソロプチミスト大阪みささぎ

ビオラの集い

吉村　義孝

四ツ葉のクローバーの皆様

羽曳野市商工会
チャリティゴルフコンペ実行委員会

服部　品子

羽曳野市環境衛生事業協同組合

(株)ハートウィング

真銅　善夫

 ￥50,000

￥3,000

￥10,000

￥2,000

￥108,050

￥3,000

￥30,000

車イス

ぶどう1.2kg　100箱

善意のご寄付ありがとうございます
（平成25年6月）（敬称略）

夏休みは気がゆるみやすく、解放感から子どもが非行に走りやすい時期と言われています。
家庭・地域で子ども達を見守り、夜遊びや喫煙など非行の兆しを見逃さないことが大切です。

◎ 家庭では！
日頃から子どもとコミュニケーションを
とりましょう。
話し合える環境をつくりましょう。

◎ 地域では！
積極的な「あいさつ・声かけ」運動を実施し、
地域で見守っていることを子ども達に意識
させましょう。

地域社会が一体となった少年非行・犯罪被害の防止地域社会が一体となった少年非行・犯罪被害の防止
～ 見てないで　さしのべてあげて　あなたの手 ～～ 見てないで　さしのべてあげて　あなたの手 ～

夏は　　　　　　　　　がいっぱい！危険な誘惑

◆愛の献血にご協力ください♥

 ８月 ９日（金）

 ９月１３日（金）

１０月１１日（金）

LICはびきの
（羽曳野ライオンズクラブ共催）

ミートプラザ

羽曳野市役所

受付時間　１０：００～１２：００
１３：００～１６：３０

血液センターからの申し出により400ml献血限
定での受付になります。
献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の次
回献血可能日】をご確認ください。
※本人確認のため、受付時に身分証明書（免許証・
保険証等）の提示をお願いする場合があります。

訪問介護職員（登録ヘルパー）を
募集しています
資格　ヘルパー 2級以上
詳しくは社会福祉協議会まで
お問い合わせください。

～ 正義感　使命感　を持った　あなたを求む ～～ 正義感　使命感　を持った　あなたを求む ～
大阪府警察官募集大阪府警察官募集

○　問合せ

大阪府警察官採用センター
　フリーダイヤル　０１２０－３７０－３１４

◆ベビっこひろば

８月の「ベビっこひろば」はお休みです。

問合せ　ベビーハウス社協　☎９３０－０２４０

○　平成２５年度大阪府警察官（巡査）第2回採用選考
７月1日（月）から８月7日（水）まで申込受付

選 考 日 第一次　９月２２日（日）
第二次　10月19日から２７日（予定）

合格発表 12月中旬

～ なにげなく　のぞくサイトに　落とし穴 ～悪質な福祉犯から少年を守ろう

お子さんの携帯電話・パソコンにはフィルタリングサービスを活用しましょうお子さんの携帯電話・パソコンにはフィルタリングサービスを活用しましょう

 国際ソロプチミスト
大阪みささぎの皆様
より、福祉のためにと
5万円のご寄付をい
ただきました。

 飛鳥の真銅善夫様よ
り今年もぶどう1.2kg
入り100箱をご寄付
いただき、市内施設に
配布させていただき
ました。

　羽曳野市商工会チ
ャリーティーゴルフコ
ンペ実行委員会の皆
様より、108,050円
のご寄付をいただき
ました。

こちら 羽曳野けいさつ署羽曳野けいさつ署 誉田4-2-1　☎952-1234羽曳野けいさつ署
防ごう！ 少年非行！ 犯罪被害！防ごう！ 少年非行！ 犯罪被害！

　出会い系サイトなどのインターネット環境を利用し、児童ポルノや児童買春などの心身に有害な影響を与え、
健全な育成を大きく阻害する福祉犯の被害に遭う女子中高生が増えています。
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